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対
列
強
協
調
か
ら
対
米
協
調
へ

―

日
本
外
務
省
の
政
策
構
想
の
変
容 

一
九
一
六

－

一
九
一
九中

谷

直

司

　
　
　

目　

次

は
じ
め
に

一
、
寺
内
内
閣
と
外
務
省

　

1
．
内
閣
の
発
足
と
外
務
省
へ
の
影
響

　

2
．
新
方
針
の
策
定

二
、
第
一
課
の
政
策
構
想―

経
済
的
対
米
提
携
論
か
ら
政
治
的
対
米
協
調
論
へ

　

1
．
日
米
経
済
提
携
論

　

2
．
石
井
・
ラ
ン
シ
ン
グ
交
渉
と
「
勢
力
範
囲
」
撤
廃
議
論
の
出
現

三
、
中
国
政
策
を
め
ぐ
る
寺
内
内
閣
と
外
務
省
の
乖
離

　

1
．
外
務
省
の
不
満
の
蓄
積

　
（
一
五
三
五
）
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は
じ
め
に

　

人
類
初
の
総
力
戦
で
あ
る
第
一
次
世
界
大
戦
が
、
複
雑
な
同
盟
網
を
導
火
線
と
し
て
勃
発
し
、
泥
沼
化
し
た
こ
と
は
、
一
九
世
紀
以
来
の

勢
力
均
衡
に
も
と
づ
く
国
際
秩
序
が
名
実
と
も
に
崩
壊
し
た
こ
と
を
意
味
し
た
。
こ
う
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
の
国
際
秩
序
の
《
喪
失
》
に

対
し
て
、
新
た
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
提
示
し
た
の
が
参
戦
に
よ
っ
て
大
戦
の
帰
趨
を
決
定
し
た
ア
メ
リ
カ
で
あ
っ
た
。「
全
て
の
戦
争
を
終
わ

ら
せ
る
た
め
に
」
参
戦
を
決
断
し
た
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（W

oodrow
 W

ilson

）
大
統
領
は
、
秘
密
条
約
や
軍
事
同
盟
網
に
基
づ
く

植
民
地
獲
得
競
争
や
、
排
他
的
な
経
済
政
策
を
特
徴
と
す
る
旧
来
の
勢
力
圏
外
交
（「
旧
外
交
」）
を
否
定
し
、
民
族
自
決
主
義
と
外
交
の
民

主
的
統
制
（
公
開
外
交
）、
集
団
安
全
保
障
、
そ
し
て
開
放
的
な
経
済
原
則
に
基
づ
く
講
和
構
想
を
提
示
し
た
。
一
九
一
八
年
一
月
の
「
一

四
ヶ
条
」
で
明
確
に
示
さ
れ
た
こ
の
「
新
外
交
」
と
言
わ
れ
る
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
主
張
は
、
ド
イ
ツ
な
ど
同
盟
国
側
だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ

が
准
同
盟
国
（A

ssociated P
ow

er

）
と
し
て
与
し
た
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
連
合
国
側
に
も
勢
力
圏
外
交
に
基
づ
く
講
和
構
想

の
見
直
し
を
迫
っ
た
の
で
あ
る（

1
）。

　

以
上
の
よ
う
に
大
戦
中
に
新
し
い
国
際
政
治
理
念
を
発
達
さ
せ
て
い
っ
た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
は
対
照
的
に
、
日
本
の
政
治
指
導
者
は
大
戦
の

　

2
．「
二
重
外
交
」
の
発
生

四
、
外
務
省
の
「
復
権
」
と
対
米
協
調
政
策
の
実
施

　

1
．
大
戦
の
終
結
と
原
敬
内
閣
の
誕
生

　

2
．「
新
外
交
」
呼
応
論
の
浮
上

　

3
．
転
換
点
と
し
て
の
パ
リ
講
和
会
議

結　

論

　
（
一
五
三
六
）
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勃
発
を
ま
ず
中
国
大
陸
へ
の
拡
張
の
絶
好
の
機
会
と
し
て
認
識
し
た
。
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
欧
州
列
強
の
後
退
を
利
用
し
て
、
日
本
は
権
益
の

強
化
・
拡
張
に
邁
進
し
た
の
で
あ
る
。
日
本
に
と
っ
て
第
一
次
大
戦
は
あ
く
ま
で
も
「
欧
州
大
戦
」
で
あ
り
、
そ
の
大
戦
関
与
は
東
ア
ジ
ア

を
中
心
と
し
た
「
日
独
戦
役
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
大
戦
後
の
講
和
問
題
も
、
広
く
国
際
政
治
全
体
の
観
点
か
ら
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
と

の
終
戦
処
理
に
限
定
し
て
検
討
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
「
新
外
交
」
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
主
戦
場
で
あ
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
大
戦
後
の

ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
講
和
会
議
に
よ
っ
て
改
革
さ
れ
る
は
ず
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
も
、
勢
力
圏
外
交
の
構
造
が
色
濃
く
残
る
で
あ
ろ
う
東
ア
ジ

ア
か
ら
戦
後
の
平
和
秩
序
が
崩
壊
す
る
こ
と
を
強
く
恐
れ
て
い
た（

2
）。

こ
の
た
め
、
ア
メ
リ
カ
と
同
様
に
連
合
国
側
に
立
っ
て
参
戦
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
大
戦
中
に
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
勢
力
圏
外
交
を
展
開
し
た
日
本
は
大
戦
後
に
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
「
新
外
交
」
の
矢
面
に
立
た
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

　

参
戦
を
あ
く
ま
で
も
旧
ド
イ
ツ
権
益
獲
得
の
対
価
と
し
て
捉
え
て
い
た
日
本
の
政
治
指
導
者
は
、「
勝
利
な
き
平
和
」
を
掲
げ
て
、
植
民

地
の
開
放
や
勢
力
圏
外
交
の
否
定
を
訴
え
る
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
主
張
に
恐
慌
と
も
い
え
る
反
応
を
示
し
た
。
パ
リ
講
和
会
議
に
お
い
て
日
米
は

特
に
中
国
・
山
東
半
島
の
旧
独
権
益
の
取
り
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
激
し
く
対
立
す
る
。

　

も
っ
と
も
日
本
側
に
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
「
新
外
交
」
に
対
す
る
強
い
警
戒
感
だ
け
で
な
く
、
積
極
的
な
呼
応
を
説
く
主
張
も
存
在
し
た
。

パ
リ
で
日
本
代
表
団
を
実
質
的
に
統
括
し
、
主
要
な
交
渉
に
あ
た
っ
た
全
権
の
牧
野
伸
顕
が
、
講
和
会
議
直
前
の
外
交
調
査
会
に
お
い
て
政

府
方
針
の
消
極
姿
勢
を
非
難
し
、
連
盟
案
へ
の
率
先
賛
成
を
主
張
し
た
の
は
有
名
で
あ
る
。
そ
し
て
、
外
交
調
査
会
で
は
集
中
砲
火
を
浴
び

た
も
の
の
、
講
和
会
議
で
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
構
想
に
積
極
的
に
賛
同
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
対
日
態
度
の
緩
和
に
成
功
し
た
の
は
す
で
に

筆
者
が
主
張
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る（

3
）。

　

実
は
、
こ
う
し
た
「
新
外
交
」
呼
応
論
は
、
大
戦
の
終
結
に
よ
っ
て
講
和
問
題
が
現
実
化
す
る
に
及
ん
で
初
め
て
表
れ
き
た
の
で
は
な
く
、

　
（
一
五
三
七
）



対
列
強
協
調
か
ら
対
米
協
調
へ

 

二
三
二

同
志
社
法
学　

五
八
巻
四
号

大
戦
中
の
少
な
く
と
も
寺
内
内
閣
発
足
後
か
ら
外
務
省
内
の
一
部
に
お
い
て
主
張
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
そ
の
主
唱
者
は
、
英
米
畑
の
外
交

官
で
は
な
く
、省
内
の
中
国
政
策
の
担
当
者
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
政
務
局
の
第
一
課
、特
に
課
長
の
小
村
欣
一
で
あ
る
（
以
下
単
に
「
第

一
課
」
と
い
う
場
合
は
、
外
務
省
政
務
局
の
も
の
を
指
す
）。
周
知
の
よ
う
に
小
村
は
牧
野
が
外
交
調
査
会
に
提
出
し
た
「
外
交
意
見
書
」

の
原
案
を
作
成
し
て
い
る
。
し
か
し
、
牧
野
の
交
渉
姿
勢
に
は
、
小
村
個
人
の
働
き
か
け
だ
け
で
は
な
く
、
小
村
の
稟
申
に
よ
る
外
交
調
査

会
や
閣
議
を
経
な
い
外
務
省
の
独
自
の
指
令
が
大
き
く
影
響
し
て
い
た（

4
）。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
ま
ず
は
じ
め
に
小
村
を
中
心
と
し
た
第
一
課
内
で
大
戦
中
に
「
新
外
交
」
呼
応
論
に
つ
な
が
る
政
策
構
想

が
形
成
さ
れ
た
経
緯
と
そ
の
政
策
的
な
意
義
を
、
実
際
の
政
府
の
外
交
方
針
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
議
論
を
通
じ

て
、
小
村
の
「
新
外
交
」
呼
応
論
が
、
単
に
自
由
主
義
的
な
国
際
協
調
主
義
の
発
露
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、
当
時
の
日
本
が
中
国
を
め
ぐ
っ

て
ア
メ
リ
カ
と
の
間
に
抱
え
て
い
た
具
体
的
な
外
交
課
題
へ
の
対
処
策
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
そ
れ
は
日
本
の
個
別
利
益
の

維
持
・
拡
張
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
。
同
時
に
、
国
際
的
孤
立
へ
の
危
機
感
か
ら
列
強
協
調
に
復
帰
す
る
必
要
性
を
等
し
く
認
識
し
て
い

た
外
交
調
査
会
委
員
が
、
牧
野
の
主
張
に
猛
反
発
し
た
理
由
も
一
層
明
確
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
両
者
の
間
に
は
、
国
際
政
治
観
だ
け
で
な

く
、「
国
際
協
調
」
の
対
象
と
方
法
を
め
ぐ
っ
て
も
深
刻
な
対
立
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

同
時
に
重
要
で
あ
る
の
は
、
主
管
官
庁
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
外
務
省
が
正
式
な
政
策
決
定
過
程
を
経
ず
に
、
小
村
の
構
想
に
基
づ
い
た

指
示
を
パ
リ
の
全
権
に
打
電
し
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
大
戦
中
に
は
小
村
ら
の
主
張
は
寺
内
内
閣
の
首
脳
は
お
ろ
か
、
外
務
省
首
脳
の
支

持
す
る
も
の
で
も
な
く
、
さ
ら
に
牧
野
が
非
難
し
た
政
府
訓
令
案
を
作
成
し
提
出
し
た
の
も
、
当
の
外
務
省
で
あ
っ
た
。
以
上
の
問
題
に
答

え
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
小
村
の
構
想
自
体
に
加
え
て
、
寺
内
内
閣
期
の
政
策
過
程
に
お
け
る
外
務
省
の
組
織
的
な
経
験
を
重
視
す
る
。
外

務
省
は
政
策
の
立
案
・
決
定
過
程
に
お
け
る
「
技
術
屋
」
へ
の
転
落
と
、
実
施
過
程
に
お
け
る
外
交
経
路
の
極
度
の
混
乱
を
経
験
す
る
の
だ

が
、
講
和
会
議
に
お
け
る
小
村
の
政
策
構
想
の
実
施
は
、
国
際
環
境
の
変
容
へ
の
対
処
と
と
も
に
、
政
策
過
程
に
お
い
て
外
務
省
が
《
復
権
》

　
（
一
五
三
八
）
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を
果
た
す
上
で
も
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

以
下
本
論
で
は
、
寺
内
内
閣
の
基
本
的
な
外
交
方
針
（
特
に
中
国
政
策
）
と
外
務
省
の
政
策
過
程
に
お
け
る
地
位
と
役
割
を
確
認
し
た
上

で
、
小
村
ら
第
一
課
の
政
策
構
想
が
、
大
戦
終
結
に
よ
る
国
際
環
境
の
変
容
と
国
内
政
治
上
の
変
化
を
契
機
と
し
て
、
外
務
省
の
講
和
会
議

政
策
に
反
映
さ
れ
た
こ
と
を
論
じ
て
、
最
後
に
結
論
を
述
べ
る
。

一
、
寺
内
内
閣
と
外
務
省

1
．
内
閣
の
発
足
と
外
務
省
へ
の
影
響

　

第
一
次
大
戦
中
の
外
務
省
外
交
と
言
え
ば
、
第
二
次
大
隈
内
閣
（
一
九
一
四
年
四
月
成
立
）
の
加
藤
高
明
外
相
に
よ
る
参
戦
外
交
と
、
二

十
一
ヶ
条
要
求
で
あ
ろ
う
。
イ
ギ
リ
ス
型
の
政
党
政
治
を
目
標
と
す
る
加
藤
は
、
外
務
省
へ
の
外
交
権
限
一
元
化
な
ど
を
盾
に
、
政
策
過
程

へ
の
元
老
や
陸
海
軍
の
干
与
を
極
力
抑
制
す
る
姿
勢
を
取
り
、
日
英
同
盟
を
基
軸
と
し
た
参
戦
外
交
を
強
力
に
推
し
進
め
た（

5
）。

し
か
し
加
藤

の
外
交
政
策
に
、
大
戦
後
の
積
極
的
な
国
際
協
調
に
つ
な
が
る
要
素
を
見
い
だ
す
の
は
困
難
で
あ
る（

6
）。

外
務
省
内
の
政
策
構
想
に
注
目
す
べ

き
変
化
が
現
れ
る
の
は
、
寺
内
内
閣
発
足
（
一
九
一
六
年
一
〇
月
）
前
後
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
変
化
は
二
十
一
ヶ
条
に
よ
る
対
外
関
係

の
悪
化
や
東
ア
ジ
ア
で
の
ア
メ
リ
カ
の
存
在
感
の
高
ま
り
な
ど
の
国
際
環
境
の
変
化
に
起
因
し
て
い
た
が
、
寺
内
内
閣
の
成
立
が
及
ぼ
し
た

影
響
も
大
き
か
っ
た
。

　

寺
内
内
閣
に
は
大
隈
内
閣
の
政
策
に
不
満
が
あ
っ
た
者
が
多
数
参
画
し
た（

7
）。

寺
内
正
毅
や
山
県
有
朋
と
い
っ
た
陸
軍
長
老
や
元
老
の
強
い

希
望
は
、
列
強
の
中
国
再
分
割
を
防
止
し
う
る
、
安
定
し
た
親
日
政
権
を
北
京
に
持
つ
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
か
し
加
藤
の
二
十
一
ヶ
条
要
求

は
中
国
の
反
日
感
情
を
激
増
さ
せ
、
欧
州
列
強
の
対
日
不
信
感
も
不
用
意
に
高
め
る
結
果
と
な
っ
た
。
山
県
ら
は
、
加
藤
の
強
引
な
参
戦
外

　
（
一
五
三
九
）
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交
も
批
判
し
て
い
た
。
寺
内
ら
政
府
首
脳
や
山
県
ら
元
老
は
「
日
支
親
善
」
主
義
と
列
強
協
調
の
回
復
で
一
致
し
て
お
り
、
本
野
一
郎
外
相

を
通
じ
て
内
閣
に
具
体
的
な
意
見
案
を
提
出
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
た
外
務
省
内
で
は
、
新
た
な
中
国
政
策
を
め
ぐ
る
政
策
構
想
や
提
言
が

活
発
化
す
る
の
で
あ
る
。

　

山
県
ら
に
と
っ
て
よ
り
深
刻
な
問
題
は
、
加
藤
の
外
相
辞
任
が
中
国
政
策
の
《
改
善
》
に
結
び
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
大
浦
事
件

を
契
機
と
す
る
加
藤
の
外
相
辞
任
（
一
九
一
五
年
八
月
）
後
、
大
隈
内
閣
は
袁
政
権
の
打
倒
工
作
を
展
開
す
る
（
反
対
に
、
山
県
ら
は
親
日

化
策
を
構
想
し
て
い
た
）。
大
隈
内
閣
が
反
袁
政
策
に
大
き
く
傾
い
た
の
は
、
加
藤
と
共
に
同
志
会
官
僚
系
の
閣
僚
が
辞
任
し
た
た
め
、
中

国
南
方
の
革
命
派
支
援
に
積
極
的
で
あ
っ
た
旧
国
民
党
系
や
尾
崎
行
雄
の
影
響
力
が
強
ま
っ
た
た
め
で
あ
っ
た（

8
）。

加
藤
の
《
穏
健
》
な
政
策

に
不
満
で
あ
っ
た
参
謀
本
部
や
中
国
の
陸
軍
出
先
な
ど
の
陸
軍
中
堅
層
も
、
内
閣
へ
の
政
策
提
言
を
積
極
化
す
る
。
田
中
義
一
（
一
九
一
六

年
三
月
か
ら
参
謀
次
長
）
ら
は
、
袁
の
帝
政
問
題
に
よ
る
中
国
の
混
乱
を
、
勢
力
拡
張
の
絶
好
の
機
会
と
み
な
し
て
い
た（

9
）。

　

加
藤
辞
任
後
の
外
交
政
策
の
具
体
的
検
討
は
、
外
務
省
の
小
池
張
造
政
務
局
長
の
下
、
同
省
幹
部
と
参
謀
本
部
、
軍
令
部
の
代
表
に
よ
る

協
議
（
外
務
省
秘
密
会
議
）
で
な
さ
れ
よ
う
に
な
る
が（

10
）、

こ
の
協
議
を
通
じ
て
参
謀
本
部
は
内
閣
へ
の
影
響
力
を
強
め
る（

11
）。

大
隈
内
閣
は
一

九
一
六
年
三
月
に
反
袁
世
凱
政
策
を
閣
議
決
定
し
、
中
国
の
陸
軍
出
先
は
反
袁
運
動
や
満
蒙
独
立
運
動
を
推
進
し
た
。
加
藤
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
が
失
わ
れ
た
結
果
、
政
策
過
程
は
か
え
っ
て
拡
散
し
、
山
県
の
希
望
で
あ
っ
た
第
四
次
日
露
協
約
は
成
立
し
た
が
、
中
国
問
題
で
は
そ

の
構
想
と
は
か
け
離
れ
た
政
策
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る（

12
）。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
寺
内
内
閣
で
は
中
国
政
策
の
転
換
だ
け
で
な
く
、
政
策

立
案
・
決
定
過
程
の
集
権
化
が
喫
緊
の
課
題
と
さ
れ
た
。

　

も
っ
と
も
、
か
つ
て
の
よ
う
な
元
老
に
よ
る
最
終
的
調
整
は
期
待
で
き
な
か
っ
た
。
参
謀
本
部
の
行
動
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
陸
軍
組
織

は
藩
閥
か
ら
の
自
立
性
を
強
め
て
い
た（

13
）。

ま
た
、
政
党
勢
力
も
政
友
会
に
加
え
て
同
志
会
＝
憲
政
会
が
台
頭
し
て
お
り
、
藩
閥
・
政
党
間
の

「
情
意
投
合
」
関
係
は
失
わ
れ
て
い
た（

14
）。

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
し
、
寺
内
内
閣
に
よ
っ
て
一
九
一
七
年
六
月
に
設
置
さ
れ
た
の
が
、
臨
時

　
（
一
五
四
〇
）
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外
交
調
査
委
員
会
（
外
交
調
査
会
）
で
あ
り
、
内
閣
の
主
要
閣
僚
（
首
相
、
外
相
、
陸
海
相
）
と
枢
密
顧
問
官
、
政
党
党
首
が
構
成
し
た
（
加

藤
高
明
は
参
加
を
拒
否（

15
））。

同
会
は
、
国
内
政
治
の
「
多
元
化
」
に
対
す
る
、
外
交
「
一
元
化
」
の
試
み
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う（

16
）。

　

外
交
調
査
会
の
設
置
は
、
外
務
省
の
地
位
や
役
割
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
加
藤
時
代
に
自
省
へ
の
外
交
「
一
元
化
」
を
経
験
し
た
外

務
省
に
と
っ
て
、
外
交
調
査
会
の
設
置
は
「
外
交
技
術
屋
」
へ
の
転
落
を
意
味
し
た
か
ら
で
あ
る
。
加
え
て
寺
内
は
、
朝
鮮
総
督
時
代
か
ら

親
交
の
あ
っ
た
勝
田
主
計
元
朝
鮮
銀
行
総
裁
（
大
蔵
次
官
、
つ
い
で
蔵
相
に
就
任
）
や
私
的
な
ブ
レ
ー
ン
で
あ
る
実
業
家
の
西
原
亀
三
を
重

用
し
た
。
対
し
て
「
外
務
省
の
次
官
や
政
務
局
長
等
は
…
…
全
く
単
純
な
一
事
務
官
と
し
て
取
扱
は
れ
」
た
。
外
務
官
僚
は
、
専
門
分
野
に

つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
政
策
や
基
本
方
針
の
最
終
的
な
策
定
・
決
定
に
は
ほ
と
ん
ど
参
与
で
き
ず
、
外
務
省
は
外

交
調
査
会
で
の
決
定
後
、
実
施
を
命
じ
ら
れ
る
だ
け
の
機
関
に
成
り
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う（

17
）。

ま
た
陸
軍
の
長
老
で
、
山
県
閥
の
直
系

で
も
あ
っ
た
寺
内
に
と
っ
て
、
外
交
実
施
経
路
の
統
一
は
、
立
案
・
決
定
過
程
の
「
一
元
化
」
ほ
ど
に
は
重
要
な
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
寺

内
は
し
ば
し
ば
外
務
省
を
迂
回
あ
る
い
は
無
視
し
て
、
勝
田
率
い
る
大
蔵
省
や
西
原
に
対
中
援
助
政
策
の
策
定
や
中
国
当
局
者
と
の
交
渉
に

当
た
ら
せ
る
の
で
あ
る
。

2
．
新
方
針
の
策
定

　

一
九
一
七
年
一
月
九
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
中
国
政
策
の
基
本
方
針
は
、
大
隈
内
閣
の
政
策
か
ら
の
大
幅
な
転
換
を
強
く
意
識
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
中
国
自
身
に
対
し
て
は
「
不
偏
不
党
ノ
態
度
ヲ
維
持
シ
、
一
切
ノ
内
政
上
ノ
紛
争
ニ
干
渉
」
し
な
い
こ
と
が
、
ま
た
列
強
に
つ

い
て
は
、
満
蒙
や
山
東
な
ど
「
特
殊
利
益
ヲ
有
ス
ル
地
域
ニ
関
ス
ル
問
題
」
を
除
い
て
、
で
き
る
だ
け
「
協
調
ヲ
保
ツ
」
こ
と
が
決
定
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
中
国
に
対
し
て
は
「
指
導
啓
発
」
を
行
っ
て
善
導
す
る
（
親
日
化
）
こ
と
が
、
列
強
に
対
し
て
は
中
国
に
お
け
る

日
本
の
「
特
殊
地
位
」
を
承
認
さ
せ
る
こ
と
が
大
前
提
で
あ
っ
た（

18
）。

　
（
一
五
四
一
）
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以
上
の
閣
議
決
定
の
元
と
な
っ
た
本
野
一
郎
外
相
の
意
見
書
は
、
外
務
省
内
で
起
草
さ
れ
た
も
の
を
同
省
首
脳
が
最
終
的
に
ま
と
め
た
も

の
で
あ
っ
た（

19
）。

も
っ
と
も
そ
の
立
案
に
際
し
て
は
、
本
野
が
責
任
者
の
小
幡
酉
吉
政
務
局
長
に
「
寺
内
総
理
の
希
望
せ
ら
る
ゝ
対
支
政
策
の

根
本
義
」
を
説
明
し
て
い
た
。
閣
議
へ
の
提
出
前
に
は
、
本
野
と
幣
原
喜
重
郎
次
官
と
の
「
協
議
研
究
」
と
加
筆
を
経
て
、
寺
内
の
了
解
を

得
た
上
で
、
元
老
へ
の
説
明
と
承
認
の
取
り
付
け
が
行
わ
れ
て
い
る（

20
）。

外
務
省
は
最
有
力
者
の
見
解
の
把
握
と
根
回
し
を
慎
重
に
行
っ
た
の

で
あ
る
。
大
隈
内
閣
期
と
は
大
き
な
違
い
で
あ
っ
た
。
坂
野
潤
治
は
、
外
務
省
に
よ
る
別
の
意
見
書
中
に
中
国
に
対
す
る
「
指
導
」
を
戒
め

る
文
言
な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
外
務
省
の
本
来
の
主
張
は
「
一
層
決
定
的
な
」
政
策
転
換
に
あ
り
、
本
野
意
見
書
に
は
「
一
定
の
自
己
規

制
」
が
働
い
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
意
見
書
は
、
日
本
は
「
後
進
国
ノ
地
位
」
に
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
、
中
国
進
出
を
「
自
制

自
重
」
し
、
中
国
政
府
に
対
す
る
働
き
か
け
は
「
好
意
的
援
助
」
に
限
定
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た（

21
）。

閣
議
に
提
出
さ
れ
た
外
相
意
見
書

に
も
、
日
中
運
命
共
同
体
論
を
否
定
す
る
内
容
が
あ
っ
た
が
、
日
中
提
携
論
者
の
後
藤
新
平
内
相
の
「
注
意
」
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
た（

22
）。

　

た
だ
し
、
寺
内
や
山
県
ら
と
外
務
省
首
脳
の
基
本
的
な
国
際
政
治
観
に
は
、
深
刻
な
対
立
は
こ
の
時
点
で
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
前

者
が
中
国
政
府
の
「
指
導
啓
発
」（
親
日
化
）
に
積
極
的
で
あ
っ
た
の
も
、
欧
米
列
強
に
対
す
る
劣
位
を
深
刻
に
認
識
し
て
い
た
か
ら
で

あ
る（

23
）。

こ
う
し
た
認
識
の
背
景
に
は
、
大
戦
終
結
後
の
欧
州
列
強
の
中
国
再
進
出
に
対
す
る
強
い
恐
怖
感
と
、
日
本
の
競
争
力
に
対
す
る
切

実
な
懸
念
が
あ
っ
た（

24
）。

外
相
意
見
書
に
も
、
日
本
の
国
際
競
争
力
の
劣
位
を
指
摘
し
、
大
戦
を
利
用
し
て
中
国
へ
の
進
出
を
図
る
「
軽
挙
妄

動
」
は
慎
む
べ
き
と
の
主
張
が
見
ら
れ
る（

25
）。

な
お
、
林
権
助
駐
華
公
使
（
大
隈
内
閣
末
期
に
就
任
）
も
、
首
相
就
任
前
の
寺
内
と
会
見
し
、

中
国
政
策
の
転
換
で
一
致
し
て
い
た（

26
）。

林
は
、
一
八
八
七
年
の
外
務
省
入
省
で
あ
り
、
数
年
間
の
在
英
公
使
館
勤
務
（
一
八
九
三
〜
九
八
年
）

に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
経
済
界
と
の
太
い
パ
イ
プ
を
有
し
、
す
で
に
日
露
戦
争
前
後
に
は
小
村
寿
太
郎
外
相
（
当
時
）
の
下
、
駐
韓
公
使
と
し

て
活
躍
し
た
《
長
老
》
外
交
官
で
あ
っ
た（

27
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
寺
内
内
閣
の
中
国
政
策
を
規
定
し
た
基
本
的
認
識
は
、
日
本
の
国
際
競
争
力
へ
の
懸
念
と
、
大
戦
終
結
後
の
中
国
再
分

　
（
一
五
四
二
）
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割
に
対
す
る
強
い
恐
怖
感
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
日
本
の
中
国
に
お
け
る
「
特
殊
地
位
」
を
列
強
に
承
認
さ
せ
る
と
の
閣
議
決
定
は
な
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
列
強
間
の
「
政
治
上
経
済
上
重
要
ナ
ル
利
害
関
係
」
を
十
分
に
尊
重
し
、
特
に
英
露
と
は
「
絶
エ
ズ
接
触

ヲ
保
チ
」、
条
約
上
の
義
務
に
限
ら
ず
「
成
ル
ベ
ク
相
互
ニ
随
時
隔
意
ナ
キ
意
思
ノ
交
換
ヲ
行
フ
コ
ト
」
が
「
得
策
」
と
さ
れ
た（

28
）。「

特
殊
地

位
」
の
内
容
自
体
も
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
言
明
を
見
る
限
り
、
日
本
と
の
事
前
協
議
な
し
に
、
勢
力
範
囲
や
特
権
に
影
響
を
及
ぼ
す
条
約
を
結

ば
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
中
国
に
お
け
る
列
強
間
関
係
の
現
状
維
持
が
主
た
る
目
的
で
あ
り
、
他
国
の
勢
力
範
囲
を
含
め
た

中
国
全
土
に
対
す
る
日
本
の
政
治
的
・
経
済
的
優
越
性
を
積
極
的
に
主
張
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た（

29
）。

寺
内
ら
政
府
首
脳
と
外
務
省
首
脳
は
、

中
国
政
府
と
の
「
親
善
」
に
つ
い
て
は
考
え
の
相
違
が
あ
っ
た
が
、
中
国
政
策
を
遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
列
強
と
の
関
係
に
十
分
に
配
慮

し
慎
重
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
大
枠
で
一
致
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
省
内
で
実
際
に
政
策
立
案
や
起
案
を
担
当
し
て
い
た
レ
ベ
ル

に
目
を
転
じ
る
と
、
様
相
は
変
わ
っ
て
く
る
。

二
、
第
一
課
の
政
策
構
想

（
30
）―
経
済
的
対
米
提
携
論
か
ら
政
治
的
対
米
協
調
論
へ

1
．
日
米
経
済
提
携
論

　

外
務
省
の
政
策
立
案
過
程
は
、
も
と
も
と
ボ
ト
ム
・
ア
ッ
プ
方
式
の
稟
議
制
で
あ
り
、
立
案
の
実
質
的
な
権
限
は
「
課
長
中
心
」
で
あ

っ
た（

31
）。

第
一
課
を
例
に
取
れ
ば
、
ま
ず
課
の
担
当
書
記
官
も
し
く
は
課
長
自
身
が
具
体
案
を
起
草
し
、
課
長
↓
政
務
局
長
↓
次
官
を
経
て
在

外
公
館
に
電
訓
さ
れ
、
必
要
の
場
合
は
大
臣
、
さ
ら
に
閣
議
と
起
案
が
上
が
っ
て
い
っ
た（

32
）。

こ
の
時
期
、
中
国
を
担
当
し
て
い
た
の
は
、
政

務
局
の
第
一
課
で
あ
る
。
当
時
の
外
務
省
で
は
「
政
治
・
外
交
」
問
題
に
関
す
る
機
能
は
政
務
局
に
集
中
し
て
お
り
、
第
一
課
が
主
に
中
国

を
、第
二
課
が
欧
米
（
植
民
地
を
含
む
）
を
所
管
し
て
い
た
（
大
戦
後
に
亜
細
亜
局
と
欧
米
局
に
分
か
れ
る
）。
当
時
の
第
一
課
長
は
名
外
相
・

　
（
一
五
四
三
）
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小
村
寿
太
郎
の
御
曹
司
で
あ
っ
た
小
村
欣
一
で
あ
る（

33
）。

小
村
個
人
名
で
政
務
局
長
や
外
相
に
提
出
さ
れ
た
意
見
書
も
多
い
こ
と
か
ら
、
中
国

問
題
の
具
体
的
な
検
討
や
立
案
は
小
村
を
中
心
に
第
一
課
で
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
対
米
関
係
は
第
二
課
（
松
田
道
一
課
長
、

一
九
一
七
年
七
月
よ
り
武
者
小
路
公
共
）
の
管
轄
事
項
で
あ
っ
た
が
、
中
国
に
関
わ
る
問
題
は
も
っ
ぱ
ら
第
一
課
が
扱
っ
て
い
た
。
な
お
、

小
村
は
入
省
直
後
の
四
年
間
の
海
外
勤
務
（
清
国
・
イ
ギ
リ
ス
）
か
ら
父
の
死
に
よ
っ
て
帰
国
し
た
一
九
一
一
年
末
以
降
は
ず
っ
と
政
務
局

勤
め
で
あ
り
、
一
九
一
四
年
八
月
か
ら
第
一
課
長
を
務
め
て
い
た
（
就
任
時
、
三
一
歳
）。
そ
の
下
に
は
、「
外
務
省
切
つ
て
の
秀
才
」
と
い

わ
れ
た
木
村
鋭
市
主
席
秘
書
官
な
ど
が
い
た（

34
）。

　

以
上
の
「
課
長
中
心
」
主
義
は
、
次
官
、
政
務
局
長
と
も
に
、
寺
内
内
閣
へ
の
忍
従
を
強
い
ら
れ
た
結
果
、
一
層
強
ま
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

小
村
の
直
属
の
上
司
で
あ
る
政
務
局
長
に
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
中
国
通
と
し
て
評
価
の
高
か
っ
た
小
幡
が
就
い
て
い
た
。
中
国
重
視
の

寺
内
内
閣
に
あ
っ
て
、
外
相
の
本
野
は
欧
州
通
（
特
に
仏
露
）
だ
が
中
国
問
題
に
疎
く
、
次
官
の
幣
原
も
中
国
在
勤
経
験
が
な
か
っ
た
た
め
、

小
幡
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
来
は
枢
要
ポ
ス
ト
で
あ
る
政
務
局
長
で
あ
っ
た
が
、
小
幡
の
影
響
力
は
限
ら
れ
て

い
た（

35
）。

次
官
の
幣
原
も
、
外
務
省
の
地
位
を
維
持
す
る
こ
と
に
精
一
杯
で
あ
り
、
内
閣
と
の
連
絡
・
調
整
と
省
内
管
理
と
に
専
念
し
て
い
た（

36
）。

　

た
だ
し
、
小
村
が
課
内
の
政
策
立
案
を
強
力
に
リ
ー
ド
し
て
い
た
と
も
言
い
切
れ
な
い
。
例
え
ば
、
寺
内
は
同
郷
の
松
岡
洋
右
外
務
書
記

官
に
首
相
秘
書
官
を
兼
任
さ
せ
て
い
た
が
、
松
岡
は
し
ば
し
ば
木
村
鋭
市
を
そ
そ
の
か
し
て
重
要
案
件
を
寺
内
や
本
野
に
直
接
持
ち
込
み
、

省
内
で
紛
議
を
巻
き
起
こ
し
て
い
た（

37
）。

こ
の
た
め
、
第
一
課
の
「
意
思
」
を
安
易
に
読
み
取
る
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
が
、
寺
内
内
閣
の
基

本
方
針
と
は
異
な
る
注
目
す
べ
き
特
徴
を
以
下
の
よ
う
に
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
る
。

　

ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
中
国
政
策
を
行
う
に
あ
た
っ
て
欧
米
列
強
の
な
か
で
も
特
に
ア
メ
リ
カ
を
重
視
す
る
見
解
が
表
れ
て
き
た
こ
と
で

あ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
を
端
的
に
示
す
文
書
は
、
寺
内
内
閣
発
足
直
後
の
一
九
一
六
年
一
〇
月
一
六
日
に
第
一
課
が
小
池
政
務
局
長
に
提
出

し
た
「
支
那
問
題
ヲ
中
心
ト
シ
テ
観
タ
ル
日
米
関
係
処
分
案
」
で
あ
る（

38
）。

こ
の
史
料
は
寺
内
内
閣
の
対
列
強
協
調
志
向
を
示
す
も
の
と
し
て
、

　
（
一
五
四
四
）
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あ
る
い
は
大
戦
後
の
対
米
協
調
主
義
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
度
々
引
用
さ
れ
て
き
た（

39
）。

　

同
案
の
最
大
の
関
心
は
「
欧
州
大
戦
」
の
長
期
化
が
も
た
ら
し
て
い
る
好
環
境
（
欧
州
列
強
の
一
時
的
後
退
）
を
い
か
に
維
持
す
る
か
に

あ
っ
た
。
も
っ
と
も
「
是
ガ
要
諦
ハ
実
ニ
日
本
ガ
列
強
関
係
ヲ
如
何
ニ
調
理
ス
ル
カ
ニ
存
ス
ル
」
と
そ
の
文
言
は
自
信
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

政
治
指
導
者
が
欧
州
列
強
の
中
国
復
帰
に
兢
々
と
し
て
い
た
の
と
は
異
な
り
、
英
露
と
は
す
で
に
「
定
策
」
あ
り
、
と
か
な
り
楽
観
的
で
あ

る
。
対
し
て
ア
メ
リ
カ
と
は
こ
の
よ
う
な
関
係
は
な
く
、
日
米
関
係
の
調
整
が
「
最
モ
困
難
」
と
考
え
ら
れ
た
。

　

そ
の
背
景
に
あ
っ
た
の
は
、
中
国
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
経
済
進
出
へ
の
強
い
危
機
感
で
あ
っ
た
。
第
一
課
は
現
在
の
ア
メ
リ
カ
の
資
本

家
に
つ
い
て
、
国
内
や
南
米
へ
の
投
資
に
関
心
を
む
け
て
お
り
、
中
国
情
勢
の
混
乱
も
手
伝
っ
て
対
中
投
資
に
は
「
大
体
消
極
的
」、「
進
デ

投
資
ス
ル
十
分
ナ
ル
勇
気
」
に
欠
け
て
い
る
と
観
察
し
て
い
る
。
し
か
し
、
中
国
国
内
が
安
定
す
る
か
大
戦
の
終
結
が
見
え
て
く
れ
ば
、
国

家
建
設
に
巨
額
の
資
金
を
必
要
と
す
る
中
国
に
資
本
の
捌
け
口
を
求
め
る
の
は
必
然
と
考
え
ら
れ
た
。
特
に
間
近
に
迫
っ
た
大
統
領
選
挙

（
同
年
一
一
月
七
日
）
で
政
権
が
共
和
党
に
移
れ
ば
、「
米
国
ガ
其
政
策
上
ヨ
リ
シ
テ
モ
、
力
ヲ
支
那
問
題
ニ
傾
注
シ
来
ル
コ
ト
『
ウ
ィ
ル
ソ

ン
』
政
府
ノ
比
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヤ
明
ナ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い（

40
）。

二
十
一
ヶ
条
要
求
時
に
見
ら
れ
た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
強
い
道
徳

的
反
応
よ
り
も
、
タ
フ
ト
（W
illiam

 H
ow

ard T
aft

）
政
権
の
「
ド
ル
外
交
」
の
印
象
の
方
が
よ
ほ
ど
強
烈
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
第
一
課

は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
の
基
本
姿
勢
を
、「
支
那
ニ
対
ス
ル
不
干
渉
」、「
東
洋
問
題
ニ
対
ス
ル
放
任
主
義
」
と
判
断
し
、
共
和
党
政
権
よ
り
も

与
し
や
す
し
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
た
め
、「
日
米
関
係
処
分
案
」
は
経
済
的
観
点
か
ら
の
分
析
に
ほ
ぼ
終
始
し
て
お
り
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の

道
徳
外
交
に
い
か
に
対
処
す
る
か
と
い
っ
た
記
述
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

　

タ
フ
ト
の
「
ド
ル
外
交
」
に
は
、
ロ
シ
ア
と
の
連
携
や
イ
ギ
リ
ス
と
の
同
盟
に
よ
っ
て
対
処
で
き
た
日
本
で
あ
っ
た
が（

41
）、

同
様
の
抑
制
策

を
採
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
欧
州
列
強
が
中
国
か
ら
大
き
く
後
退
し
た
上
に
、「
与
国
」
の
英
露
自
体
が
こ
れ
以
上
の
日
本
の
中
国
進

出
に
警
戒
的
だ
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
日
本
の
み
で
対
抗
す
る
こ
と
も
リ
ス
ク
が
高
す
ぎ
た
。
日
米
が
衝
突
に
至
れ
ば
、
①

　
（
一
五
四
五
）
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日
本
製
品
の
「
一
大
販
路
」
を
失
い
、「
我
経
済
界
ノ
蒙
ル
打
撃
極
メ
テ
甚
大
」
で
あ
り
、
②
対
米
戦
争
で
は
日
英
同
盟
の
適
用
は
期
待
で

き
ず
、
③
さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
や
ド
イ
ツ
に
中
国
へ
の
発
展
の
機
会
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
中
国
へ
の
進
出
が
「
必
然
」
で
、
そ
の
抑
止
も
「
極
メ
テ
困
難
」
と
の
状
況
判
断
の
下
、
第
一
課
が
構
想
し
た
の
が
「
日
米

経
済
提
携
」
で
あ
る
。
移
民
問
題
や
中
国
問
題
に
よ
る
日
米
関
係
悪
化
の
中
で
、
両
国
の
「
提
携
」
を
可
能
と
判
断
し
た
根
拠
は
、
日
米
の

中
国
に
お
け
る
利
害
関
係
が
、
実
は
日
本
と
欧
州
列
強
の
そ
れ
よ
り
も
、
少
な
く
と
も
潜
在
的
に
は
近
接
し
て
い
る
と
の
分
析
で
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
は
潤
沢
な
資
本
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
支
那
ニ
於
ケ
ル
其
ノ
地
位
ノ
薄
弱
」
の
た
め
に
「
対
支
政
策
上
、
甚
シ
ク
苦
痛
ヲ
感
ジ
」

て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
は
中
国
に
確
固
た
る
勢
力
範
囲
や
権
益
を
持
た
な
い
唯
一
の
主
要
大
国
で
あ
っ
た
。
一
方
日
本
も
「
地
勢
上
、歴
史
上
、

経
済
上
」、
中
国
へ
の
発
展
が
「
自
然
ノ
径
路
」
な
の
に
、
列
強
の
既
得
権
益
に
阻
ま
れ
て
中
国
「
本
土
」
へ
の
進
出
が
ま
ま
な
ら
な
い
。

移
民
問
題
も
、
結
局
は
中
国
へ
の
「
自
然
」
な
発
展
を
阻
ま
れ
て
い
る
日
本
が
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
「
不
自
然
」
な
方
面
に
向
か
っ
た
こ
と

に
原
因
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
が
ま
ず
日
本
の
中
国
へ
の
発
展
を
「
必
然
且
当
然
ノ
運
命
」
と
認
め
た
上
で
、
日
本

が
対
米
移
民
を
自
制
し
、
か
つ
ア
メ
リ
カ
の
中
国
進
出
に
も
好
意
的
援
助
を
与
え
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
「
排
日
派
」
の
口
実
を
断
つ
と
同
時

に
、「
支
那
問
題
ニ
対
ス
ル
日
米
ノ
衝
突
ヲ
免
レ
」、
両
国
の
提
携
が
可
能
と
な
る
と
、
第
一
課
は
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
「
日
米
経
済
提
携
」
案
は
、
日
本
の
実
業
家
や
財
界
関
係
者
の
主
張
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
た
。
財
界
の
重
鎮
で
、
も
と
も
と
日

米
の
経
済
的
提
携
に
熱
心
で
あ
っ
た
渋
澤
栄
一
は
、
一
九
一
五
年
に
渡
米
し
た
際
に
ア
メ
リ
カ
の
実
業
家
や
財
界
人
と
接
触
し
、
中
国
へ
の

共
同
投
資
を
説
い
て
回
っ
た
。
特
にN

ational C
ity B

ank

頭
取
の
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
リ
ッ
プ
（F

rank V
anderlip

）
へ
の
働
き
か
け
に
は
力
を

入
れ
て
い
る
。
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
リ
ッ
プ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
対
中
投
資
団
、A

m
erican International C

orporation

（
一
九
一
五
年
設
立
。
以

下
Ａ
Ｉ
Ｃ
）
の
主
催
者
で
あ
っ
た
。
対
し
て
渋
澤
は
一
九
〇
七
年
に
対
中
国
投
資
・
事
業
運
営
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
東
亜
興
業
株
式
会
社

の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
る（

42
）。

渋
澤
は
、
一
九
一
六
年
九
月
に
来
日
し
た
Ｕ
Ｓ
ス
テ
ィ
ー
ル
の
ゲ
ア
リ
ー
会
長
（E

lbert H
. G

ary

）
に
も
日

　
（
一
五
四
六
）
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米
経
済
提
携
を
訴
え
て
い
る
。
同
時
期
に
、
連
合
国
経
済
会
議
（
パ
リ
）
の
帰
途
に
訪
米
し
た
阪
谷
芳
郎
も
、
渋
沢
の
依
頼
を
う
け
て
、
財

界
有
力
者
と
中
国
で
の
日
米
経
済
提
携
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
側
の
反
応
は
概
ね
好
意
的
で
あ
っ
た
と
い
う（

43
）。

そ

の
他
、
奉
天
領
事
と
し
て
「
ド
ル
外
交
」
に
深
く
関
わ
っ
た
ス
ト
レ
イ
ト
（W

illiard Straight

）
は
、
日
本
な
ど
列
強
の
強
い
反
発
を
経

験
し
た
こ
と
で
、
そ
の
既
得
権
益
へ
の
挑
戦
に
及
び
腰
と
な
っ
て
お
り
、
列
強
と
の
協
調
が
不
可
欠
と
の
考
え
に
い
た
っ
て
い
た
。
ス
ト
レ

イ
ト
は
Ａ
Ｉ
Ｃ
設
立
後
、
副
社
長
（vice-president of third

）
に
引
き
抜
か
れ
て
い
た
が
、
同
社
が
手
が
け
た
直
隷
・
山
東
運
河
改
修
工

事
の
日
米
共
同
事
業
化
に
好
意
的
反
応
を
示
す
こ
と
に
な
る（

44
）。

　

ア
メ
リ
カ
財
界
へ
の
働
き
か
け
は
、
外
務
省
に
報
告
さ
れ
て
い
た
。
渋
澤
は
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
リ
ッ
プ
へ
の
接
近
に
つ
い
て
、
当
時
の
石
井
外

相
と
「
種
々
申
談
」
し
て
お
り
、
石
井
も
「
全
然
同
意
」
で
あ
っ
た
と
い
う（

45
）。

阪
谷
も
外
務
省
政
務
局
に
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る（

46
）。「

日

米
関
係
処
分
案
」
で
は
、
渋
澤
訪
米
時
の
ア
メ
リ
カ
側
の
反
応
や
、「
ス
ト
レ
イ
ト
」
や
「
ゲ
ー
リ
ー
」（
ゲ
ア
リ
ー
の
こ
と
）
の
対
日
提
携

へ
の
積
極
姿
勢
な
ど
に
詳
し
く
言
及
さ
れ
て
い
る
。
同
案
の
分
析
の
焦
点
が
も
っ
ぱ
ら
経
済
提
携
に
あ
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
渋
沢
や
阪
谷

ら
の
外
務
省
へ
の
報
告
や
働
き
か
け
の
影
響
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る（

47
）。

　

日
米
関
係
の
重
視
と
並
ん
で
、
第
一
課
の
政
策
構
想
の
傾
向
と
し
て
目
を
引
く
の
は
、
同
盟
国
イ
ギ
リ
ス
へ
の
配
慮
の
低
下
で
あ
る
。「
日

米
関
係
処
分
案
」
は
、日
本
が
ア
メ
リ
カ
の
経
済
的
進
出
を
助
成
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
①
ロ
シ
ア
の
南
下
と
イ
ギ
リ
ス
の
「
資
本
的
活
動
」

へ
の
「
牽
制
ト
ナ
リ
且
障
碍
ト
ナ
ル
コ
ト
」、
②
ア
メ
リ
カ
資
本
に
日
本
の
中
国
経
営
を
助
成
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
③
「
従
テ
日

本
ハ
英
国
及
仏
国
系
ノ
資
本
関
係
以
外
、
別
ニ
金
融
上
ニ
多
大
ナ
自
由
ト
便
宜
ト
ヲ
得
ル
コ
ト
」
の
三
つ
を
強
調
し
て
い
る
。
伝
統
的
な
安

全
保
障
上
の
脅
威
で
あ
る
ロ
シ
ア
の
南
下
と
、
同
盟
国
イ
ギ
リ
ス
の
「
資
本
的
活
動
」
を
同
列
に
扱
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
英
間
で
は
、

中
国
中
南
部
（
揚
子
江
流
域
）
で
の
経
済
的
な
摩
擦
が
大
戦
以
前
か
ら
顕
在
化
し
て
お
り
、
双
方
の
外
交
当
局
者
の
主
要
な
関
心
と
な
り
つ

つ
あ
っ
た（

48
）。

大
隈
内
閣
期
に
加
藤
外
相
は
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
側
と
激
し
い
や
り
と
り
を
展
開
し
て
い
る（

49
）。

加
藤
は
中
国
に

　
（
一
五
四
七
）
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は
「
日
本
人
も
外
人
も
相
調
和
し
て
、
各
其
利
益
を
占
め
得
べ
き
範
囲
は
十
分
こ
れ
あ
り
と
信
」
じ
て
お
り
、
ま
た
同
盟
政
策
と
経
済
問
題

の
《
棲
み
分
け
》
に
楽
観
的
で
あ
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
側
は
強
い
反
発
を
示
し
て
い
た（

50
）。「

日
米
関
係
処
分
案
」
も
、
そ
の
調
整
に
い
さ
さ

か
楽
観
的
で
あ
っ
た
の
は
上
述
し
た
。
同
案
で
は
そ
れ
ほ
ど
明
確
で
は
な
い
も
の
の
、
も
っ
ぱ
ら
経
済
的
観
点
か
ら
す
る
日
米
提
携
案
は
、

対
米
協
調
の
た
め
に
同
盟
国
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
的
利
益
や
勢
力
範
囲
を
軽
視
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
ず
、
日
英
同
盟
を
外
交
政
策
の

「
基
軸
」
と
し
て
き
た
日
本
外
務
省
の
変
質
を
示
唆
し
て
い
た（

51
）。

　

事
実
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
協
調
を
犠
牲
に
し
て
も
、
中
国
の
親
日
化
と
中
国
「
本
土
」
で
の
経
済
的
拡
張
を
行
う
べ
き
と
の
構
想
が
外
務
省

内
で
も
現
れ
て
い
た
。「
対
支
政
策
覚
書
」（
一
九
一
六
年
一
二
月
五
日
）
と
そ
の
付
属
文
書
「
対
支
策
実
行
要
目
」（
同
年
一
一
月
五
日
）

で
あ
る（

52
）。

中
国
政
府
の
親
日
化
を
実
現
不
可
能
と
主
張
し
、
ま
た
在
外
公
館
を
通
じ
た
「
正
式
外
交
」
の
無
能
ぶ
り
を
厳
し
く
批
判
す
る
な

ど
、
外
務
省
内
の
見
解
と
し
て
は
異
質
で
あ
る
が
、
経
済
的
利
益
重
視
の
一
つ
の
方
向
性
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。

　

こ
の
覚
書
が
中
国
政
策
の
目
玉
と
し
て
実
行
を
勧
告
し
た
の
が
、「
治
外
法
権
撤
廃
」
の
率
先
提
唱
で
あ
っ
た
。
国
力
の
貧
弱
さ
ゆ
え
に

「
国
家
的
恩
誼
」
を
施
す
機
会
の
少
な
い
日
本
に
と
っ
て
、
中
国
人
に
大
き
な
恩
を
売
る
「
絶
好
ノ
機
会
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
中
国
政
府
に
①
治
外
法
権
の
撤
廃
と
内
地
雑
居
の
承
認
（
少
な
く
と
も
重
要
都
市
の
開
放
）、
②
海
関
税
率
の
引
き
上
げ
と
釐
金
（
国

内
関
税
）
の
廃
止
を
そ
れ
ぞ
れ
セ
ッ
ト
で
提
起
さ
せ
、
日
本
が
率
先
し
て
賛
意
を
表
明
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
提
案
に
は
、
中

国
の
親
日
化
と
い
う
政
治
的
効
果
に
加
え
て
、
日
本
の
経
済
力
が
貧
弱
な
ゆ
え
の
経
済
的
利
益
が
確
実
に
存
在
し
た
。
租
借
地
と
居
留
地
に

限
ら
れ
た
外
国
人
の
居
住
地
域
が
拡
大
さ
れ
、
さ
ら
に
釐
金
が
廃
止
さ
れ
れ
ば
、
小
資
本
の
個
人
貿
易
や
商
店
が
中
心
の
日
本
人
の
経
済
活

動
が
大
幅
に
拡
張
す
る
と
予
想
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
当
然
、
大
資
本
に
よ
る
投
資
事
業
や
貿
易
業
務
が
主
体
で
、
中
国
「
本
土
」
に
租
借
地

を
有
し
、
居
留
地
の
行
政
を
牛
耳
っ
て
い
る
欧
州
列
強
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
の
強
い
抵
抗
が
予
想
さ
れ
た
。
し
か
し
、
列
強
と
日
本
は
利
害
を

異
に
し
て
い
る
の
で
あ
り
、「
単
独
ニ
テ
モ
応
ズ
ル
覚
悟
」
が
必
要
で
あ
っ
た
。
不
平
等
状
態
改
善
と
い
う
中
国
の
国
家
的
要
請
に
積
極
的

　
（
一
五
四
八
）
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に
応
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
中
親
善
に
加
え
て
、
列
強
の
既
得
権
益
の
切
り
崩
し
と
中
国
内
地
へ
の
経
済
的
進
出
を
行
う
と
い
う
の
で
あ

る
。

　

以
上
の
覚
書
は
対
米
政
策
に
つ
い
て
は
特
に
言
及
し
て
い
な
い
が
、
中
国
に
お
け
る
欧
州
列
強
と
日
本
の
利
害
の
相
違
を
強
調
す
る
と
こ

ろ
に
「
日
米
関
係
処
分
案
」
と
の
共
通
点
が
見
て
取
れ
る
。
第
一
課
が
主
張
し
た
日
米
経
済
提
携
案
は
、
英
露
を
中
心
と
し
た
欧
州
列
強
と

の
利
益
の
相
互
尊
重
を
重
視
す
る
閣
議
決
定
と
矛
盾
し
か
ね
な
い
要
素
を
は
ら
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
第
一
課
の
日
米
提
携
案
は
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
支
援
を
、
日
本
が
主
体
と
な
る
経
済
活
動
に
ア
メ
リ
カ
資
本
を
導
入
す
る
と
い
う

こ
と
に
、
そ
の
地
域
を
日
本
の
勢
力
範
囲
（
満
蒙
、
山
東
、
福
建
）
に
そ
れ
ぞ
れ
限
定
す
れ
ば
、
寺
内
内
閣
の
基
本
方
針
の
範
囲
で
実
現
可

能
な
も
の
で
あ
っ
た
。
実
際
に
、
新
中
国
方
針
の
決
定
後
に
第
一
課
が
作
成
し
た
と
思
わ
れ
る
「
対
支
投
資
方
針
案
」
で
は
こ
う
し
た
限
定

が
行
わ
れ
た（

53
）。

同
案
は
、「
根
本
方
針
」
と
し
て
、
大
戦
の
結
果
「
漸
ク
充
実
」
し
た
日
本
の
投
資
能
力
を
中
国
に
集
中
す
る
こ
と
を
確
認

し
た
上
で
、「
日
米
関
係
処
分
案
」
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
日
米
経
済
提
携
策
の
採
用
を
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
日
本
の
投
資
は
日
本
の
勢
力

範
囲
内
に
限
定
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
地
域
へ
の
投
資
活
動
は
、
政
府
と
し
て
「
推
奨
援
助
」
し
な
い
と
さ
れ
た
。
他
国
の

勢
力
範
囲
へ
の
投
資
は
「
必
然
列
国
ト
ノ
葛
藤
ヲ
生
ジ
」
る
恐
れ
が
あ
り
、
そ
の
他
の
地
域
で
も
「
我
ガ
勢
力
ノ
分
散
ヲ
免
レ
難
」
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
同
案
は
、
い
ま
だ
十
分
な
成
果
の
な
い
福
建
省
へ
の
投
資
を
特
に
重
視
し
て
い
る
。
大
戦
終
結
後
の
欧
州
列
強
の
中
国
復
帰

が
当
然
視
さ
れ
る
中
で
、
積
極
的
で
広
範
な
経
済
進
出
よ
り
も
既
得
権
益
の
強
化
が
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
対
中
投
資
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
政
治
借
款
は
な
る
べ
く
避
け
、
中
国
政
府
か
ら
申
し
込
み
を
受
け
た
場
合
は
国
際
借
款
団
の
「
共
同
」
の
問
題
と
す
る
こ
と

が
、
実
業
借
款
に
関
し
て
は
偽
装
政
治
借
款
の
疑
い
を
受
け
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
中
国
で
の
経
済
活
動
と
列
強

協
調
政
策
と
の
両
立
に
細
心
の
注
意
が
払
わ
れ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
よ
う
。

　

以
上
の
限
定
は
、
閣
議
決
の
内
容
を
踏
ま
え
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
外
務
省
内
の
代
表
的
意
見
の
反
映
で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
（
一
五
四
九
）
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同
じ
く
外
相
意
見
書
の
作
成
中
の
も
の
と
思
わ
れ
る
「
極
東
ニ
対
ス
ル
方
針
」
は
、「
最
モ
緊
切
ノ
利
害
関
係
ヲ
有
シ
タ
ル
帝
国
ハ
、
支
那

大
陸
〔
中
国
「
本
土
」〕
ニ
寸
土
尺
壌
ノ
根
拠
地
」
も
持
ち
得
な
か
っ
た
こ
と
を
嘆
き
つ
つ
も
、「
支
那
ハ
既
ニ
列
強
ノ
間
ニ
分
割
セ
ラ
レ
タ

ル
モ
ノ
」
と
勢
力
範
囲
の
再
設
定
に
は
否
定
的
で
あ
る
。
日
本
は
「
列
強
ニ
反
抗
セ
ザ
ル
ノ
ミ
カ
、
務
メ
テ
列
強
ト
提
携
ス
ル
ノ
覚
悟
」
が

必
要
で
あ
る
。
特
に
イ
ギ
リ
ス
と
は
絶
え
ず
「
聯
絡
ヲ
保
チ
、
帝
国
ガ
揚
子
江
流
域
ニ
於
ケ
ル
英
国
ノ
利
益
範
囲
ヲ
認
容
ス
ル
代
リ
ニ
、
英

国
ヲ
シ
テ
北
支
那
及
支
那
海
沿
岸
ニ
於
ケ
ル
帝
国
ノ
利
益
及
勢
力
ノ
扶
植
ヲ
認
容
セ
シ
ム
ル
コ
ト
」
と
さ
れ
た
。
こ
の
「
北
支
那
及
支
那
海

沿
岸
」
と
は
主
に
山
東
省
と
福
建
省
の
こ
と
で
あ
ろ
う（

54
）。

起
草
者
が
同
じ
と
思
わ
れ
る
別
の
文
書
は
、「
旅
順
、
大
連
ニ
比
ベ
テ
モ
規
模
、

実
質
共
ニ
頗
ル
広
大
」
な
山
東
が
参
戦
に
よ
っ
て
転
が
り
込
ん
で
き
た
こ
と
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
念
願
の
中
国
「
本
土
」
に
お
け
る
勢

力
圏
を
戦
後
も
継
承
す
る
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
協
調
が
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
る（

55
）。

　

大
隈
内
閣
末
期
か
ら
日
米
の
経
済
的
提
携
を
主
張
し
て
い
た
林
権
助
に
し
て
も
、
そ
の
考
え
は
列
強
協
調
の
枠
内
の
も
の
で
あ
り
、
イ
ギ

リ
ス
と
の
関
係
調
整
に
も
配
慮
し
て
い
る（

56
）。

北
京
政
府
へ
の
財
政
援
助
（
こ
れ
自
体
に
は
林
は
積
極
的
で
あ
っ
た（

57
））

に
あ
た
っ
て
も
、
列
強

協
調
の
た
め
に
借
款
団
規
約
を
な
る
べ
く
誠
実
に
履
行
す
る
こ
と
を
本
国
に
訴
え
て
い
る
。

　

ま
た
日
米
経
済
的
提
携
に
関
し
て
は
、
省
内
で
も
警
戒
感
は
根
強
い
も
の
が
あ
っ
た
。
先
ほ
ど
の
「
対
支
策
実
行
要
目
」
で
は
、
日
米
の

経
済
提
携
案
を
一
見
「
卓
見
」
と
は
し
な
が
ら
も
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
的
影
響
力
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
日
本
を
通
じ
て
ア
メ
リ
カ
資
本
を

投
下
す
る
の
が
得
策
と
勧
告
し
て
い
る（

58
）。

満
蒙
へ
の
ア
メ
リ
カ
資
本
導
入
の
可
能
性
に
つ
い
て
非
公
式
に
ラ
イ
ン
シ
ュ
か
ら
接
触
を
う
け
た

林
も
、
好
意
的
反
応
を
本
国
に
打
診
し
た
が
、
事
業
主
体
は
日
本
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
強
調
し
て
い
た（

59
）。

　

こ
う
し
て
第
一
課
内
で
構
想
さ
れ
た
日
米
経
済
提
携
案
は
、
第
一
課
自
身
に
よ
っ
て
、
寺
内
内
閣
の
列
強
協
調
政
策
と
整
合
す
る
形
に
限

定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
（
一
五
五
〇
）
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2
．
石
井
・
ラ
ン
シ
ン
グ
交
渉
と
「
勢
力
範
囲
」
撤
廃
議
論
の
出
現

　

ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
選
挙
の
結
果
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
辛
く
も
勝
利
を
収
め
、
民
主
党
政
権
が
継
続
し
た
が
、
少
な
く
と
も
表
面
上
は
寺

内
内
閣
の
対
米
政
策
に
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
対
華
国
際
借
款
団
へ
の
復
帰
要
請
や
中
国
の
運
河
改
修
工
事
で
の
日
米
共
同
事

業
の
試
み
、
満
蒙
へ
の
ア
メ
リ
カ
資
本
導
入
の
模
索
な
ど
、
経
済
的
提
携
を
軸
と
し
た
ア
メ
リ
カ
へ
の
働
き
か
け
は
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は

列
強
協
調
の
枠
内
で
実
施
さ
れ
た（

60
）。

そ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
一
九
一
七
年
九
月
か
ら
、
石
井
菊
次
郎
特
派
大
使
と
ラ
ン
シ
ン
グ
（R

obert 

L
ansing

）
国
務
長
官
の
間
で
行
わ
れ
た
日
米
交
渉
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
交
渉
の
末
に
締
結
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
石
井
・
ラ
ン
シ
ン
グ
協
定
（
交
換
公
文
）
は
、
日
本
が
中
国
に
対
し
て
「
特
殊
ノ
利
益
」
を
有

す
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、
中
国
の
領
土
的
・
行
政
的
保
全
と
門
戸
開
放
主
義
の
遵
守
を
謳
っ
て
お
り
、
日
米
妥
協
の
産
物
で
あ
っ
た
と
評

価
さ
れ
て
い
る（

61
）。

こ
の
相
矛
盾
す
る
内
容
を
含
ん
だ
日
米
の
協
定
が
成
立
し
た
理
由
は
、
双
方
が
関
係
の
調
整
と
安
定
の
演
出
の
た
め
に
目

に
見
え
る
成
果
を
必
要
と
し
な
が
ら
、
中
国
問
題
に
対
す
る
立
場
が
あ
ま
り
に
も
懸
隔
し
て
お
り
、
抜
本
的
な
了
解
を
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

　

ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
は
、
大
戦
勃
発
以
来
の
日
本
の
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
中
国
政
策
を
強
く
危
惧
し
て
お
り
、
二
十
一
ヶ
条
要
求
の
末
に
成

立
し
た
日
中
条
約
に
対
し
て
「
不
承
認
」
主
義
を
掲
げ
る
な
ど
、日
本
の
中
国
進
出
を
抑
制
す
る
こ
と
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
石
井
・

ラ
ン
シ
ン
グ
交
渉
に
お
い
て
も
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
ラ
ン
シ
ン
グ
や
私
的
な
腹
心
で
あ
る
ハ
ウ
ス
（E

dw
ard M

andle H
ouse

）
の
対
日
妥
協

案
に
ほ
と
ん
ど
関
心
を
示
さ
ず
、「
不
承
認
」
主
義
の
堅
持
に
強
い
執
着
を
見
せ
て
い
る（

62
）。

し
か
し
、
潜
在
的
に
は
と
も
か
く
、
東
ア
ジ
ア

に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
影
響
力
に
は
政
治
的
、
軍
事
的
、
経
済
的
に
そ
れ
ぞ
れ
厳
然
た
る
限
界
が
あ
っ
た
。
し
か
も
一
九
一
七
年
四
月
の
参

戦
以
来
、
外
交
的
・
軍
事
的
努
力
を
欧
州
方
面
に
傾
注
し
て
お
り
、
一
層
手
薄
と
な
っ
た
西
太
平
洋
方
面
で
、
日
本
か
ら
海
軍
力
を
中
心
と

　
（
一
五
五
一
）
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し
た
戦
時
協
力
を
取
り
付
け
る
必
要
も
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
工
作
に
よ
っ
て
、
日
本
の
連
合
国
離
脱
が
深
刻
に
懸
念
さ
れ
て

い
た
こ
と
も
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
対
日
融
和
姿
勢
を
強
め
た
と
考
え
ら
れ
る（

63
）。

ラ
ン
シ
ン
グ
や
ハ
ウ
ス
は
、
日
米
関
係
調
整
の
機
会
と
し
て
、

石
井
の
来
訪
を
歓
迎
し
て
い
た（

64
）

　

対
し
て
、
日
本
政
府
に
お
い
て
も
悪
化
の
一
途
で
あ
っ
た
日
米
関
係
の
調
整
が
大
き
な
関
心
と
な
っ
て
い
た
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
寺
内
内
閣
は
そ
の
外
交
政
策
の
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
ま
ず
欧
米
列
強
と
の
協
調
回
復
を
掲
げ
て
い
た
。
こ
の
た
め
内

閣
発
足
か
ら
の
約
一
年
間
は
、
中
国
で
の
権
益
の
拡
張
よ
り
も
、
列
強
と
の
関
係
調
整
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
日
本
の
「
特

殊
地
位
」
の
承
認
と
、
大
隈
内
閣
期
に
占
領
し
た
旧
ド
イ
ツ
権
益
（
山
東
及
び
南
洋
諸
島
）
へ
の
講
和
会
議
で
の
支
持
を
約
束
さ
せ
る
こ
と

に
あ
っ
た
。
対
列
強
方
針
を
確
認
し
た
一
九
一
七
年
一
月
一
二
日
の
閣
議
決
定
で
は
、
こ
う
し
た
認
識
が
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

決
定
は
、
本
野
外
相
の
意
見
書
を
採
用
し
た
も
の
で
、
本
野
は
「
最
小
ノ
犠
牲
ヲ
払
ヒ
タ
ル
モ
ノ
ハ
、
最
大
ノ
譲
歩
ヲ
余
儀
ナ
ク
」
さ
れ
る

と
、
戦
争
協
力
の
増
強
を
訴
え
て
い
る
。
そ
も
そ
も
大
戦
が
連
合
国
の
勝
利
に
終
わ
ら
な
け
れ
ば
、
旧
独
権
益
を
要
求
す
る
こ
と
自
体
が
困

難
に
な
る
。
参
戦
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
戦
果
を
確
実
に
す
る
た
め
に
は
、
同
盟
国
イ
ギ
リ
ス
を
初
め
と
し
た
欧
州
「
与
国
」
と
の
協
調
が
不

可
欠
で
あ
っ
た
（
な
お
、
対
米
関
係
へ
の
言
及
は
一
行
も
見
あ
た
ら
な
い（

65
））。

　

こ
の
列
強
「
協
調
」
政
策
は
、
大
戦
が
長
期
化
し
、
英
仏
露
が
戦
争
協
力
の
強
化
を
強
く
希
望
し
た
た
め
、
着
実
に
成
果
を
上
げ
た
。
旧

ド
イ
ツ
権
益
に
つ
い
て
は
、
一
九
一
七
年
二
月
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
支
持
を
得
た
の
を
皮
切
り
に
、
フ
ラ
ン
ス
や
ロ
シ
ア
か
ら
も
秘
密
条
約
な

ど
の
形
で
言
質
を
獲
得
し
て
い
る（

66
）。

寺
内
内
閣
は
、
日
本
の
バ
ー
ゲ
ニ
ン
グ
・
パ
ワ
ー
が
有
利
な
大
戦
中
に
、
講
和
問
題
の
処
理
を
行
お
う

と
し
た
の
で
あ
る
。「
特
殊
地
位
」
に
関
し
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
事
実
上
の
承
認
を
得
た
と
認
識
し
て
い
た（

67
）。

　

こ
の
た
め
日
本
の
中
国
政
策
に
（
公
式
に
は
）
唯
一
異
議
を
唱
え
い
て
い
た
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
調
整
は
、
列
強
協
調
政
策
の
総
仕
上
げ

の
意
味
を
持
っ
た
。
ま
た
参
戦
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
的
・
経
済
的
パ
ワ
ー
を
目
前
に
し
た
政
治
指
導
者
は
、
戦
後
に
ア
メ
リ
カ
の
経

　
（
一
五
五
二
）
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済
力
が
中
国
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
懸
念
を
強
め
て
お
り
、
第
一
課
や
財
界
が
主
張
し
て
い
た
「
日
米
経
済
提
携
」
案
も
注
目
さ
れ
つ
つ
あ

っ
た（

68
）。

こ
の
た
め
、
石
井
に
随
行
す
る
よ
う
に
実
業
代
表
団
も
渡
米
し
て
い
る（

69
）。

こ
う
し
て
日
本
政
府
は
、
特
使
派
遣
に
あ
た
っ
て
ハ
ー
ド

ル
の
高
い
旧
ド
イ
ツ
権
益
へ
の
支
持
取
り
付
け
を
条
件
と
は
せ
ず
、
中
国
問
題
と
移
民
問
題
に
つ
い
て
ま
ず
「
彼
我
意
思
ノ
疎
通
ヲ
図
ル
」

こ
と
自
体
を
重
視
し
た
。
ま
た
日
米
経
済
提
携
に
つ
い
て
も
、
特
に
満
蒙
に
お
け
る
日
本
の
「
特
殊
利
益
」
を
了
解
さ
せ
た
上
で
、
日
本
政

府
に
「
双
方
資
本
家
ノ
共
同
ヲ
奨
励
シ
、
之
ガ
機
運
ヲ
促
進
ス
ル
」
意
向
が
あ
る
と
表
明
す
る
よ
う
に
指
示
が
出
さ
れ
た（

70
）。

　

こ
う
し
た
両
国
の
事
情
に
よ
り
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
強
く
望
ん
だ
い
た
日
本
の
中
国
政
策
抑
制
に
関
し
て
は
、
秘
密
議
定
書
に
曖
昧
か
つ
一

般
的
な
表
現
で
盛
り
込
ま
れ
る
に
止
ま
り
、
協
定
本
文
で
は
、
長
ら
く
列
強
の
「
勢
力
範
囲
」
と
《
共
存
》
し
て
き
た
「
門
戸
開
放
」
原
則

を
改
め
て
明
記
す
る
だ
け
で
満
足
す
る
ほ
か
な
か
っ
た（

71
）。

他
方
、
日
本
の
「
特
殊
地
位
」
の
承
認
に
関
し
て
も
、
そ
の
語
句
を
め
ぐ
っ
て
交

渉
が
紛
糾
し
た
が
、
最
終
的
に
は
「
領
土
相
近
接
ス
ル
国
家
ノ
間
ニ
ハ
特
殊
ノ
関
係
ヲ
生
ズ
ル
」
と
い
う
一
般
原
則
の
《
系
論
》
と
し
て
、

日
本
が
「
特
殊
ノ
利
益
」（Special Interest in C

hina

）
を
有
す
る
旨
を
協
定
中
に
記
述
す
る
こ
と
で
合
意
し
て
い
る（

72
）。

　

以
上
の
よ
う
に
石
井
・
ラ
ン
シ
ン
グ
協
定
は
、
列
強
協
調
政
策
の
枠
内
で
、
中
国
政
府
の
「
親
日
化
」
と
勢
力
の
扶
植
を
企
図
し
て
い
た

寺
内
内
閣
に
政
策
の
変
更
を
迫
る
も
の
で
は
な
く
、
東
ア
ジ
ア
の
国
際
政
治
構
造
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
も
な
か
っ
た（

73
）。

中
国
側

は
日
米
交
渉
の
詳
細
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
さ
れ
ず
、
日
本
の “Special Interest ” 

を
認
め
た
交
換
公
文
が
公
表
さ
れ
る
と
、
南
北

両
政
府
と
も
に
深
い
失
望
を
伝
え
て
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
に
強
く
抗
議
し
て
い
る（

74
）。

も
っ
と
も
交
渉
中
、
日
本
の
中
国
政
策
や
中
国
を
め
ぐ

る
国
際
政
治
構
造
に
大
き
な
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
要
素
が
皆
無
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
交
渉
開
始
直
後
に
行
わ
れ
た
「
勢
力
範
囲
」
撤

廃
を
め
ぐ
る
有
名
な
協
議
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

協
議
初
日
の
九
月
六
日
、
ラ
ン
シ
ン
グ
は
、
日
米
両
国
が
門
戸
開
放
原
則
に
つ
い
て
協
定
中
で
再
宣
言
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
日
米
共

同
で
門
戸
開
放
原
則
を
公
に
支
持
す
る
こ
と
は
、
中
国
と
世
界
に
好
印
象
を
与
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
対
し
て

　
（
一
五
五
三
）
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石
井
は
、
門
戸
開
放
主
義
へ
の
日
本
政
府
の
好
意
的
姿
勢
を
説
明
し
た
も
の
の
、
日
本
の
中
国
に
お
け
る
「
特
殊
利
益
」（special 

interest
）
に
触
れ
る
こ
と
な
く
、
単
に
門
戸
開
放
だ
け
を
声
明
す
る
こ
と
に
は
、
日
本
国
内
が
納
得
し
な
い
と
抵
抗
感
を
示
し
た
。
門
戸

開
放
を
確
認
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
日
本
の
「
特
殊
地
位
」（special position

）
も
確
認
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
し
か

し
ラ
ン
シ
ン
グ
は
、
石
井
の
訴
え
に
理
解
を
示
し
つ
つ
も
、
日
米
協
定
に
盛
り
込
む
こ
と
に
は
否
定
的
で
あ
っ
た
。
ラ
ン
シ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、

ア
メ
リ
カ
の
認
め
る
日
本
の
「
特
別
な
利
害
」（peculiar interest

）
と
は
政
治
的
な
も
の
で
は
な
く
、
地
理
的
近
接
性
に
起
因
す
る
状
態

で
あ
り
、
あ
え
て
日
米
共
同
で
声
明
す
る
こ
と
は
、
日
本
が
「
特
別
な
政
治
的
利
害
」（peculiar political interest

）
有
し
て
い
る
か
の

よ
う
な
誤
解
を
与
え
る
、と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
。
同
時
に
門
戸
開
放
が
日
本
に
と
っ
て
利
益
が
大
き
い
こ
と
も
強
調
し
て
い
る
。

地
理
的
に
中
国
に
近
く
、
生
産
コ
ス
ト
も
安
い
日
本
は
、
ど
の
国
よ
り
も
そ
の
恩
恵
を
受
け
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
中
国
の
特
定
の
地
域
で
、

各
列
強
の
「
卓
絶
す
る
利
益
」（param

ount interest

）
を
認
め
る
「
勢
力
範
囲
」
が
大
戦
後
に
「
復
活
」
す
れ
ば
、
日
本
は
こ
う
し
た
貿

易
上
の
強
み
を
「
破
壊
」
さ
れ
る
と
ま
で
ラ
ン
シ
ン
グ
は
主
張
し
た（

75
）。

ラ
ン
シ
ン
グ
は
、
ヘ
イ
（John H

ay

）
の
「
門
戸
開
放
通
牒
」（
一

八
九
九
年
、
一
九
〇
〇
年
）
に
始
ま
る
門
戸
開
放
原
則
が
、
実
際
は
勢
力
範
囲
と
共
存
し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相
反
す
る
も
の
と
し

て
説
明
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
会
談
で
は
門
戸
開
放
主
義
の
今
更
な
が
ら
の
再
確
認
に
疑
問
を
呈
し
た
石
井
で

あ
っ
た
が
（
日
本
は
度
々
こ
の
立
場
を
宣
言
し
て
い
る（

76
））、

ラ
ン
シ
ン
グ
の
提
案
を
勢
力
範
囲
撤
廃
論
と
し
て
理
解
し
て
、
協
議
後
に
自
身

が
作
成
し
た
協
定
案
を
外
務
省
に
送
付
し
、
回
訓
を
仰
い
だ
。
こ
の
石
井
案
は
、「
勢
力
範
囲
ハ
〔
ア
メ
リ
カ
が
主
張
す
る
〕
門
戸
開
放
ト

調
和
ス
ル
コ
ト
困
難
」
と
の
認
識
の
下
、①
「
門
戸
開
放
主
義
」
の
尊
重
、②
全
列
強
一
致
に
よ
る
「
勢
力
範
囲
」
の
放
棄
、③
以
上
の
「
確

守
」
を
条
件
と
す
る
「
支
那
国
ニ
於
ケ
ル
日
本
国
ノ
特
殊
ナ
ル
地
位
〔Special P

osition

〕」
の
承
認
が
セ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
た（

77
）。

　

し
か
し
、
日
本
政
府
の
反
応
は
す
こ
ぶ
る
否
定
的
で
あ
っ
た
。
石
井
案
が
討
議
さ
れ
た
外
交
調
査
会
の
議
事
録
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
詳

細
は
不
明
で
あ
る
が
、『
原
敬
日
記
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
「
石
井
の
非
常
識
な
る
申
し
出
に
伊
東
〔
巳
代
治
〕
が
大
反
対
を
唱
へ
」、
他
の
委

　
（
一
五
五
四
）
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員
も
大
体
同
様
で
あ
っ
た
と
い
う（

78
）。

本
野
外
相
は
「
勢
力
範
囲
」
撤
廃
問
題
に
関
す
る
協
議
を
中
止
す
る
よ
う
に
石
井
に
指
示
を
出
し
た
が
、

そ
の
内
容
か
ら
外
交
調
査
会
委
員
の
反
対
理
由
が
、
列
強
協
調
政
策
と
満
蒙
権
益
へ
の
悪
影
響
を
懸
念
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
は
明
ら
か
で

あ
る
。
外
務
省
の
回
訓
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
「
関
係
与
国
ト
ノ
間
ニ
十
分
意
思
ノ
疎
通
」
な
く
日
米
で
交
渉
を
進
め
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス

な
ど
の
連
合
「
与
国
」
か
ら
「
疑
惑
」
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
と
注
意
し
て
い
る
。
特
に
ロ
シ
ア
と
は
「
累
次
ノ
秘
密
協
定
」
に
お
い
て
双
方

の
「
特
殊
利
益
範
囲
ヲ
擁
護
ス
ル
」
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
た
め
、「
甚
ダ
不
誠
実
ノ
嫌
」
が
あ
っ
た（

79
）。

　

こ
の
石
井
の
勢
力
範
囲
撤
廃
論
に
、
初
め
て
本
格
的
考
察
を
加
え
た
の
は
、
明
石
岩
雄
で
あ
る
。
明
石
は
石
井
の
積
極
姿
勢
の
背
景
と
し

て
、
日
米
双
方
の
中
国
南
部
へ
の
経
済
進
出
の
活
発
化
と
イ
ギ
リ
ス
の
反
発
を
指
摘
し
て
い
る
。
石
井
が
勢
力
範
囲
撤
廃
を
含
む
協
定
案
を

作
成
し
た
最
た
る
理
由
は
、
揚
子
江
流
域
に
対
す
る
経
済
的
関
心
に
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
ラ
ン
シ
ン
グ
が
門
戸
開
放
主
義
の
再
確
認
を

提
案
し
た
の
も
、「
第
三
国
」（
日
本
）
の
政
治
的
支
配
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
、
婉
曲
に
ア
メ
リ
カ
資
本
の
流
入
を
拒
む
イ
ギ
リ
ス
の
態
度

緩
和
が
目
的
で
あ
り
、「
あ
く
ま
で
も
揚
子
江
流
域
へ
の
〔
経
済
的
〕
進
出
を
実
現
し
よ
う
と
試
み
る
ア
メ
リ
カ
の
意
図
と
そ
の
論
理
」
を

明
瞭
に
顕
す
も
の
だ
と
分
析
し
た（

80
）。

　

し
か
し
、
明
石
が
言
う
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
政
府
内
や
経
済
界
が
中
国
へ
の
積
極
的
な
経
済
的
進
出
で
一
致
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

確
か
に
ラ
ン
シ
ン
グ
は
ア
メ
リ
カ
の
東
ア
ジ
ア
政
策
を
も
っ
ぱ
ら
経
済
的
利
益
か
ら
判
断
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
二
十
一
ヶ
条
要
求
時
か
ら

の
ラ
ン
シ
ン
グ
の
対
日
構
想
は
、
日
本
の
山
東
や
特
に
満
蒙
に
対
す
る
政
治
的
・
経
済
的
主
張
を
あ
る
程
度
認
め
る
こ
と
と
引
き
替
え
に
、

日
本
の
「
勢
力
範
囲
内
」
で
ア
メ
リ
カ
の
通
商
上
の
権
利
を
《
守
る
》
こ
と
と
、
排
日
移
民
問
題
に
関
し
て
日
本
を
融
和
す
る
こ
と
に
あ

っ
た（

81
）。

な
お
、
ハ
ウ
ス
に
至
っ
て
は
、
日
米
間
の
緊
張
緩
和
の
た
め
に
日
本
の
勢
力
範
囲
と
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
政
治
的
優
越
を
認

め
る
べ
き
だ
と
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
進
言
し
て
い
た（

82
）。

交
渉
当
初
に
ラ
ン
シ
ン
グ
が
、
日
本
の “Special P

osition ” 

の
承
認
に
難
色
を
示
し
な

が
ら
「
門
戸
開
放
」
主
義
の
再
声
明
の
み
を
提
案
し
た
の
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
強
い
主
張
を
反
映
し
た
結
果
で
あ
っ
た（

83
）。

　
（
一
五
五
五
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ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
中
国
に
対
す
る
関
心
は
第
一
に
は
政
治
的
・
道
徳
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
経
済
的
拡
張
を
強
く
望
ん
で
は
い

た
が（

84
）、

実
際
の
外
交
政
策
に
お
い
て
経
済
進
出
を
最
優
先
事
項
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
一
九
一
三
年
の
六
国
借
款
団
か
ら

の
脱
退
に
如
実
に
表
れ
て
い
る
。
脱
退
の
主
た
る
理
由
は
、
大
国
に
よ
る
対
中
借
款
の
独
占
状
態
が
中
国
の
主
権
と
独
立
を
脅
か
し
て
い
る

と
の
道
徳
的
非
難
に
あ
っ
た
。
し
か
も
、
問
題
視
し
た
状
況
を
変
え
る
具
体
策
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
脱
退
後
に
ア
メ
リ
カ
資
本
単
独

の
中
国
進
出
を
本
腰
を
入
れ
て
支
援
し
た
わ
け
で
も
な
い（

85
）。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
財
界
、
特
に
主
流
を
な
す
東
部
資
本
家
（
モ
ル
ガ
ン
商
会

な
ど
）
は
、
渋
沢
ら
の
「
日
米
経
済
提
携
」
の
打
診
に
好
意
的
反
応
を
示
し
て
は
い
た
が
、
中
国
へ
の
関
心
は
元
々
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
く
、

中
国
内
部
の
混
乱
も
あ
っ
て
、
政
府
の
積
極
的
支
援
の
な
い
大
規
模
な
投
資
に
は
及
び
腰
で
あ
っ
た
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
と
モ
ル
ガ
ン
ら
の

関
係
も
決
し
て
良
好
で
は
な
く
、
対
外
投
資
を
め
ぐ
る
協
力
関
係
と
は
ほ
ど
遠
い
状
態
に
あ
っ
た
。
ま
た
彼
ら
は
、
伝
統
的
に
イ
ギ
リ
ス
の

政
財
界
と
の
関
係
が
深
く
、
そ
の
協
調
を
強
く
重
視
し
て
い
た（

86
）。

中
国
へ
の
経
済
進
出
の
最
た
る
主
唱
者
で
あ
っ
た
ラ
イ
ン
シ
ュ
は
、
本
国

政
府
の
消
極
姿
勢
と
ア
メ
リ
カ
企
業
の
及
び
腰
に
常
に
い
ら
だ
っ
て
い
た（

87
）。

　

一
方
、
石
井
の
積
極
姿
勢
の
背
景
に
、
明
石
の
指
摘
す
る
経
済
的
判
断
が
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。
二
二
日
の
交
渉
で
石
井
は
、「
門

戸
開
放
」
に
よ
っ
て
日
本
が
最
も
経
済
的
恩
恵
を
受
け
る
と
の
ラ
ン
シ
ン
グ
の
主
張
に
賛
成
し
て
お
り
、
回
顧
録
で
も
特
に
こ
の
点
を
強
調

し
て
い
る（

88
）。

し
か
し
、
石
井
が
ラ
ン
シ
ン
グ
の
提
案
に
強
い
関
心
を
示
し
た
の
は
、
そ
の
政
治
的
効
果
に
も
あ
っ
た
。
本
国
政
府
の
消
極
姿

勢
を
伝
え
る
石
井
に
対
し
て
、
苦
し
い
戦
争
を
戦
っ
て
い
る
「
同
盟
国
」（A

llies

）
に
、
日
米
は
そ
の
「
高
潔
な
精
神
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

べ
き
だ
と
ラ
ン
シ
ン
グ
は
強
調
し
た
。
現
在
、
中
国
へ
の
投
資
能
力
を
持
つ
の
は
日
米
だ
け
で
あ
り
、
投
資
の
機
会
を
両
国
が
「
独
占
」
す

る
こ
と
を
欧
州
の
同
盟
国
が
疑
惧
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
石
井
は
こ
の
主
張
に
賛
同
し
て
い
る（

89
）。

ま
た
石
井
は
、「
米
国
の
財
政
家

工
業
家
」
の
経
済
的
利
益
か
ら
く
る
主
張
と
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
「
個
人
的
意
見
」
と
を
区
別
し
て
お
り
、
両
方
が
「
投
合
」
し
た
結
果
、
ア

メ
リ
カ
政
府
が
日
本
の
「
特
殊
利
益
」
承
認
に
警
戒
的
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る（

90
）。

石
井
の
回
顧
録
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
勢
力
範
囲
撤

　
（
一
五
五
六
）
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廃
案
を
思
い
立
っ
た
の
は
、
ラ
ン
シ
ン
グ
と
交
渉
に
入
る
前
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
の
会
談
で
あ
っ
た
。
門
戸
開
放
へ
の
賛
意
を
説
く
自
身
の
説

明
に
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
か
な
り
好
意
的
な
反
応
を
示
し
た
こ
と
に
石
井
は
強
い
印
象
を
覚
え
た
の
で
あ
る（

91
）。

石
井
が
勢
力
範
囲
撤
廃
に
ま
で

踏
み
込
ん
だ
の
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
態
度
の
緩
和
に
は
、
日
本
の
「
勢
力
範
囲
内
」
で
の
経
済
提
携
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
そ
の
政
治
的
主

張
に
も
応
え
る
必
要
が
あ
る
と
の
判
断
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か（

92
）。

　

事
実
、
石
井
の
協
定
案
は
、「
日
米
経
済
提
携
」
の
主
唱
者
で
あ
っ
た
第
一
課
内
で
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
に
対
す
る
政
治
的
協
調
策
と
し

て
高
く
評
価
さ
れ
た
。
石
井
の
請
訓
に
対
し
て
、
小
村
は
直
ち
に
石
井
案
を
強
く
擁
護
す
る
意
見
書
を
小
幡
に
提
出
し
て
い
る（

93
）。

小
村
が
石

井
案
を
擁
護
し
た
最
も
重
要
な
理
由
は
、
経
済
的
利
益
の
期
待
以
上
に
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
に
対
す
る
政
治
的
ア
ピ
ー
ル
に
あ
っ
た
。
内
閣

の
列
強
協
調
政
策
に
適
合
す
る
よ
う
に
「
日
米
経
済
提
携
」
案
を
限
定
し
た
第
一
課
の
対
米
政
策
構
想
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
の
継
続
に
よ

っ
て
変
化
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

確
か
に
小
村
も
、
勢
力
範
囲
撤
廃
に
よ
る
経
済
的
利
益
を
強
調
し
て
い
る
。
欧
州
列
強
が
有
す
る
「
雄
大
鞏
固
ナ
ル
」
勢
力
範
囲
が
撤
廃

さ
れ
、
中
国
で
の
「
自
由
経
営
」
が
可
能
と
な
る
こ
と
は
、
中
国
「
本
土
」
に
確
固
と
し
た
勢
力
範
囲
を
持
た
な
い
日
本
に
と
っ
て
確
か
に

有
利
で
あ
っ
た
。
し
か
し
勢
力
範
囲
の
撤
廃
が
実
現
す
る
見
込
み
は
、
あ
ま
り
高
く
な
い
と
判
断
し
て
い
た
。
現
状
維
持
を
有
利
と
す
る
イ

ギ
リ
ス
な
ど
が
、「
到
底
同
意
セ
ザ
ル
ベ
キ
」
と
予
想
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
撤
廃
が
ア
メ
リ
カ
の
み
を
利
す
る
結
果
と
な
ら
な
い
よ

う
に
、「
日
本
及
日
本
国
民
ノ
十
分
ナ
ル
準
備
」
が
必
要
で
あ
っ
た
。
当
時
の
日
本
の
経
済
的
競
争
力
か
ら
言
っ
て
、
即
時
撤
廃
は
必
ず
し

も
有
利
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

同
盟
国
イ
ギ
リ
ス
の
強
い
反
発
を
予
想
し
な
が
ら
、
小
村
が
石
井
案
を
真
剣
に
検
討
す
べ
き
と
訴
え
た
主
た
る
理
由
は
、「
米
国
政
府
及

米
国
有
力
者
間
ニ
於
ケ
ル
近
来
ノ
思
潮
」
に
対
す
る
鋭
い
認
識
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
中
国
政
策
の
原
則
は
「
支
那
ニ
対
シ
一
国
ガ
独
占

的
地
位
ニ
立
ツ
コ
ト
ハ
断
固
ト
シ
テ
承
認
」
し
な
い
こ
と
で
あ
り
、
今
回
は
「
立
消
」
と
な
っ
て
も
、
大
戦
終
結
後
に
講
和
会
議
な
ど
で
勢

　
（
一
五
五
七
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力
範
囲
撤
廃
な
ど
の
問
題
が
再
燃
す
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
、
と
小
村
は
主
張
し
て
い
る
。
明
示
は
し
て
い
な
い
も
の
の
、
戦
後
の
講
和
会

議
で
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
理
念
外
交
が
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
こ
と
を
、
小
村
は
的
確
に
把
握
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
大
戦
の
泥
沼
化
と
い
う

一
時
的
好
機
を
利
用
し
た
列
強
か
ら
の
支
持
取
り
付
け
に
よ
っ
て
、
講
和
問
題
を
処
理
し
よ
う
と
し
た
内
閣
の
考
え
と
は
、
大
き
な
開
き
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
実
現
性
は
低
く
て
も
、
ラ
ン
シ
ン
グ
の
提
案
は
不
平
等
状
態
改
善
を
悲
願
と
す
る
中
国
に
は
日
本
の
「
誠
意
」
を
、

列
強
に
対
し
て
は
「
領
土
的
野
心
ナ
キ
コ
ト
ヲ
示
」
す
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
特
に
「
支
那
問
題
ヲ
中
心
ト
ス
ル
将
来
日
米
問
題
就
中
日
米

経
済
提
携
等
」
に
好
影
響
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
た
。
加
え
て
中
国
「
本
土
」
に
お
け
る
「
勢
力
範
囲
」
撤
廃
の
経
済
的
利
益
は
長
期
的

に
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
「
他
国
ノ
共
同
措
置
」
を
条
件
と
す
る
か
ぎ
り
、
日
本
に
「
何
等
不
利
ナ
ル
影
響
」
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か

も
、ア
メ
リ
カ
は
同
じ
協
定
中
で
日
本
の
「
特
殊
地
位
」
を
承
認
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る（

94
）。

ま
さ
に
一
石
三
鳥
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、

一
九
一
六
年
末
に
第
一
課
内
で
別
々
に
唱
え
ら
れ
た
日
米
経
済
提
携
案
と
、
経
済
的
利
益
の
た
め
に
単
独
で
も
中
国
の
国
家
的
要
請
に
応
え

る
と
い
う
二
つ
の
政
策
構
想
は
、
石
井
・
ラ
ン
シ
ン
グ
交
渉
を
契
機
と
し
て
、
小
村
に
よ
っ
て
「
新
外
交
」
を
掲
げ
る
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
へ

の
協
調
策
と
し
て
昇
華
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
外
交
調
会
委
員
が
危
惧
し
た
「
満
蒙
特
殊
権
益
」
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
小
村
は
不
安
を
払
拭
す
る
べ
く
周
到
に
考
察
を
行
っ
て
い

る
。
小
村
は
、
対
象
と
な
る
「
勢
力
範
囲
」
の
概
念
が
極
め
て
曖
昧
で
あ
る
と
指
摘
し
た
上
で
、
該
当
す
る
も
の
と
し
て
「
租
借
地
」、「
不

割
譲
約
定
」、「
一
般
的
投
資
優
先
権
又
ハ
鉄
道
鉱
山
等
ニ
関
ス
ル
優
先
権
（
殊
ニ
一
省
若
ハ
数
省
ニ
亘
ル
モ
ノ
）」、「
鉄
道
借
款
」
を
あ
げ
、

さ
ら
に
は
「
満
蒙
ニ
関
ス
ル
日
支
条
約
ノ
如
キ
所
謂
勢
力
圏
ヲ
前
提
ト
セ
ル
諸
条
約
ニ
モ
及
ブ
」
可
能
性
を
認
め
て
は
い
た
。
し
か
し
「
満

蒙
ヲ
除
外
ス
ル
コ
ト
ハ
左
迄
困
難
」
で
は
な
い
と
結
論
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
、
第
一
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
列
強
か
ら
引
き
出
し
た
言
質

や
秘
密
条
約
に
お
い
て
、満
蒙
に
お
け
る
日
本
の
「
優
越
且
特
殊
ナ
ル
」
地
位
は
承
認
さ
れ
た
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た（

95
）。

第
二
に
、中
国
「
本

　
（
一
五
五
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土
」
に
お
け
る
「
単
ニ
支
那
ノ
市
場
又
ハ
利
権
範
囲
ノ
ミ
ヲ
主
眼
ト
ス
ル
モ
ノ
」
と
満
蒙
特
殊
権
益
と
は
根
本
的
に
異
な
る
と
い
う
考
え
で

あ
る
。
小
村
は
満
蒙
と
比
肩
し
う
る
も
の
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
の
チ
ベ
ッ
ト
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
の
外
蒙
古
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
う
し
た
地
位
は
、
主
に
安
全
保
障
上
の
見
地
か
ら
「
国
際
紛
争
」
を
経
て
確
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
正
統
性
が
簡
単
に
揺
ら
ぐ
こ

と
は
な
い
と
言
う
の
で
あ
る（

96
）。

第
三
は
、
ア
メ
リ
カ
の
狙
い
は
、
主
と
し
て
「
揚
子
江
流
域
、
山
東
等
本
部
支
那
」
に
あ
る
と
考
え
た
こ
と

で
あ
る
。
日
本
の
賛
同
が
得
ら
れ
揚
子
江
流
域
へ
の
経
済
的
進
出
が
容
易
に
な
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
満
蒙
に
は
拘
泥
し
な
い
と
判
断
し
た
と

言
え
よ
う
。
な
お
、
小
村
が
山
東
半
島
の
勢
力
範
囲
化
を
考
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
、
後
述
す
る
パ
リ
講
和
会
議
直
前
の
「
新
外
交
」
呼

応
論
に
つ
な
が
る
要
素
と
し
て
重
要
で
あ
る（

97
）。

　

満
蒙
特
殊
権
益
の
維
持
は
可
能
と
主
張
し
た
小
村
で
あ
っ
た
が
、
も
う
一
方
の
列
強
協
調
政
策
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ
の
変
更
が
大

前
提
で
あ
っ
た
。
同
盟
・
協
約
の
存
在
か
ら
「
少
ク
ト
モ
英
露
両
国
ト
ハ
予
メ
協
議
ヨ
要
ス
」
と
は
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
の

激
し
い
反
発
を
予
想
し
な
が
ら
、
勢
力
範
囲
撤
廃
を
含
ん
だ
日
米
協
定
の
政
治
的
・
経
済
的
利
益
を
強
く
主
張
し
た
の
は
先
述
し
た
通
り
で

あ
る
。
石
井
案
の
擁
護
を
目
指
し
た
小
村
は
、
満
蒙
特
殊
権
益
に
つ
い
て
は
内
閣
の
基
本
方
針
と
整
合
性
を
つ
け
た
も
の
の
、
列
強
協
調
政

策
に
つ
い
て
は
、
そ
の
見
直
し
が
必
至
で
あ
る
こ
と
を
い
わ
ば
《
立
証
》
し
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
石
井
が
主
張
し
た
勢
力
範
囲
撤
廃
へ
の
賛
意
表
明
は
、
対
米
協
調
策
と
し
て
は
有
力
な
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、

小
村
が
如
実
に
示
し
た
よ
う
に
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
厚
い
既
得
権
益
を
持
つ
欧
州
列
強
と
《
後
発
国
》
日
米
の
利
害
の
相
違
を
利
用
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
先
述
の
本
野
外
相
案
に
基
づ
く
閣
議
決
定
も
、
中
国
で
経
済
的
な
「
日
英
利
害
ノ
衝
突
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
て

い
る
。
し
か
し
「
政
治
的
色
彩
ナ
」
く
「
既
得
ノ
地
位
」
の
保
持
に
汲
々
と
し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
と
対
立
し
た
結
果
、「
大
ニ
政
治
的
性
質

ヲ
帯
」
び
「
雄
大
堅
実
」
な
る
計
画
を
有
す
る
ド
イ
ツ
の
中
国
進
出
を
許
す
こ
と
が
あ
っ
て
は
元
も
子
も
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
と

の
関
係
悪
化
は
、
世
界
最
大
の
海
軍
力
を
敵
に
回
す
可
能
性
も
あ
っ
た
。
十
分
な
海
軍
力
の
裏
付
け
も
な
く
、
経
済
的
利
害
か
ら
「
同
盟
関

　
（
一
五
五
九
）
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係
ヲ
破
ル
ガ
如
キ
ハ
極
メ
テ
危
険
ノ
政
策
」
で
あ
る
と
、
本
野
は
強
調
し
て
い
る（

98
）。

あ
く
ま
で
も
、
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
し
た
列
強
協
調
の

一
環
と
し
て
石
井
特
使
の
派
遣
を
定
置
し
て
い
た
日
本
政
府
が
、
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
「
列
強
協
調
」
の
成
果
を
否
定
し
か
ね
な
い

石
井
案
に
、
強
い
困
惑
と
反
発
を
抱
い
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
ろ
う
。
日
米
の
「
経
済
提
携
」
は
、
中
国
に
お
け
る
列
強
間
関
係
の
現
状
維

持
が
大
前
提
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
石
井
は
ラ
ン
シ
ン
グ
に
、
日
本
政
府
が
中
国
に
お
け
る “Status quo ” 

に
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
望

ま
な
か
っ
た
と
説
明
し
て
い
る（

99
）。

　

ラ
ン
シ
ン
グ
の
提
案
を
め
ぐ
る
石
井
と
外
交
調
査
会
の
対
立
は
、
中
国
で
の
列
強
間
の
経
済
的
競
争
や
そ
の
中
で
満
蒙
特
殊
権
益
を
ど
う

位
置
づ
け
る
か
の
問
題
で
も
あ
っ
た
が
、
外
交
政
策
立
案
の
観
点
か
ら
評
価
し
た
場
合
、「
対
米
協
調
」
と
「
対
列
強
協
調
」（
特
に
対
英
）

が
異
な
り
う
る
こ
と
を
示
し
た
事
例
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
対
米
関
係
重
視
の
原
で
さ
え
石
井
の
姿
勢
に
強
い
不
快
感
を
示
し
た
よ
う
に（

100
）、

石
井
・
ラ
ン
シ
ン
グ
交
渉
の
時
点
で
は
、
こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
対
立
は
、
政
策
決
定
者
レ
ベ
ル
の
対
立
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
の
中
国
政
策
の
行
き
詰
ま
り
に
よ
る
日
本
の
国
際
的
孤
立
感
の
深
ま
り
と
、
大
戦
の
終
結
に
よ
っ
て
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
講
和
問
題
へ
の
影

響
力
が
現
実
と
な
る
に
及
ん
で
、
戦
後
の
国
際
政
治
の
潮
流
の
変
化
に
、
あ
く
ま
で
も
従
来
の
列
強
協
調
の
手
法
で
対
処
す
る
の
か
、
そ
れ

と
も
「
新
外
交
」
へ
の
積
極
的
な
呼
応
に
活
路
を
見
い
だ
す
の
か
、
以
上
の
問
題
が
政
策
決
定
レ
ベ
ル
で
の
対
立
と
し
て
顕
在
化
す
る
。

三
、
中
国
政
策
を
め
ぐ
る
寺
内
内
閣
と
外
務
省
の
乖
離

1
．
外
務
省
の
不
満
の
蓄
積

　

一
九
一
七
年
七
月
二
〇
日
、
寺
内
内
閣
は
、
段
政
権
が
安
定
し
国
際
的
支
持
も
受
け
つ
つ
あ
る
と
評
価
し
、
援
段
政
策
の
実
施
を
閣
議
決

定
す
る（

101
）。

こ
の
決
定
は
「
内
政
不
干
渉
」
主
義
か
ら
の
事
実
上
の
転
換
で
あ
っ
た
が
、
同
日
に
林
も
、
段
政
権
援
助
を
徹
底
す
べ
き
こ
と
を

　
（
一
五
六
〇
）
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本
国
に
打
電
し
て
い
る（

102
）。

勢
力
範
囲
の
見
直
し
の
可
能
性
を
主
張
し
、
山
東
半
島
の
《
囲
い
込
み
》
に
も
疑
問
を
呈
す
な
ど（

103
）、

内
閣
と
は
異

な
る
認
識
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
林
だ
が
、「
日
支
親
善
」
の
た
め
に
積
極
的
な
政
策
を
必
要
と
考
え
る
点
で
は
政
府
首
脳
と
同
様
で
あ
っ

た
。
石
井
も
本
野
か
ら
の
回
訓
の
後
は
、
本
国
政
府
の
方
針
に
従
っ
て
ラ
ン
シ
ン
グ
と
の
交
渉
を
ま
と
め
て
い
る
。
や
が
て
林
や
小
幡
は
、

従
来
の
政
策
が
「
侵
略
主
義
」
や
「
二
重
外
交
」
で
あ
っ
た
と
強
く
非
難
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
寺
内
内
閣
の
外
交
は
、
多
様
な
経
路
を
用

い
な
が
ら
も
、
内
閣
の
統
制
の
下
、
統
一
的
に
実
施
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
が
多
く
の
研
究
の
評
価
で
あ
る（

104
）。

し
か
し
、
政
策
上
の
一
致
と

は
裏
腹
に
、外
務
省
内
で
は
政
策
過
程
に
関
す
る
内
閣
へ
の
不
満
が
徐
々
に
蓄
積
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
外
務
省
の
組
織
的
不
満
の
高
ま
り
は
、

一
旦
は
否
定
さ
れ
た
小
村
ら
第
一
課
の
政
策
構
想
が
大
戦
後
に
浮
上
す
る
要
因
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

ひ
と
つ
は
先
述
し
た
政
策
の
立
案
・
決
定
過
程
に
お
け
る
地
盤
沈
下
で
あ
る
。
外
交
調
査
会
の
設
置
に
よ
る
「
技
術
屋
」
へ
の
転
落
を
受

け
入
れ
る
し
か
な
か
っ
た
外
務
省
で
あ
っ
た
が
、
寺
内
内
閣
と
の
間
で
外
交
権
を
め
ぐ
る
対
立
が
顕
在
化
し
た
事
例
も
あ
っ
た
。
一
九
一
七

年
六
月
の
在
満
外
交
機
関
の
一
元
化
問
題
が
そ
れ
で
あ
る
。
寺
内
首
相
と
陸
軍
は
、
満
蒙
政
策
を
関
東
都
督
府
（
陸
軍
）、
総
領
事
館
（
外

務
省
）、
満
鉄
（
形
式
上
は
外
務
省
が
監
督
）
の
「
三
頭
政
治
」
か
ら
、
首
相
直
轄
と
す
る
都
督
府
の
下
に
統
一
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
案
に
本
野
外
相
は
閣
議
で
賛
成
し
た
が
、
外
務
省
は
激
し
く
反
発
し
た
。
寺
内
の
忠
実
な
「
事
務
官
」
で
あ
っ
た
幣
原
が
、
こ
の
時
は

反
対
の
急
先
鋒
に
立
ち
、
結
局
統
一
案
は
実
現
し
な
て
い
な
い（

105
）。

　

実
施
過
程
に
お
い
て
は
、
ま
ず
陸
軍
の
駐
留
部
隊
・
特
務
機
関
の
行
動
に
外
務
省
は
頭
を
痛
め
て
い
た
。
中
国
に
お
け
る
陸
軍
の
部
隊
や

特
務
機
関
は
、
大
戦
前
か
ら
外
務
省
に
と
っ
て
悩
み
の
種
で
あ
っ
た
が
、
林
は
、
駐
華
公
使
就
任
以
来
、
現
地
の
日
本
軍
や
武
官
が
関
係
し

た
事
件
の
処
理
に
追
い
回
さ
れ
て
い
る（

106
）。

こ
れ
ら
の
事
件
は
必
ず
し
も
陸
軍
中
央
の
指
令
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
う
で
あ
る
か

ら
こ
そ
、
な
お
さ
ら
陸
軍
の
出
先
は
外
務
省
に
と
っ
て
や
っ
か
い
な
存
在
で
あ
っ
た
。
一
九
一
七
年
一
月
の
新
中
国
方
針
の
閣
議
決
定
を
受

け
て
、
外
務
省
は
具
体
的
な
政
策
案
を
文
書
に
ま
と
め
た
が
、
陸
軍
部
隊
の
一
部
撤
退
や
在
華
陸
軍
軍
人
の
外
務
省
方
針
へ
の
順
応
が
重
要

　
（
一
五
六
一
）
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項
目
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る（

107
）。

　

一
方
、
対
中
借
款
の
実
施
過
程
に
お
い
て
も
、
外
務
省
関
係
者
は
徐
々
に
不
満
を
強
め
て
い
く
。
袁
世
凱
の
死
後
、
大
総
統
に
は
黎
元
洪

（
前
副
総
統
）
が
就
任
し
て
い
た
。
し
か
し
、
実
権
を
握
っ
た
の
は
、
度
々
触
れ
て
き
た
段
祺
瑞
で
あ
る
。
段
は
北
洋
軍
閥
の
領
袖
と
し
て
、

何
度
か
下
野
し
な
が
ら
も
、
大
戦
中
の
北
京
政
府
の
内
外
政
を
取
り
仕
切
っ
た
。
寺
内
内
閣
は
こ
の
段
の
政
治
勢
力
を
「
日
支
提
携
」
の
相

手
と
し
て
重
視
し
、
特
に
北
京
政
府
の
行
政
費
や
段
派
の
政
治
資
金
の
供
給
を
中
国
政
策
の
主
柱
に
据
え
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
北
京
政
府

は
深
刻
な
財
政
状
態
に
あ
り
、
段
個
人
も
自
身
の
権
力
基
盤
の
強
化
や
南
方
を
中
心
と
し
た
反
対
派
圧
迫
の
た
め
に
巨
額
の
資
金
を
必
要
と

し
て
い
た（

108
）。

　

段
派
へ
の
資
金
供
与
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
大
戦
前
よ
り
国
際
借
款
団
が
独
占
的
に
引
き
受
け
て
き
た
政

治
借
款
で
あ
り
、
借
款
団
の
既
定
の
手
続
と
大
総
統
や
中
国
議
会
の
承
認
な
ど
を
経
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
林
や
外
務
省
が
重
視
し

た
の
は
こ
の
「
政
治
借
款
」
で
あ
る（

109
）。

し
か
し
、
当
時
の
中
国
は
、
北
京
政
府
内
に
も
複
雑
な
党
派
・
軍
閥
間
の
対
立
が
存
在
し
た（

110
）。

こ
の

た
め
、
段
一
派
の
政
費
に
流
用
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
他
の
党
派
が
度
々
反
対
し
、
ま
た
煩
雑
な
手
続
き
を
必
要
と
し
た
た
め
、
急
を
要
す

る
資
金
需
要
に
は
応
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
た
の
が
「
実
業
借
款
」
で
あ
っ
た
。
経
済
事
業
対
象
の
同
借
款
は
、
借
款
団
の
独
占
権
か

ら
外
れ
て
お
り
、
契
約
成
立
の
条
件
も
簡
易
で
あ
っ
た
た
め
、
寺
内
内
閣
は
段
派
に
資
金
援
助
を
行
う
裏
ル
ー
ト
と
し
て
利
用
し
た
の
で
あ

る
。
こ
の
「
実
業
借
款
」
交
渉
を
中
国
現
地
に
お
い
て
担
当
し
た
の
が
西
原
亀
三
で
あ
る
。
西
原
は
主
に
朝
鮮
を
舞
台
に
活
躍
し
た
実
業
家

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
縁
で
朝
鮮
総
督
を
務
め
た
寺
内
や
、
特
に
朝
鮮
銀
行
総
裁
で
あ
っ
た
勝
田
と
深
い
関
係
を
結
ん
で
い
た（

111
）。

　

当
初
、
実
業
借
款
は
政
治
借
款
実
施
ま
で
の
い
わ
ば
つ
な
ぎ
で
あ
り
「
裏
面
」
の
方
策
で
あ
っ
た（

112
）。

民
間
人
で
あ
る
西
原
が
責
任
者
と
し

て
中
国
に
赴
く
こ
と
が
で
き
た
の
も
そ
れ
故
で
あ
る
。
し
か
し
、
西
原
に
は
、「
実
業
借
款
」
に
関
す
る
純
粋
な
交
渉
だ
け
で
な
く
、
段
派

　
（
一
五
六
二
）
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と
の
関
係
強
化
と
い
う
事
実
上
の
「
私
的
公
使
」
と
し
て
の
役
割
も
寺
内
ら
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
西
原
は
、
戦
後
に
予
想
さ
れ

る
激
し
い
国
際
経
済
競
争
を
見
据
え
て
、「
日
中
提
携
」
の
確
立
に
強
い
使
命
感
を
持
っ
て
お
り
、
や
が
て
実
業
借
款
の
「
交
渉
者
」
と
し

て
の
立
場
を
越
え
て
行
動
し
出
す（

113
）。

西
原
は
、
林
に
は
当
然
の
こ
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
本
国
政
府
の
意
向
も
十
分
に
確
認
す
る
こ
と
な
く
、

勝
田
蔵
相
の
個
人
的
支
持
や
自
己
の
独
断
で
中
国
側
に
条
件
提
示
を
行
う
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
が
林
の
不
満
を
高
め
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

西
原
と
林
の
対
立
が
徐
々
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
中
国
の
参
戦
問
題
を
契
機
と
し
て
で
あ
る
。
一
九
一
七
年
二
月
に
ア
メ
リ
カ

は
対
独
関
係
の
断
行
を
宣
言
し
、
中
国
を
含
め
た
中
立
国
に
対
し
て
も
同
様
の
措
置
を
と
る
よ
う
に
勧
誘
し
た
。
こ
の
た
め
袁
世
凱
時
代
に

一
時
取
り
ざ
た
さ
れ
た
中
国
の
参
戦
問
題
が
再
浮
上
し
た
の
で
あ
る（

114
）。

同
月
に
、
段
の
意
向
を
探
る
た
め
に
中
国
に
赴
い
た
西
原
は
、
二
〇

〇
〇
万
円
と
い
う
巨
額
の
実
業
借
款
供
与
（
第
二
次
交
通
銀
行
借
款
）
を
仮
契
約
し
、
中
国
が
参
戦
の
見
返
り
の
一
つ
と
し
て
求
め
た
関
税

率
の
引
き
上
げ
に
も
、
従
来
の
日
本
政
府
の
立
場
を
越
え
る
好
意
的
な
条
件
（
既
製
品
七
分
五
厘
、
未
製
品
五
分
）
を
提
示
し
た
。
ア
メ
リ

カ
で
は
な
く
、
日
本
の
主
導
で
中
国
参
戦
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る（

115
）。

対
し
て
林
は
、
ま
ず
第
二
次
交
通
銀
行
借
款
に
強
い
懸
念
を

示
し
た
。
担
保
な
ど
が
不
確
か
な
上
、
党
派
色
の
強
い
交
通
銀
行
へ
の
大
規
模
な
資
金
供
与
が
、
か
え
っ
て
段
の
立
場
を
弱
め
る
こ
と
を
危

惧
し
た
の
で
あ
る
（
事
実
、
参
戦
問
題
で
北
京
政
府
内
は
大
紛
糾
し
、
段
は
一
時
的
に
下
野
し
て
い
る
）。
加
え
て
、
列
強
の
対
日
不
信
を

不
用
意
に
高
め
る
恐
れ
も
あ
っ
た（

116
）。

一
方
、
関
税
率
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、
西
原
の
案
を
妥
当
と
し
な
が
ら
も
、
あ
ま
り
に
も
好
意
的

な
条
件
に
疑
問
を
持
ち
、
本
国
に
確
認
を
求
め
て
い
る
。
西
原
は
、
勝
田
蔵
相
の
「
内
諾
」
を
得
た
も
の
だ
と
林
に
説
明
し
て
い
た
。
し
か

し
、
輸
出
産
業
の
大
反
対
に
遭
っ
た
日
本
政
府
は
「
現
実
五
分
」
と
し
て
交
渉
す
る
よ
う
に
林
に
指
示
し
て
き
た（

117
）。

　

交
通
銀
行
借
款
に
は
強
い
懸
念
を
持
ち
、
対
し
て
関
税
率
の
「
現
実
七
分
五
厘
」
へ
の
引
き
揚
げ
に
は
好
意
的
で
あ
っ
た
林
だ
が
、
西
原

の
行
動
と
自
身
へ
の
連
絡
の
不
十
分
さ
に
は
強
い
不
満
を
表
明
し
て
い
る
。
中
国
側
は
西
原
案
を
「
日
本
政
府
ノ
意
嚮
」
と
し
て
参
戦
計
画

を
立
て
て
い
る
の
で
あ
り
、
い
き
な
り
「
現
実
五
分
」
を
正
式
の
条
件
と
し
て
提
示
す
れ
ば
、
北
京
政
府
の
日
本
不
信
を
惹
起
し
、
段
の
立

　
（
一
五
六
三
）
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場
も
危
う
く
な
る
と
林
は
主
張
し
て
い
る
。
つ
い
に
は
こ
れ
ま
で
の
中
国
政
策
の
成
果
全
体
が
「
非
常
ナ
ル
破
綻
ヲ
来
ス
」
恐
れ
が
あ
っ
た
。

こ
の
主
張
は
、
林
の
「
日
支
親
善
」
主
義
の
反
映
で
も
あ
っ
た
が
、
参
戦
交
渉
を
蔵
相
の
「
内
意
」
だ
け
を
頼
り
に
す
る
一
民
間
人
に
任
せ

た
政
府
へ
の
不
満
の
表
明
で
も
あ
っ
た
。「
西
原
ガ
受
ケ
タ
ル
内
意
ノ
次
第
ハ
、
本
使
ニ
オ
イ
テ
一
向
ニ
承
知
セ
ズ
」
と
林
は
強
調
し
て

い
る（

118
）。

第
二
次
交
通
銀
行
借
款
に
つ
い
て
も
、
林
は
、
政
府
の
方
針
や
西
原
の
行
動
が
十
分
説
明
さ
れ
な
い
こ
と
に
苛
立
っ
て
い
る（

119
）。

　

結
局
、第
二
次
交
通
銀
行
借
款
は
成
立
す
る
が
、林
ら
公
使
館
側
が
強
く
念
を
押
し
た
結
果
、西
原
の
交
渉
相
手
で
あ
っ
た
曹
汝
霖
は
「
絶

対
ニ
政
費
ニ
流
用
セ
ザ
ル
」
こ
と
を
明
言
し
た（

120
）。

列
強
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
場
合
に
も
、
銀
行
間
の
整
理
協
力
を
目
的
と
す
る
純

粋
な
る
「
実
業
借
款
」
で
あ
る
と
説
明
す
る
こ
と
で
、
林
と
本
野
は
一
致
し
て
い
る（

121
）。

ま
た
中
国
側
が
同
じ
く
実
業
借
款
の
供
与
を
要
望
し

て
い
た
中
国
銀
行
に
対
し
て
は
、
政
府
機
関
（
中
央
銀
行
）
で
あ
る
か
ら
、
先
ず
四
国
借
款
団
に
提
議
さ
せ
る
と
の
林
の
主
張
に
、
日
本
政

府
は
完
全
に
支
持
を
与
え
て
い
る（

122
）。

　

こ
の
よ
う
に
、「
列
強
協
調
」
と
「
日
支
親
善
」
の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
す
る
寺
内
内
閣
の
統
制
と
調
整
に
よ
っ
て
、
林
と
西
原
の
対
立
は

表
面
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
寺
内
内
閣
の
中
国
政
策
の
大
き
な
変
化
に
よ
っ
て
「
日
支
親
善
」
主
義
が
突
出
し
、
西
原
を
現

地
責
任
者
と
す
る
巨
額
の
実
業
借
款
交
渉
が
大
き
く
進
展
す
る
に
従
い
、
両
者
の
対
立
は
深
刻
な
外
交
経
路
の
混
乱
と
し
て
表
出
す
る
の
で

あ
る
。

2
．「
二
重
外
交
」
の
発
生

　

一
九
一
七
年
一
一
月
の
ロ
シ
ア
革
命
（
一
〇
月
革
命
）
と
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
政
権
の
ド
イ
ツ
と
の
単
独
講
和
（
翌
年
三
月
三
日
）
が
、
寺

内
内
閣
の
中
国
政
策
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
準
同
盟
国
ロ
シ
ア
の
崩
壊
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
勢
力
の
「
東

漸
」
を
強
く
危
惧
し
た
寺
内
ら
政
治
指
導
者
や
陸
軍
首
脳
は
、
慎
重
に
実
施
し
て
き
た
「
日
支
提
携
」
策
を
早
急
に
進
め
る
必
要
性
を
認
識

　
（
一
五
六
四
）
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し
始
め
た
。
こ
う
し
て
内
閣
は
、
一
九
一
八
年
三
月
八
日
に
三
度
目
と
な
る
中
国
政
策
に
関
す
る
重
要
な
閣
議
決
定
を
行
っ
た
。
南
北
妥
協

論
を
主
張
す
る
原
敬
に
配
慮
し
て
、
援
段
政
策
の
強
化
と
南
北
妥
協
促
進
が
併
記
さ
れ
た
が
、
政
府
首
脳
の
本
音
は
前
者
に
あ
っ
た（

123
）。

二
月

に
第
一
課
を
通
じ
て
南
方
へ
の
一
定
の
配
慮
を
本
野
に
主
張
し
た
林
も
、
前
年
一
二
月
か
ら
下
野
し
て
い
た
段
が
三
月
二
三
日
に
国
務
総
理

に
復
帰
す
る
と
、
最
終
的
な
南
北
妥
協
を
前
提
と
し
な
が
ら
も
段
の
「
南
征
」
支
援
を
本
国
に
求
め
て
い
る（

124
）。

し
か
し
具
体
策
と
し
て
、
西

原
の
「
日
中
経
済
提
携
」
構
想
が
大
幅
に
採
用
さ
れ
た
た
め
、
や
が
て
林
は
西
原
の
日
中
交
渉
に
強
く
反
発
す
る
。
つ
い
に
は
、
林
を
交
渉

過
程
か
ら
排
除
し
よ
う
と
す
る
西
原
と
、
西
原
の
交
渉
内
容
を
激
し
く
非
難
す
る
林
と
が
、
本
国
政
府
は
も
ち
ろ
ん
、
北
京
政
府
要
人
に
対

し
て
も
、
相
手
の
政
策
と
行
動
へ
の
非
難
、
日
本
政
府
の
代
表
者
と
し
て
の
資
格
へ
の
疑
問
、
自
身
の
政
策
の
正
当
（
統
）
性
を
訴
え
る
異

常
事
態
に
発
展
す
る
の
で
あ
る
。

　

一
九
一
八
年
に
西
原
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
日
中
交
渉
は
、
典
型
的
な
偽
装
政
治
借
款
だ
け
で
な
く
、
幣
制
改
革
や
鉄
鉱
山
・
製
鉄
業
の

国
有
化
、
中
国
鉄
道
資
本
団
の
結
成
な
ど
、
中
国
の
国
家
制
度
に
関
す
る
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
日
本
の
援
段
政
策
は
、
西
原
の
主

張
で
あ
る
日
中
経
済
圏
の
設
定
を
含
ん
だ
も
の
に
変
化
し
て
お
り
、
西
原
は
そ
の
完
全
な
実
現
に
強
く
こ
だ
わ
る
の
で
あ
る
。
な
お
本
稿
は

西
原
借
款
の
研
究
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
西
原
と
林
の
対
立
点
と
な
っ
た
主
な
借
款
・
構
想
を
簡
単
に
説
明
し
て
お
く（

125
）。

①
吉
会
鉄
道

借
款
（
一
九
一
八
年
六
月
一
八
日
成
立
）
及
び
黒
吉
森
林
金
鉱
借
款
（
同
年
八
月
二
日
成
立
）、
②
鉱
山
・
製
鉄
事
業
完
全
国
有
化
構
想
（
実

現
せ
ず
）、
③
烟
酒
借
款
（
実
現
せ
ず
）
の
三
つ
で
あ
る
。
①
は
偽
装
政
治
借
款
で
あ
り
、
②
は
ア
メ
リ
カ
の
鉄
輸
出
禁
止
に
衝
撃
を
う
け

た
日
本
政
府
が（

126
）、

中
国
の
鉱
山
・
製
鉄
業
の
完
全
国
有
化
支
援
と
引
き
替
え
に
、
日
本
に
優
先
的
に
鉄
鉱
石
や
鉄
を
供
給
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
た
。
③
は
、
煙
草
・
酒
税
を
、
製
鉄
事
業
国
有
化
借
款
の
担
保
に
設
定
す
る
内
容
で
あ
る（

127
）。

　

以
上
の
借
款
構
想
に
対
し
て
外
務
省
内
か
ら
は
、
段
派
の
み
へ
の
一
方
的
な
肩
入
れ
や
列
強
協
調
へ
の
悪
影
響
に
強
い
懸
念
が
表
明
さ

れ
た（

128
）。

も
っ
と
も
西
原
借
款
交
渉
に
は
外
相
辞
任
前
の
本
野
と
新
外
相
の
後
藤
が
す
で
に
承
認
を
与
え
て
お
り
、
し
か
も
勝
田
と
大
蔵
省
が

　
（
一
五
六
五
）
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主
管
し
て
い
た
た
め
、
外
務
省
は
蚊
帳
の
外
で
あ
っ
た
。
外
交
調
査
会
で
さ
え
、
西
原
借
款
交
渉
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
通
知
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
情
況
に
省
内
で
は
不
満
が
高
ま
っ
て
い
た
が
、
な
ん
と
か
幣
原
や
小
幡
の
統
制
に
よ
っ
て
顕
在
化
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る（

129
）。

し
か
し
本
省
首
脳
の
統
制
が
及
ば
な
い
出
先
の
林
は
異
な
っ
て
い
た
。
西
原
の
交
渉
内
容
に
つ
い
て
後
藤
外
相
よ
り

「
不
取
敢
貴
官
限
リ
御
内
密
」
と
さ
れ
た
報
告
を
う
け
た
林
は
、
公
然
と
本
省
に
対
し
て
反
対
意
見
を
具
申
す
る
に
至
る（

130
）。

　

ま
ず
林
が
問
題
と
し
た
の
は
、
烟
酒
借
款
で
あ
っ
た
。
烟
酒
税
は
す
で
に
英
仏
に
よ
る
実
業
借
款
の
担
保
と
な
っ
て
お
り
、
借
款
団
に
よ

る
「
大
借
款
」
の
担
保
と
し
て
も
有
望
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
担
保
権
設
定
に
疑
念
を
呈
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
シ
カ
ゴ

銀
行
も
、
以
前
に
烟
酒
公
売
事
業
を
担
保
と
す
る
借
款
供
与
を
試
み
た
経
緯
か
ら
、
そ
の
権
利
を
主
張
し
て
い
た
。
加
え
て
林
は
、
現
地
の

新
聞
報
道
（
五
月
二
八
日
）
や
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
の
問
い
合
わ
せ
（
同
月
三
一
日
）
に
対
し
て
、「
当
館
ノ
承
知
ニ
入
ル
コ
ト
ナ
ク
斯
ル
重

要
問
題
ニ
付
高
議
行
ハ
レ
居
ル
可
キ
筈
」
は
無
い
と
、
す
で
に
そ
の
存
在
を
否
定
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
後
藤
に
報
告
し
て
い
る
。
も
っ
と

も
現
地
の
報
道
は
と
も
か
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
問
い
合
わ
せ
の
前
に
は
後
藤
の
通
知
が
届
い
て
お
り
、
林
の
否
認
は
意
図
的
で
あ
っ
た
可
能
性

も
あ
る（

131
）。

事
実
、
後
藤
に
「
本
件
裏
面
ノ
実
情
御
電
報
」
を
要
請
し
た
翌
日
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
へ
の
否
認
を
理
由
と
し
て
、
交
渉
中
止

を
西
原
に
要
請
し
て
い
る
（
六
月
一
日（

132
））。

さ
ら
に
そ
の
翌
日
に
は
、
烟
酒
借
款
が
日
中
交
渉
全
体
を
「
根
本
的
破
滅
ニ
誘
致
ス
ル
」
可
能

性
が
あ
る
と
し
て
、
後
藤
に
そ
の
除
外
を
求
め
た
。
曹
汝
霖
の
政
敵
が
現
地
紙
や
ア
メ
リ
カ
公
使
館
に
ま
で
情
報
を
リ
ー
ク
し
て
お
り
、
援

段
政
策
が
段
政
権
の
崩
壊
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た（

133
）

　

た
だ
し
、
こ
の
時
点
で
の
林
は
、
西
原
の
交
渉
自
体
は
「
大
体
ニ
於
テ
帝
国
ノ
利
益
ト
一
致
シ
、
併
セ
テ
支
那
開
発
ノ
為
必
然
避
ク
可
カ

ラ
ザ
ル
手
段
」
と
認
め
て
い
た（

134
）。

林
の
最
大
の
不
満
は
、
広
範
な
交
渉
を
一
気
に
進
め
よ
う
と
す
る
政
府
方
針
へ
の
疑
問
と
、
詳
細
が
政
府

の
代
表
者
た
る
自
身
に
十
分
に
通
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
っ
た
。
早
く
も
六
月
一
〇
日
に
ま
と
ま
っ
た
吉
会
鉄
道
借
款
の
仮
契
約
に
関

し
て
、
林
は
「
協
議
ノ
成
立
自
体
」
は
「
満
足
」
と
し
な
が
ら
も
、
交
渉
が
全
く
自
身
と
「
没
交
渉
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
怒
り
を
露
わ
に
し

　
（
一
五
六
六
）
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た
。
西
原
に
帯
同
し
て
い
た
大
蔵
省
の
財
務
官
が
「
政
府
ニ
契
約
案
ヲ
電
報
シ
テ
請
訓
シ
タ
ル
後
ニ
至
リ
、
初
メ
テ
商
議
成
立
ノ
報
告
ニ
接

ス
ル
ガ
如
キ
ハ
、
外
交
官
々
制
乃
至
国
際
公
法
ニ
顧
ミ
テ
頗
ル
異
様
」
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
中
国
の
国
情
で
は
「
西
原
ノ
如
キ
人
物
ヲ
使

用
シ
テ
、
秘
密
ノ
間
ニ
交
渉
ヲ
遂
グ
ル
事
得
策
ナ
ル
ベ
キ
場
合
」
あ
る
こ
と
は
、
重
々
承
知
し
て
い
る
。
し
か
し
、
い
や
し
く
も
外
交
折
衝

を
な
す
に
お
い
て
は
、「
尠
ク
ト
モ
大
体
ニ
於
テ
本
使
ノ
統
裁
ノ
下
ニ
之
ヲ
行
」
う
が
「
本
義
」
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
林
の
主
張
で

あ
っ
た（

135
）。

　

林
の
奮
闘
に
刺
激
さ
れ
た
の
か
、
沈
黙
を
守
っ
て
い
た
外
務
省
も
、
勝
田
に
黒
吉
金
鉱
森
林
借
款
に
反
対
す
る
意
見
書
を
提
出
す
る
。
西

原
に
よ
る
借
款
要
旨
を
確
認
し
、
強
い
疑
念
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
全
金
鉱
及
び
国
有
森
林
を
担
保
と
す
る
こ
と
は
、
列
強
、
特
に
石

井
・
ラ
ン
シ
ン
グ
協
定
で
中
国
で
の
「
機
会
均
等
主
義
ヲ
盟
約
」
し
た
ア
メ
リ
カ
か
ら
激
し
い
反
発
を
招
き
か
ね
な
か
っ
た
。
加
え
て
こ
の

借
款
の
成
立
は
、
日
露
協
約
の
「
破
棄
」
を
宣
言
す
る
の
と
同
様
で
あ
り
、
日
露
協
約
の
秘
密
協
定
を
「
内
告
」
さ
れ
て
い
る
英
仏
が
「
露

国
ノ
国
難
」
に
乗
じ
た
と
、
日
本
へ
の
不
信
感
を
強
め
る
恐
れ
が
あ
っ
た（

136
）。

　

さ
ら
に
林
も
、
一
旦
「
満
足
」
を
表
明
し
た
吉
会
鉄
道
借
款
に
関
し
て
、
そ
の
詳
細
を
確
認
す
る
と
内
容
に
も
疑
問
が
あ
る
と
抗
議
し
て

き
た
。
林
が
特
に
問
題
に
し
た
の
は
、
仮
契
約
と
同
時
に
支
払
わ
れ
る
一
千
万
円
の
前
貸
で
あ
っ
た
。
工
事
着
工
前
の
「
極
メ
テ
不
自
然
且

ツ
不
道
理
」
な
巨
額
の
資
金
供
与
な
ど
、
偽
装
政
治
借
款
で
あ
る
こ
と
を
宣
伝
す
る
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
で
あ
る（

137
）。

さ
ら
に
鉱
山
・
製
鉄
国

営
化
構
想
に
も
、
政
策
の
変
更
を
要
求
し
た
。
中
国
の
「
製
鉄
所
経
営
ノ
中
枢
機
関
」
を
掌
握
す
る
こ
と
は
「
一
応
良
策
」
と
は
認
め
て
い

た
が
、
こ
の
計
画
で
は
中
国
で
の
鉱
山
経
営
を
求
め
て
い
る
大
倉
組
な
ど
日
本
企
業
の
「
既
得
利
益
ヲ
奪
取
」
す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
国
際

的
に
も
中
国
の
「
製
鉄
事
業
ヲ
我
ニ
壟
断
」
す
る
印
象
を
与
え
か
ね
な
い
。
林
は
、
外
資
の
参
入
を
禁
じ
て
い
る
「
鉄
鉱
暫
行
辦
法
」
の
撤

廃
か
修
正
を
要
求
す
る
方
が
得
策
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　

外
務
省
側
の
反
対
意
見
に
対
し
て
、
勝
田
蔵
相
や
大
蔵
省
は
西
原
の
擁
護
と
鞭
撻
に
努
め
て
い
た
が（

138
）、

林
と
の
関
係
悪
化
と
そ
れ
を
助
長

　
（
一
五
六
七
）
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す
る
西
原
の
「
小
児
ニ
類
ス
ル
」
言
動
は
「
遺
憾
」
と
し
て
、
公
使
館
と
の
連
絡
維
持
や
あ
る
程
度
の
譲
歩
を
指
示
し
て
い
た（

139
）。

し
か
し
、

西
原
の
態
度
は
相
当
に
頑
な
で
あ
っ
た
。
西
原
に
よ
れ
ば
、「
支
那
ノ
事
ハ
大
小
ヲ
論
ゼ
ズ
公
使
館
ノ
一
手
専
売
」
と
い
う
の
が
林
の
態
度

で
あ
り
、「
財
務
官
始
メ
武
官
ハ
勿
論
、
各
顧
問
夷
荻
ヲ
以
テ
遇
シ
」、
特
に
西
原
は
「
夷
荻
中
ノ
最
モ
夷
荻
」
と
し
た
扱
わ
れ
た
。
む
し
ろ
、

外
交
経
路
の
混
乱
は
「
公
使
館
自
ラ
」
の
責
任
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
西
原
は
、
交
渉
内
容
を
林
に
通
知
し
た
こ
と
が
そ
も
そ
も
間
違
い
で

あ
っ
た
と
、
本
国
の
外
交
一
元
化
努
力
そ
の
も
の
を
難
詰
し
た（

140
）。

林
の
い
う
借
款
団
へ
の
配
慮
も
、
た
だ
烟
酒
公
売
事
業
に
「
列
国
共
同
ノ

勢
力
ヲ
扶
植
」
す
る
だ
け
で
、
中
国
政
府
の
「
財
政
ノ
根
本
的
整
理
」
と
い
う
本
来
の
目
的
に
適
わ
な
い
と
も
主
張
し
て
い
る（

141
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
西
原
と
林
の
間
に
は
、
政
策
と
と
も
に
、
権
限
や
役
割
を
め
ぐ
る
強
烈
な
相
互
不
信
が
存
在
し
て
い
た
。
西
原
は
、
勝

田
ら
の
指
示
と
は
逆
に
、
六
月
一
七
日
に
は
公
使
館
へ
の
情
報
遮
断
を
大
蔵
省
に
要
請
し
、
さ
ら
に
二
〇
日
に
は
後
藤
外
相
か
ら
林
に
圧
力

を
か
け
て
も
ら
う
よ
う
に
勝
田
に
訴
え
て
い
る（

142
）。

対
し
て
公
使
館
側
は
西
原
の
交
渉
相
手
を
直
接
訪
ね
る
「
探
偵
機
関
」（
西
原
の
表
現
）

ま
が
い
の
活
動
を
行
っ
て
い
た（

143
）。

し
か
も
そ
の
際
に
は
、
中
国
の
政
局
や
日
中
関
係
へ
の
悪
影
響
を
指
摘
し
て
、
烟
酒
借
款
交
渉
な
ど
の
中

止
を
た
び
た
び
勧
告
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
行
動
に
、
西
原
は
怒
り
心
頭
に
発
し
て
い
た（

144
）。

つ
い
に
は
、
林
の
妨
害
を
必
至
と
判
断
し
、
七

月
四
日
に
は
「
防
止
法
」
の
措
置
を
大
蔵
省
に
依
頼
し
て
い
る
。
同
時
に
公
使
館
の
「
探
偵
」
活
動
で
傷
つ
い
た
中
国
側
の
信
頼
を
回
復
す

る
た
め
、
駐
日
中
国
公
使
に
「
日
本
政
府
ノ
真
意
」
を
勝
田
と
後
藤
に
照
会
さ
せ
る
の
で
、
日
本
政
府
が
西
原
に
よ
る
日
中
交
渉
の
成
立
を

強
く
希
望
し
て
い
る
と
回
答
す
る
よ
う
懇
願
し
た（

145
）。

西
原
と
林
の
関
係
は
本
国
政
府
に
よ
る
調
整
や
統
制
が
不
可
能
な
ほ
ど
に
悪
化
し
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

林
と
西
原
の
対
立
に
頭
を
痛
め
て
い
た
勝
田
の
忍
耐
は
、
と
う
と
う
限
界
に
達
す
る
。
七
月
六
日
に
、
大
倉
組
へ
の
配
慮
を
指
示
し
た
勝

田
は
、
西
原
を
強
く
叱
責
し
た
の
で
あ
る
。

「
貴
殿
ノ
立
場
ニ
付
テ
ハ
…
…
日
本
政
府
ハ
其
ノ
事
項
〔
西
原
借
款
交
渉
〕
ガ
国
家
ノ
不
利
足
ラ
ザ
ル
以
上
之
ヲ
黙
認
シ
居
ル
モ
ノ
ナ

　
（
一
五
六
八
）
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リ
。
即
チ
貴
殿
ハ
政
府
代
表
者
ニ
非
ズ
、
個
人
ノ
西
原
タ
リ
。
然
ル
ニ
貴
殿
ガ
熱
心
ノ
余
リ
政
府
ノ
代
表
者
タ
ル
ガ
如
キ
語
気
ヲ
屢
屢

洩
ラ
サ
ル
ル
コ
ト
ガ
、
林
公
使
其
他
ト
意
思
衝
突
ノ
原
因
ト
ナ
ル
モ
ノ
ト
推
察
ス
。
外
務
大
臣
モ
右
ノ
意
味
ニ
於
テ
貴
殿
ノ
活
動
ヲ
黙

認
シ
テ
居
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
同
大
臣
ノ
立
場
上
政
府
ヲ
代
表
セ
ル
林
公
使
ヲ
牽
制
シ
テ
、
個
人
タ
ル
西
原
ヲ
援
助
シ
能
ハ
ザ
ル
ハ
之
ヲ

諒
ト
ス
ベ
シ
ト
信
ズ（

146
）」。

　

こ
こ
ま
で
林
と
西
原
の
関
係
が
こ
じ
れ
た
の
は
、
明
確
な
方
針
を
明
示
で
き
な
か
っ
た
本
国
政
府
の
責
任
も
大
き
い
。
勝
田
が
、
西
原
と

林
の
調
停
に
積
極
的
に
乗
り
出
し
た
形
跡
は
み
ら
れ
な
い
。
一
方
、
外
相
の
後
藤
も
、
両
者
の
対
立
が
最
も
先
鋭
化
し
て
い
る
時
期
に
は
具

体
的
な
態
度
を
示
し
て
お
ら
ず
、
西
原
の
帰
国
後
に
よ
う
や
く
大
蔵
省
へ
の
照
会
や
林
に
具
体
的
な
調
査
を
指
示
す
る
有
様
で
あ
っ
た（

147
）。

以

上
の
深
刻
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
欠
如
は
、
首
相
の
寺
内
が
病
床
に
あ
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る（

148
）。

　

外
交
経
路
の
極
度
の
混
乱
は
、
外
務
省
関
係
者
に
強
い
印
象
を
残
し
た
。
林
は
西
原
の
再
訪
中
の
報
に
接
す
る
と
、
後
藤
に
電
報
を
打
ち
、

西
原
の
交
渉
と
政
府
の
公
式
見
解
と
の
間
に
深
刻
な
「
ヂ
レ
ン
マ
」
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
も
し
今
後
も
西
原
に
よ
る
交
渉

を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、「
斯
カ
ル
二
重
外
交
ノ
弊
ニ
陥
ラ
ザ
ル
」
よ
う
に
と
、
後
藤
に
強
く
釘
を
刺
し
て
い
る
。
林
は
、
外
交
経
路
だ
け
で

な
く
、
政
府
の
政
策
も
「
二
重
外
交
」
に
陥
っ
て
い
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る（

149
）

　

後
藤
の
要
請
で
第
一
課
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
「
製
鉄
廠
借
款
等
ニ
対
ス
ル
外
務
省

0

0

0

意
見
」（
九
月
一
三
日
）
も
、
外
交
経
路
の
二
元
化

は
も
ち
ろ
ん
、
政
策
に
も
強
い
非
難
を
加
え
て
い
る
。「
真
正
ノ
日
支
提
携
親
善
」
に
は
、
二
十
一
ヶ
条
以
来
悪
化
し
て
い
た
「
両
国
大
多

数
国
民
ノ
感
情
融
和
」
が
大
前
提
で
あ
っ
た
の
に
、
政
府
の
政
策
は
拙
速
に
も
日
本
に
有
利
な
経
済
提
携
の
み
を
追
求
し
た
と
い
う
の
で

あ
る（

150
）。

忠
実
な
「
技
術
屋
」
に
甘
ん
じ
て
い
た
外
務
省
は
、
つ
い
に
内
閣
の
政
策
を
公
然
と
批
判
し
始
め
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
第
一
課

が
日
中
の
「
感
情
融
和
」
策
と
し
て
後
藤
に
提
案
し
た
の
が
、
日
本
に
よ
る
「
治
外
法
権
撤
廃
」
の
提
唱
で
あ
っ
た
。
党
派
間
対
立
に
結
び

つ
き
に
く
く
、「
日
支
親
善
」
を
促
進
で
き
る
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た（

151
）。

　
（
一
五
六
九
）
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以
上
の
提
言
は
、
小
村
欣
一
に
よ
る
勢
力
範
囲
撤
廃
論
の
事
実
上
の
再
提
出
で
あ
っ
た
。
こ
の
治
外
法
権
撤
廃
論
も
、
中
国
の
国
家
的
要

請
と
日
本
の
利
益
の
一
致
、
そ
し
て
対
米
協
調
の
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
一
九
一
七
年
に
は
伝
統
的
な
列
強
協
調
主
義
の
前
に
考
慮
も
さ
れ

な
か
っ
た
小
村
の
構
想
だ
が
、
そ
の
当
時
と
は
外
務
省
や
日
本
政
府
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
異
な
っ
て
い
た
。
小
村
の
構
想
は
、
内
外
環

境
の
大
き
な
変
容
に
よ
っ
て
、
政
策
決
定
レ
ベ
ル
へ
の
浮
上
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。

四
、
外
務
省
の
「
復
権
」
と
対
米
協
調
政
策
の
実
施

1
．
大
戦
の
終
結
と
原
敬
内
閣
の
誕
生

　

大
戦
中
の
日
本
の
中
国
政
策
の
前
提
で
あ
っ
た
国
際
環
境
は
、
一
九
一
八
年
に
は
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
参
戦
（
一

九
一
七
年
四
月
）
に
よ
り
大
戦
の
帰
趨
は
決
し
つ
つ
あ
り
、
大
戦
中
の
秘
密
条
約
を
暴
露
す
る
な
ど
の
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
政
権
の
「
革
命
外

交
」
攻
勢
を
受
け
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
国
際
政
治
上
の
主
要
な
関
心
は
戦
時
協
力
か
ら
講
和
問
題
に
移
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
一
八

年
一
月
に
は
、
五
日
に
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
（D

avid L
loyd G

eorge

）
首
相
が
講
和
構
想
を
公
表
し
、
三
日
後
に
は
ウ
ィ
ル

ソ
ン
が
史
上
名
高
い
「
十
四
ヶ
条
」
を
発
表
し
た（

152
）。

ど
ち
ら
の
構
想
も
自
由
主
義
的
観
点
か
ら
旧
来
の
外
交
手
法
と
国
際
政
治
の
改
革
を
訴

え
る
内
容
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
特
に
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
「
十
四
ヶ
条
」
は
秘
密
条
約
の
否
定
や
民
族
自
決
主
義
な
ど
、
旧
来
の
列
強
に
よ
る

勢
力
圏
外
交
に
真
っ
向
か
ら
挑
戦
す
る
主
張
を
前
面
に
掲
げ
て
い
た（

153
）。

寺
内
内
閣
の
中
国
政
策
の
積
極
化
も
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
政
権
の
誕

生
と
独
露
単
独
講
和
と
い
う
国
際
政
治
上
の
大
き
な
変
化
に
反
応
し
た
結
果
で
あ
っ
た
が
、
北
京
政
府
と
の
間
で
種
々
の
秘
密
協
定
を
締
結

す
る
な
ど
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
戦
後
構
想
と
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

一
方
、
日
本
国
内
で
も
寺
内
内
閣
の
外
交
政
策
や
手
法
に
対
す
る
批
判
が
徐
々
に
高
ま
っ
て
い
た
。
外
交
調
査
会
で
は
、
同
会
委
員
に
詳

　
（
一
五
七
〇
）
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細
な
説
明
の
な
い
ま
ま
西
原
借
款
を
推
進
し
た
寺
内
や
勝
田
の
姿
勢
が
問
題
と
さ
れ
た
。
特
に
西
原
と
林
が
激
し
く
対
立
し
た
鉱
山
・
製
鉄

所
国
有
化
借
款
に
つ
い
て
は
、
九
月
十
三
日
の
外
交
調
査
会
で
消
極
的
意
見
が
続
出
し
、
事
実
上
挫
折
し
て
い
る（

154
）。

そ
の
他
に
も
、
英
仏
か

ら
提
議
の
あ
っ
た
シ
ベ
リ
ア
出
兵
に
対
し
て
、
積
極
的
な
出
兵
を
主
張
す
る
後
藤
ら
と
、
対
米
関
係
へ
の
配
慮
か
ら
慎
重
意
見
を
主
張
す
る

原
敬
や
牧
野
伸
顕
が
対
立
し
て
い
た
。
周
知
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
が
日
本
に
対
し
て
共
同
出
兵
を
提
議
し
た
こ
と
か
ら
、
原
と
牧
野
も
賛
成

に
回
り
、
出
兵
は
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
、
参
謀
本
部
の
主
導
下
、
ア
メ
リ
カ
と
の
約
束
を
上
回
る
大
増
兵
が
な
さ
れ
、《
二
重
外
交
》
が

発
生
し
た
こ
と
で
、
対
米
関
係
は
極
度
に
悪
化
す
る
結
果
と
な
っ
た（

155
）。

こ
う
し
た
状
況
で
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
に
伴
う
米
騒
動
に
よ
っ
て
総
辞

職
し
た
寺
内
内
閣
の
後
を
襲
っ
た
原
敬
内
閣
は
、
原
の
対
米
関
係
を
重
視
す
る
考
え
の
下
、
外
交
政
策
、
特
に
中
国
政
策
の
転
換
を
掲
げ
る

の
で
あ
る
。

　

以
上
の
内
外
の
情
況
の
変
化
に
、
外
務
省
は
敏
感
に
反
応
し
た
。
ま
ず
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
講
和
構
想
に
対
し
て
は
、
小
村
が
日
本
へ
の
影
響

を
述
べ
た
意
見
書
を
政
務
局
長
に
提
出
し
た（

156
）。

小
村
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
一
四
ヶ
条
・
四
原
則（

157
）に

つ
い
て
「
帝
国
ニ
取
リ
極
メ
テ
緊
密
ノ
関
係

ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
少
カ
ラ
ズ
」
と
し
て
、
真
剣
に
対
処
す
る
必
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。
特
に
「
経
済
的
障
壁
」
撤
廃
問
題
（
一
四
ヶ
条
の
第

三
条
）
は
、
中
国
に
お
け
る
勢
力
範
囲
シ
ス
テ
ム
に
重
大
な
変
更
を
迫
り
か
ね
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
多
く
の
日
本
の
政
治
指
導
者
が
ウ

ィ
ル
ソ
ン
の
講
和
・
戦
後
構
想
に
強
い
危
機
感
を
あ
ら
わ
に
し
て
、
消
極
的
な
大
勢
順
応
主
義
を
主
張
し
た
の
と
は
異
な
り
、
小
村
の
主
張

の
眼
目
は
、
大
戦
中
か
ら
の
自
身
の
政
策
構
想
の
有
効
性
を
主
張
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。「
経
済
的
障
壁
除
去
」
は
「
米
国
ノ
宿
論
タ
ル
勢

力
圏
撤
廃
問
題
ニ
波
及
」
す
る
可
能
性
が
高
い
と
し
て
、
石
井
・
ラ
ン
シ
ン
グ
交
渉
時
と
ほ
ぼ
同
じ
主
張
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
ウ
ィ
ル

ソ
ン
の
構
想
に
積
極
的
に
呼
応
す
る
か
、
あ
る
い
は
「
所
謂
旧
来
ノ
政
策
」
を
「
恪
守
」
し
て
、
引
き
続
き
勢
力
の
拡
張
を
図
る
か
は
「
極

メ
テ
重
要
ノ
考
慮
ヲ
要
ス
ル
」。
小
村
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
戦
後
構
想
を
前
に
し
て
、
従
来
の
中
国
政
策
の
《
継
続
》
か
、
大
幅
な
《
転
換
》

か
の
厳
し
い
選
択
を
日
本
が
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
喚
起
し
た
の
で
あ
る
。

　
（
一
五
七
一
）
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確
か
に
、
寺
内
内
閣
も
講
和
会
議
に
備
え
て
英
仏
露
と
は
秘
密
協
定
を
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
と
も
石
井
・
ラ
ン
シ
ン
グ
協
定
を
結
ん
で
い

た
。
こ
う
し
た
「
列
強
協
調
主
義
」
の
成
果
に
よ
っ
て
、
従
来
の
政
策
の
《
継
続
》
は
、
抑
制
を
強
い
ら
れ
た
と
し
て
も
、
可
能
で
は
な
い

か
。
小
村
も
大
戦
中
の
「
聯
合
与
国
」
と
の
「
一
定
ノ
了
解
」
に
よ
っ
て
「〔
旧
独
〕
殖
民
地
問
題
」
に
は
対
処
で
き
る
と
の
見
通
し
を
示

し
て
い
る（

158
）。

し
か
し
、
最
も
重
要
な
中
国
問
題
に
関
し
て
は
、
そ
う
は
考
え
な
か
っ
た
。
同
じ
く
一
四
ヶ
条
（
五
条
）
及
び
四
原
則
（
三
条
）

の
「
民
族
自
決
主
義
」（「
弱
国
保
護
主
義
」）
の
た
め
に
、
中
国
に
お
け
る
日
本
の
「
優
越
的
地
位
」
を
認
め
た
石
井
・
ラ
ン
シ
ン
グ
協
定

も
「
結
局
空
文
ニ
終
ワ
ル
」
と
厳
し
い
判
断
を
下
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
情
勢
認
識
の
下
、小
村
は
「
列
強
協
調
」
下
の
勢
力
圏
外
交
の
《
継

続
》
に
は
否
定
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
点
で
は
も
っ
ぱ
ら
《
ド
イ
ツ
軍
国
主
義
》
を
対
象
と
し
て
い
た
も
の
の
、「
軍
閥
的
傾
向
ヲ
排
斥
」

す
る
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
主
張
も
あ
り
、「
依
然
武
断
侵
略
的
帰
嚮
」
に
よ
っ
て
日
本
の
政
策
《
転
換
》
が
制
約
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
「
帝
国
ノ

立
場
ニ
容
易
ナ
ラ
ザ
ル
禍
根
ヲ
貽
ス
」
と
警
告
し
て
い
る
。

　

対
し
て
政
策
の
《
転
換
》
は
、
多
く
の
利
益
も
期
待
で
き
た
。
小
村
は
勢
力
範
囲
や
治
外
法
権
の
撤
廃
に
加
え
て
、
国
際
連
盟
の
創
設
に

つ
い
て
も
「
特
ニ
特
殊
利
己
的
ノ
経
済
聯
合
」
を
防
止
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
「
戦
後
必
ズ
起
ル
ベ
キ
保
護
貿
易
政
策
問
題
及
移
民
問
題
」
に

つ
い
て
「
日
本
ニ
取
リ
有
利
ナ
ル
結
果
ヲ
齎
ラ
ス
」
と
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
協
調
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
小
村
は
必
ず
し
も
ウ
ィ
ル
ソ
ン
流
の
「
新
外
交

0

0

0

」
へ
の

0

0

全
面
的
な
政
策
《
転
換
》
や
、
中
国
に
お
け
る
列
強
間
関
係
の
早
急
な

変
革
を
企
図
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
日
本
の
中
国
で
の
「
優
越
的
地
位
」
を
ど
う
処
理
す
る
か
に
つ
い
て
具
体
的
言
及
は
な
く
、
ま
た

連
盟
問
題
が
更
新
期
限
の
迫
っ
て
い
る
日
英
同
盟
の
存
続
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
は
必
至
と
し
て
、
慎
重
な
姿
勢
も
見
せ
て
い
る
。
ま
た
勢
力

範
囲
や
治
外
法
権
の
撤
廃
に
関
し
て
も
、
主
義
上
の
「
率
先
提
唱
」
に
は
す
こ
ぶ
る
乗
り
気
で
あ
っ
た
も
の
の
、
実
施
の
前
に
は
か
な
り
詳

細
で
専
門
的
な
「
準
備
的
措
置
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
冷
静
に
指
摘
し
て
い
た
。
勢
力
範
囲
撤
廃
に
関
し
て
、
列
強
間
調
整
が
難
航
す
る

こ
と
を
認
識
し
て
い
た
の
は
既
に
述
べ
た
。
小
村
は
、こ
う
し
た
中
国
の
国
家
制
度
改
革
な
ど
で
主
導
権
を
確
保
す
る
こ
と
も
「
率
先
提
唱
」

　
（
一
五
七
二
）
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の
利
益
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
満
足
な
解
決
に
多
く
の
時
間
と
労
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
当
然
認
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う（

159
）。

　

も
っ
と
も
、
そ
の
実
現
の
困
難
さ
を
重
々
承
知
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
小
村
は
積
極
的
な
提
唱
を
主
張
で
き
た
と
も
言
え
る
。
実
施
の
前

に
十
分
な
準
備
期
間
を
期
待
で
き
、
し
か
も
勢
力
範
囲
や
治
外
法
権
撤
廃
問
題
で
、
政
策
の
変
更
を
迫
ら
れ
る
の
は
独
り
日
本
の
み
で
は
な

か
っ
た
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
構
想
へ
の
積
極
的
な
呼
応
は
、
ア
メ
リ
カ
や
中
国
に
政
策
転
換
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
と
同
時
に
、
中
国
の
現
状
改
革

問
題
に
列
強
を
引
き
込
む
こ
と
で
、
同
問
題
に
関
し
て
主
と
し
て
日
本
が
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
「
新
外
交
」
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
情
況
を
緩
和

す
る
効
果
も
期
待
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
「
新
外
交
」
へ
の
対
応
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
た
こ
と
は
、
大
戦
中
に
地
盤
沈
下
を
起
こ
し
た
外
務
省
の
《
復
権
》
の
好
機
で
も

あ
っ
た
。
小
村
が
大
戦
中
の
日
本
外
交
を
「
武
断
侵
略
的
」
と
強
い
表
現
で
非
難
し
、「
軍
閥
ノ
排
斥
」
を
支
持
す
る
国
際
的
潮
流
へ
の
順

応
を
主
張
し
た
こ
と
に
は
、
政
策
の
み
な
ら
ず
、
陸
軍
の
長
老
を
頂
点
と
し
、
外
務
省
以
外
の
経
路
も
積
極
的
に
用
い
た
寺
内
内
閣
期
の
政

策
過
程
自
体
の
見
直
し
を
も
主
張
す
る
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
後
述
す
る
パ
リ
講
和
会
議
に
お
い
て
、
大
戦
中
と
は
異
な

っ
て
小
村
の
構
想
が
外
務
省
の
政
策
に
徐
々
に
反
映
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
対
米
協
調
性
と
同
時
に
、
外
務
省
の
組
織
利
益
に
も
適
し
て
い
た

こ
と
が
作
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
原
内
閣
の
誕
生
は
自
省
の
復
権
を
め
ざ
す
外
務
省
関
係
者
や
、
思
い
切
っ
た
政
策
転
換
を
主
張
す
る
小
村
に
と
っ
て
歓
迎

す
べ
き
国
内
政
治
上
の
大
き
な
変
化
で
あ
っ
た
。
原
は
対
米
協
調
の
実
現
と
中
国
政
策
の
転
換
を
課
題
と
し
、
大
陸
へ
の
進
出
よ
り
も
産
業

立
国
の
確
立
を
重
視
し
て
お
り
、
寺
内
内
閣
に
比
し
て
小
村
の
政
策
構
想
が
反
映
さ
れ
る
余
地
は
大
き
く
な
っ
て
い
た（

160
）。

加
え
て
外
務
省
出

身
の
原
は
、
通
商
局
長
時
代
に
職
業
外
交
官
制
度
の
確
立
に
尽
力
し
て
お
り
、
外
務
省
と
は
密
接
な
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
。
自
身
の
外
相
に

は
、「
親
友
」
で
、
原
が
内
相
で
あ
っ
た
第
二
次
西
園
寺
内
閣
で
外
相
を
経
験
し
て
い
た
内
田
康
哉
を
選
任
し
て
い
る（

161
）。

寺
内
内
閣
の
外
交

政
策
に
不
満
な
外
務
省
関
係
者
は
こ
う
し
た
事
情
を
よ
く
承
知
し
て
い
た
と
見
え
、
内
閣
発
足
前
か
ら
原
へ
の
働
き
か
け
や
接
触
を
行
っ
て

　
（
一
五
七
三
）



対
列
強
協
調
か
ら
対
米
協
調
へ

 

二
六
八

同
志
社
法
学　

五
八
巻
四
号

い
た（

162
）。

　

以
上
の
内
外
環
境
の
変
化
を
受
け
て
、
中
国
政
策
の
転
換
と
外
交
一
元
化
の
要
求
は
外
務
省
全
体
の
意
思
と
し
て
表
明
さ
れ
る
に
至
る
。

一
一
月
一
一
日
、
内
田
主
宰
の
対
中
借
款
会
議
の
席
上
、
小
幡
（
一
二
月
二
二
日
に
駐
華
公
使
に
着
任
）
は
、
従
来
の
政
策
は
「
侵
略
主
義
」

で
あ
っ
た
と
強
く
非
難
し
、
そ
の
転
換
を
訴
え
る
と
共
に
、「
対
支
外
交
機
関
ノ
統
一
」、
つ
ま
り
外
務
省
へ
の
一
元
化
を
訴
え
て
い
る
。
こ

の
会
議
に
は
、
内
田
・
小
幡
以
外
に
、
幣
原
次
官
、
埴
原
正
直
政
務
局
長
、
小
村
と
い
っ
た
外
務
省
の
主
立
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
出
席
し
て
い

た
が
、
小
幡
の
発
言
は
全
員
の
賛
同
を
得
た（

163
）。

　

た
だ
し
、
原
と
外
務
省
の
中
国
政
策
に
関
す
る
見
解
が
完
全
に
一
致
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
小
村
と
外
務
省
首
脳
と
の
関
係
に
お
い

て
も
同
様
で
あ
る
。
原
が
対
米
協
調
を
志
向
す
る
と
同
時
に
、
福
建
省
な
ど
で
の
勢
力
扶
植
に
も
極
め
て
積
極
的
で
あ
っ
た
の
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る（

164
）。

ま
た
一
九
一
九
年
に
は
、
対
中
内
政
不
干
渉
主
義
に
固
執
す
る
外
務
省
の
姿
勢
を
柔
軟
性
を
欠
く
と
批
判
し
て
い
る（

165
）。

外
交
一

元
化
に
関
し
て
も
、
原
は
外
務
省
の
「
技
術
屋
」
転
落
の
最
大
の
原
因
で
あ
っ
た
外
交
調
査
会
の
無
力
化
を
進
め
て
い
く
が
、
寺
内
内
閣
期

に
は
政
策
に
干
与
す
る
た
め
に
積
極
的
に
利
用
し
て
い
た（

166
）。

原
が
外
務
省
へ
の
外
交
一
元
化
を
望
ん
だ
最
も
重
要
な
理
由
は
、
む
し
ろ
陸
海

外
務
大
臣
以
外
を
政
友
会
員
で
占
め
た
内
閣
に
政
策
過
程
を
集
中
す
る
と
と
も
に
、
前
内
閣
系
の
影
響
力
を
出
来
る
だ
け
排
除
あ
る
い
は
抑

制
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
外
務
省
内
で
も
、
内
田
は
日
英
同
盟
「
骨
髄
論
者
」
で
あ
り
、
幣
原
も
連
盟
案
に
不
安
感
を
持
つ
な
ど
、

小
村
の
積
極
的
な
「
新
外
交
」
呼
応
論
が
外
相
や
同
省
首
脳
の
全
面
的
な
支
持
を
受
け
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
中
国
政
策

の
「
転
換
」
や
「
刷
新
」
を
唱
え
な
が
ら
も
、
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
小
村
の
積
極
的
な
対
米
協
調
案
か
ら
伝
統
的
な
列
強
協
調

政
策
ま
で
あ
る
程
度
の
幅
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る（

167
）。

し
か
し
、
二
重
外
交
打
破
と
い
う
外
務
省
の
組
織
利
益
、
そ
し
て
対
米
協
調
重
視
の
原

の
政
治
的
利
害
の
双
方
に
大
き
く
重
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
村
の
政
策
構
想
は
以
下
に
見
る
よ
う
に
よ
う
や
く
政
策
決
定
レ
ベ
ル
で
日

の
目
を
み
る
こ
と
に
な
る
。

　
（
一
五
七
四
）
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2
．「
新
外
交
」
呼
応
論
の
浮
上

　

講
和
会
議
直
前
の
一
九
一
八
年
一
二
月
八
日
の
外
交
調
査
会
で
、
牧
野
伸
顕
講
和
会
議
全
権
が
披
露
し
、
他
の
委
員
の
激
し
い
反
発
を
呼

ん
だ
「
外
交
意
見
書
」
が
小
村
の
覚
書
を
元
と
し
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
小
村
の
政
策
構
想
は
、
つ
い
に
政
策
選
択
肢
と
し

て
政
策
決
定
レ
ベ
ル
に
ま
で
浮
上
し
た
の
で
あ
る
。
牧
野
が
小
村
の
覚
書
を
採
用
し
、
外
交
調
査
会
に
提
出
す
る
に
及
ん
だ
具
体
的
経
緯
は

不
明
で
あ
る
。
し
か
し
原
や
外
務
省
と
の
密
接
な
関
係
か
ら
、
牧
野
の
行
動
は
少
な
く
と
も
単
な
る
ス
タ
ン
ド
プ
レ
イ
で
は
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る（

168
）。

な
お
外
務
省
自
身
は
、
大
隈
内
閣
期
に
発
足
し
た
「
日
独
戦
役
講
和
準
備
委
員
会
」
が
一
九
一
六
年
末
に
寺
内
内
閣
に
提
出
し

た
最
終
報
告
書
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
た
政
府
案
を
提
出
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
旧
ド
イ
ツ
権
益
に
対
す
る
日
本
の
要
求
に
関
し
て
は
詳
細
な

内
容
を
定
め
て
い
た
の
に
対
し
て
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
戦
後
構
想
に
関
し
て
は
、
連
盟
案
を
筆
頭
に
消
極
的
な
大
勢
順
応
主
義
に
終
始
し
て

い
た（

169
）。

　

牧
野
意
見
書
の
要
諦
は
、
小
村
原
案
よ
り
か
な
り
抑
制
さ
れ
て
い
る
が
、
①
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
講
和
構
想
へ
の
積
極
的
な
呼
応
、
②
大
戦
中

の
外
交
批
判
に
よ
る
外
務
省
へ
の
外
交
一
元
化
の
正
当
化
、
③
以
上
の
政
策
が
持
つ
政
治
的
、
経
済
的
利
益
の
積
極
的
肯
定
の
三
点
で
あ
り
、

小
村
の
政
策
構
想
と
ほ
ぼ
同
じ
論
理
構
成
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
国
際
政
治
の
変
容
に
対
処
し
て
「
帝
国
ノ
国
際
的
信
義
ノ
恢
復
増
進
」

を
は
か
る
た
め
に
、
中
国
政
策
で
は
「
治
外
法
権
、
支
那
ニ
於
ケ
ル
外
国
特
ニ
我
ガ
軍
隊
ノ
撤
退
」、「
団
匪
事
件
賠
償
金
ノ
抛
棄
」
を
率
先

し
て
提
唱
す
る
こ
と
を
、
ま
た
連
盟
問
題
で
は
、
政
府
案
の
消
極
的
姿
勢
で
は
大
局
上
日
本
の
立
場
が
不
利
に
な
る
と
し
て
、
少
な
く
と
も

主
義
上
は
積
極
的
に
賛
成
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
前
者
は
日
本
の
「
共
益
公
正
ノ
方
途
」
の
表
明
に
加
え
て
、「
政
治
上
経
済
上
帝

国
ニ
取
リ
テ
有
利
」
で
あ
り
、
連
盟
の
成
立
も
「
人
種
宗
教
国
別
等
ノ
別
ニ
ヨ
ラ
ザ
ル
完
全
平
等
ノ
待
遇
ヲ
要
求
ス
ル
」
に
あ
た
っ
て
「
与

テ
力
ア
ル
ベ
キ
」
も
の
だ
と
い
う
の
で
る
。
ま
た
中
国
か
ら
の
軍
隊
撤
退
に
つ
い
て
は
、「
趣
旨
ハ
主
ト
シ
テ
外
交
上
ノ
統
一
」
に
あ
る
と

　
（
一
五
七
五
）
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認
め
て
い
る（

170
）。

　

こ
の
牧
野
の
主
張
に
対
し
て
、
自
身
の
政
策
を
真
っ
向
か
ら
否
定
さ
れ
た
寺
内
前
首
相
や
、
陸
軍
出
先
機
関
の
縮
小
を
求
め
ら
れ
た
田
中

義
一
陸
相
が
強
い
反
駁
を
加
え
た
が
、
最
も
激
し
い
非
難
を
行
っ
た
の
は
伊
東
巳
代
治
で
あ
る
。
伊
東
が
特
に
問
題
に
し
た
の
は
、
連
盟
案

へ
の
積
極
的
賛
同
で
あ
っ
た
。
伊
東
は
、
連
盟
が
日
本
を
「
二
等
国
」
の
地
位
に
固
定
す
る
「『
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
』
人
種
ノ
現
状
維
持

ヲ
目
的
ト
ス
ル
一
種
ノ
政
治
同
盟
」
と
な
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
。
伊
東
に
と
っ
て
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
理
想
主
義
は
、
権
力
政
治
の
脅
威
と

し
て
ま
ず
は
理
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
主
張
通
り
の
連
盟
が
成
立
す
る
こ
と
に
も
問
題
が
あ
っ
た
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
排

他
的
な
軍
事
同
盟
を
非
難
し
て
い
た
た
め
、
日
本
外
交
の
「
骨
髄
」
で
あ
る
日
英
同
盟
の
存
続
が
危
う
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ど
ち
ら
に
せ

よ
、
貴
重
な
イ
ギ
リ
ス
と
の
同
盟
関
係
が
失
わ
れ
か
ね
な
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。
伊
東
も
、
列
強
の
対
日
不
信
感
を
払
拭
す
る
必

要
性
は
認
め
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
国
際
政
治
観
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
登
場
以
前
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
も
、
そ
の
関
係

調
整
に
は
強
い
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
が
、
同
盟
国
イ
ギ
リ
ス
と
の
関
係
よ
り
も
優
先
す
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
牧
野
意
見
書
を
め
ぐ
る
外
交
調
査
会
に
お
け
る
議
論
は
、「
新
外
交
」
に
整
合
的
な
自
由
主
義
的
国
際
政
治
観
と
旧
来

の
勢
力
圏
外
交
の
対
立
で
あ
る
と
同
時
に
、
小
村
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
対
米
協
調
と
伝
統
的
な
対
列
強
協
調
の
対
立
で
も
あ
っ
た
。

　

結
局
、
伊
東
ら
の
猛
反
対
の
た
め
に
、
閣
議
決
定
を
経
て
全
権
に
与
え
ら
れ
た
訓
令
は
、
戦
後
構
想
に
関
し
て
は
イ
ギ
リ
ス
と
の
共
同
歩

調
と
大
勢
順
応
を
定
め
た
だ
け
で
あ
り
、
牧
野
の
主
張
は
全
く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
。
特
に
連
盟
案
に
関
し
て
は
「
具

体
的
成
案
ノ
議
定
ハ
成
ル
ベ
ク
之
ヲ
延
期
セ
シ
ム
ル
」
と
、
牧
野
の
主
張
と
は
正
反
対
で
あ
る（

171
）。

し
か
し
、
小
村
は
牧
野
意
見
書
に
「
牧
野

男
ヨ
リ
外
交
調
査
会
ニ
提
出
シ
賛
同
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
」
と
書
き
込
ん
で
お
り
、
原
も
同
様
の
こ
と
を
日
記
に
記
し
て
い
る（

172
）。

実
際
に
、
政
府

訓
令
が
パ
リ
の
全
権
に
向
か
っ
て
打
電
さ
れ
た
数
日
後
に
は
、
小
村
を
中
心
と
し
て
外
務
省
独
自
の
講
和
会
議
方
針
の
検
討
が
始
ま
る
の
で

あ
る
。

　
（
一
五
七
六
）
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3
．
転
換
点
と
し
て
の
パ
リ
講
和
会
議

　

一
九
一
八
年
一
二
月
三
〇
日
、
第
一
課
は
「
松
井
〔
慶
四
郎
駐
仏
〕
大
使
ヘ
ノ
回
訓
参
考
並
追
加
ト
シ
テ
」
埴
原
政
務
局
長
に
意
見
書
を

提
出
し
た
。
そ
の
主
旨
は
外
交
調
査
会
で
猛
反
対
に
あ
っ
た
牧
野
の
外
交
意
見
書
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る（

173
）。

小
村
ら
は
自
身
の
政
策
構
想
に
基

づ
く
講
和
会
議
政
策
の
実
施
に
な
お
強
い
意
欲
を
燃
や
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
見
書
は
、
埴
原
の
下
で
大
幅
な
修
正
を
加
え
ら
れ
た

上
で
、
内
田
に
も
提
出
さ
れ
た
。
大
戦
中
の
日
本
外
交
に
関
す
る
記
述
が
、「
従
来
ノ
武
断
的
侵
略
政
策
」
か
ら
「
従
来
ノ
政
策
態
度
」
と

中
立
的
な
表
現
に
、
ま
た
講
和
会
議
に
お
い
て
「
帝
国
ヨ
リ
率
先
之
ヲ
提
唱
実
行
ス
ベ
キ
」
と
さ
れ
た
対
中
四
大
政
策
（
治
外
法
権
撤
去
、

勢
力
範
囲
の
撤
廃
、
外
国
軍
隊
の
撤
退
、
義
和
団
事
件
賠
償
金
の
放
棄
）
の
う
ち
、
勢
力
範
囲
撤
廃
に
関
し
て
は
「
支
那
ノ
立
場
ヲ
参
酌
シ
、

帝
国
ニ
於
テ
率
先
同
情
的
措
置
ニ
出
」
る
も
の
の
、「
英
米
仏
等
諸
国
ト
ノ
間
ニ
モ
打
合
ヲ
遂
ゲ
」
た
上
で
、
機
会
を
捉
え
て
討
議
を
提
起

す
る
と
変
更
さ
れ
て
い
る（

174
）。

外
務
省
首
脳
レ
ベ
ル
で
は
、
依
然
と
し
て
勢
力
範
囲
撤
廃
案
の
列
強
協
調
主
義
へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い

た
と
言
え
よ
う
。

　

も
っ
と
も
日
英
同
盟
に
対
す
る
関
心
は
、
外
務
省
首
脳
レ
ベ
ル
で
も
す
で
に
低
下
し
て
い
た
。
連
盟
案
に
関
し
て
、
政
府
訓
令
と
は
別
に
、

外
務
省
か
ら
全
権
に
「
帝
国
ニ
於
テ
今
回
ノ
国
際
連
盟
案
ニ
賛
同
ス
ル
ニ
先
立
チ

0

0

0

0

0

0

0

0

国
際
連
盟
ノ
本
旨
タ
ル
永
久
平
和
確
立
ノ
見
地
ヨ
リ
此
ノ

機
会
ニ
於
テ
主
張
附
加

0

0

0

0

シ
又
ハ
留
意

0

0

ス
ベ
キ
主
タ
ル
事
項
」
が
打
電
さ
れ
て
い
る
（
本
資
料
の
引
用
文
中
の
傍
点
は
全
て
原
文
通
り
）。
起

草
は
第
一
課
で
あ
る
。
こ
の
指
令
は
、
経
済
的
利
益
（
世
界
的
な
門
戸
開
放
）
と
政
治
的
利
益
（
日
本
に
対
す
る
不
信
感
と
人
種
的
偏
見
の

緩
和
）
を
重
視
し
て
、
連
盟
案
へ
の
賛
成
態
度
を
「
得
策
」
と
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
日
英
同
盟
は
、
連
盟
加
盟
国
と
の
戦
争
で
は
適
用
が

期
待
で
き
な
い
も
の
の
、「
形
式
ニ
於
テ
ハ
存
続

0

0

0

0

0

0

0

0

セ
シ
ム
ル
ヲ
得
ベ
シ
」
と
さ
れ
て
い
た
。
日
英
同
盟
へ
の
影
響
を
恐
れ
て
、
連
盟
案
に
消

極
的
で
あ
っ
た
政
府
訓
令
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
指
令
は
大
臣
の
署
名
は
な
い
も
の
の
、
幣
原
以
下
の
外
務
省
首
脳
の
サ
イ

ン
や
捺
印
を
得
て
い
る（

175
）。

外
務
省
首
脳
は
、
勢
力
範
囲
問
題
で
配
慮
す
る
程
度
に
は
日
英
関
係
を
重
視
し
て
い
た
も
の
の
、
も
は
や
伊
東
が

　
（
一
五
七
七
）
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主
張
し
た
よ
う
な
日
英
同
盟
「
骨
髄
論
」
の
支
持
者
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
、
上
述
の
四
大
政
策
に
つ
い
て
の
指
示
は
す
ぐ
に

は
な
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
政
府
訓
令
の
他
に
「
左
ノ
考
慮
ヲ
補
遺
ス
ル
コ
ト
然
ル
ベ
シ
」
と
し
て
、「
英
国
ト
歩
調
ヲ
一
ニ
ス
ベ
キ
ハ

勿
論
ナ
リ
ト
雖
モ
、
米
国
ノ
主
張
ガ
正
当
ニ
合
シ
、
平
和
ノ
確
立
及
ビ
人
類
幸
福
ノ
増
進
ニ
貢
献
ス
ル
コ
ト
明
カ
ナ
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
、
寧

ロ
米
国
ト
共
ニ
英
国
ノ
説
ク
ノ
態
度
ニ
出
テ
、
大
局
上
帝
国
ノ
公
正
ナ
ル
地
歩
樹
立
ニ
努
ム
ル
ヲ
要
ス
」
と
の
指
示
が
外
務
省
か
ら
全
権
に

送
ら
れ
て
い
る（

176
）。

　

一
方
、
一
九
一
九
年
一
月
一
八
日
か
ら
始
ま
っ
た
講
和
会
議
で
協
議
を
開
始
し
た
牧
野
か
ら
は
、
ま
ず
南
洋
諸
島
の
ド
イ
ツ
領
割
譲
要
求

の
変
更
と
、
全
権
の
裁
量
権
の
拡
大
を
要
求
す
る
請
訓
が
日
本
政
府
に
届
く
。
牧
野
は
、「
国
際
聯
盟
ハ
必
ズ
成
立
ス
ベ
キ
成
行
」
で
あ
り
、

訓
令
通
り
南
洋
諸
島
の
割
譲
を
要
求
し
て
孤
立
す
る
の
は
得
策
で
な
い
と
し
て
、
連
盟
下
の
委
任
統
治
方
式
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
要
請
し

た
。
同
時
に
「
此
ノ
種
ノ
問
題
ニ
付
、
帝
国
政
府
ニ
請
訓
ヲ
要
ス
ト
ノ
理
由
ノ
下
ニ
我
全
権
委
員
ノ
態
度
ヲ
決
定
セ
ザ
ル
コ
ト
ハ
、
不
尠
不

快
ノ
感
ヲ
与
フ
ル
」
と
不
満
を
表
明
し
て
い
る（

177
）。

外
交
調
査
会
で
は
、
例
に
よ
っ
て
伊
東
が
長
大
な
牧
野
批
判
を
展
開
し
た
が（

178
）、

原
が
そ
れ

を
押
さ
え
、
受
任
国
へ
の
選
任
を
条
件
に
委
任
統
治
方
式
を
認
め
、
同
時
に
全
権
の
裁
量
権
を
大
幅
に
認
め
る
回
訓
が
打
電
さ
れ
た
。
外
交

調
査
会
の
影
響
力
は
、
講
和
会
議
前
に
比
し
て
低
下
し
つ
つ
あ
っ
た（

179
）。

　

前
述
し
た
外
務
省
の
独
自
指
令
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
牧
野
ら
が
政
府
訓
令
に
制
約
さ
れ
て
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
心
証
を
害
し
た
こ
と
に
外
務
省

関
係
者
、
特
に
小
村
は
強
い
危
機
感
を
覚
え
た
よ
う
で
あ
る
。
三
月
下
旬
、
小
村
は
中
国
問
題
に
関
し
て
「
帝
国
政
府
ノ
意
嚮
」
を
日
本
全

権
に
徹
底
し
て
お
く
必
要
性
を
主
張
し
た
意
見
書
を
、
埴
原
を
通
じ
て
内
田
と
幣
原
に
提
出
し
て
い
る
。
二
月
以
降
、
講
和
会
議
の
焦
点
は

も
っ
ぱ
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
問
題
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
に
は
日
本
に
と
っ
て
最
も
重
要
で
あ
る
山
東
問
題
の
討
議
が
控
え
て
い
た
。
こ
う
し
た

中
、
小
村
が
以
前
か
ら
問
題
と
し
て
い
た
対
中
四
大
政
策
に
つ
い
て
、「
諸
般
ノ
報
道
」
を
総
合
し
た
結
果
、「
支
那
側
若
ハ
他
外
国
側
〔
ア

メ
リ
カ
で
あ
ろ
う
〕
ヨ
リ
講
和
会
議
ノ
議
ニ
上
」
る
可
能
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
連
盟
・
委
任
統
治
問
題
と
同
じ
く
「
帝
国

　
（
一
五
七
八
）
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政
府
ノ
意
嚮
、
十
分
我
全
権
ニ
徹
底
」
さ
れ
て
い
な
い
情
況
で
、
中
国
問
題
に
関
す
る
提
議
が
あ
れ
ば
「
我
全
権
委
員
ニ
於
テ
再
ビ
率
直
明

白
ニ
我
態
度
ヲ
示
ス
コ
ト
」
が
不
可
能
と
な
り
、
つ
い
に
は
「
帝
国
ノ
将
来
ノ
立
場
ニ
取
リ
、
大
局
上
甚
ダ
面
白
カ
ラ
ザ
ル
影
響
ヲ
貽
ス
ニ

至
ル
ベ
シ
」。
日
本
側
か
ら
「
率
先
提
唱
」
す
る
に
せ
よ
、
他
国
側
の
提
起
に
応
え
て
「
我
ニ
有
利
ナ
ル
ガ
如
ク
導
ク
」
に
せ
よ
、
具
体
的

な
方
針
を
明
示
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
全
権
も
「
心
得
置
ク
点
ヲ
予
メ
御
電
報
」
あ
る
こ
と
を
本
国
に
求
め
て
い
た
。
こ
う
し
た
強

い
危
機
感
の
下
、
小
村
ら
は
中
国
問
題
に
関
し
て
「
急
速
廟
議
ノ
決
定
」
が
困
難
な
ら
ば
、「
曩
ニ
『
ウ
ィ
ル
ソ
ン
』
氏
十
四
ヶ
条
ノ
件
ニ

関
ス
ル
先
例
モ
ア
ル
コ
ト
故
、
此
ノ
際
至
急
全
権
委
員
ニ
対
シ
テ
廟
義
決
定
前
ト
雖

0

0

0

0

0

0

0

、
不
取
敢
外
務
大
臣
ノ
意
見
ト
シ
テ
先
般
已
ニ
決
定
ノ

大
体
ノ
方
針
並
意
向
〔
注
（
174
）
の
文
書
の
こ
と
か
？
〕
ヲ
電
報
シ
置
ク
コ
ト
極
メ
テ
緊
要
ト
認
ム
」
と
主
張
し
た（

180
）。

つ
ま
り
、
大
戦
中
か

ら
主
張
し
て
い
た
対
米
協
調
政
策
を
、
紛
糾
が
予
想
さ
れ
る
外
交
調
査
会
を
迂
回
し
て
実
施
す
る
よ
う
に
求
め
た
の
で
あ
る
。

　

内
田
は
四
大
政
策
に
つ
い
て
、
率
先
提
唱
は
認
め
な
か
っ
た
も
の
の
、
賛
意
を
表
明
す
る
こ
と
を
全
権
に
許
可
す
る
。
内
田
電
は
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
「
実
ハ
此
際
寧
ロ
進
ン
デ
支
那
側
ノ
希
望
ヲ
支
持
ス
ル
コ
ト
諸
般
ノ
関
係
上
得
策
ナ
ラ
ン
ト
ノ
議
モ
」
あ
り
政
府
方
針
を
検

討
中
で
あ
る
が
、
そ
の
決
定
前
に
中
国
な
ど
か
ら
提
議
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
全
権
個
人
の
意
見
と
し
て
「
好
意
的
態
度
」
を
表
明
し
て
差

し
支
え
な
い
と
指
示
し
て
い
た（

181
）。

内
田
が
こ
の
内
容
を
認
め
た
の
は
、
会
議
冒
頭
で
の
《
日
中
協
調
》
の
破
綻
や
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
予
想
以

上
の
対
日
強
硬
姿
勢
に
懸
念
を
強
め
た
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
が
日
本
と
の
事
前
協
議
な
く
、
新
借
款
団
へ
の
実
業
借
款

の
包
含
に
賛
成
の
意
向
を
通
告
し
て
き
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い（

182
）。

な
お
、
内
田
の
指
示
に
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
と
予
め
了

解
を
遂
げ
る
よ
う
に
と
の
記
述
は
見
あ
た
ら
な
い
。

　

以
上
の
指
示
を
受
け
た
牧
野
は
、
山
東
問
題
で
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
強
硬
な
態
度
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
四
大
政
策
に
対
す
る
賛
成
態
度
を

積
極
的
に
表
明
す
る
。
牧
野
は
ま
ず
四
月
二
一
日
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
の
個
別
会
談
の
場
で
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
「
支
那
問
題
ニ
関
ス
ル
理
想
論

ヲ
説
キ
、
列
国
ノ
支
那
ニ
対
ス
ル
従
来
ノ
外
交
政
策
」
を
問
題
と
し
た
機
会
を
捉
え
た
。
牧
野
は
「
未
ダ
確
定
訓
令
」
で
は
な
い
と
断
っ
た

　
（
一
五
七
九
）
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上
で
、「
政
界
ノ
有
力
者
」
や
「
現
政
府
ノ
有
力
者
ノ
間
ニ
モ
大
ニ
之
〔
四
大
政
策
〕
ヲ
唱
道
ス
ル
モ
ノ
有
」
り
、
と
や
や
誇
張
を
交
え
て

日
本
政
府
の
積
極
姿
勢
を
説
明
し
て
い
る
。
現
在
で
は
「
真
ノ
日
支
親
善
勢
力
」
が
内
閣
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
も
強
調
し
た（

183
）。

翌
二
二
日

の
「
四
首
脳
会
談
」（
ウ
ィ
ル
ソ
ン
、
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
、
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
仏
首
相
）
で
も
、「
一
般
対
支
問
題
」
に
関
す
る
ウ
ィ
ル
ソ
ン

の
「
力
説
」
に
賛
同
し
な
が
ら
、
同
様
の
主
張
を
繰
り
返
し
た
。
そ
の
際
牧
野
は
、
中
国
の
現
状
の
「
責
任
ハ
暗
ニ
欧
米
先
進
国
」
に
あ
る

こ
と
を
示
唆
し
た
上
で
、
前
日
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
個
人
に
対
す
る
言
明
よ
り
表
現
を
強
め
て
、「
現
政
府
ハ
場
合
ニ
依
リ
テ
ハ
…
…
四
大
政
策

ニ
付
テ
モ
支
那
ノ
為
メ
有
利
ナ
ル
解
決
ニ
達
ス
ル
様
列
国
ト
共
ニ
協
議
ス
ル
コ
ト
ヲ
辞
セ
ザ
ル
可
キ
コ
ト
ヲ
宣
明
ス
ル
訓
令
ヲ
吾
人
ニ
与
」

え
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た（

184
）。

実
際
に
は
日
本
政
府
の
正
式
な
訓
令
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
（
当
然
、
外
交
調
査
会
と
内
閣
の
承
認
を

得
る
必
要
が
あ
っ
た
）、
つ
い
に
小
村
の
政
策
構
想
は
、
内
田
外
相
の
一
定
の
支
持
と
牧
野
の
判
断
で
、
首
脳
会
談
と
い
う
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
外
交
交
渉
の
場
で
実
施
に
移
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
牧
野
の
言
動
は
、
小
村
が
大
戦
中
か
ら
主
張
し
て
い
た
よ
う
に
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
対
日
強
硬
姿
勢
の
緩
和
に
成
功
す
る
。
し
か
し
、

同
じ
く
小
村
が
予
期
し
て
い
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
を
激
怒
さ
せ
た
。
日
本
の
賛
成
を
理
由
に
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
か
ら

中
国
に
お
け
る
列
強
の
勢
力
範
囲
や
特
権
の
廃
止
を
協
議
す
る
こ
と
を
提
議
さ
れ
た
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
日
本
の
中
国
政
策
を
や
り
玉

に
あ
げ
、
自
由
主
義
的
な
言
辞
を
弄
す
る
牧
野
を
「
極
東
の
プ
ロ
シ
ア
人
」
と
激
し
く
非
難
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
結
果
は
、
小
村
の

政
策
提
言
を
こ
れ
ま
で
退
け
て
き
た
外
務
省
首
脳
も
あ
る
程
度
は
覚
悟
し
て
い
た
で
あ
ろ
う（

185
）。

大
戦
中
の
外
交
政
策
か
ら
の
転
換
と
国
際
的

不
信
感
の
払
拭
を
目
指
し
た
外
務
省
は
、
大
戦
前
の
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
し
た
列
強
協
調
政
策
へ
の
回
帰
で
は
な
く
、
小
村
の
手
に
な
る
対

米
協
調
案
を
そ
の
具
体
策
と
し
て
選
択
し
た
の
で
あ
る
。

　
（
一
五
八
〇
）
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結　

論

　

以
上
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
講
和
会
議
で
牧
野
伸
顕
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
「
新
外
交
」
呼
応
策
は
、
単
な
る
一
般
的
な
「
国
際
協
調
」

で
は
な
く
、
対
米
関
係
の
改
善
、
特
に
独
特
の
道
徳
的
主
張
を
か
か
げ
る
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
対
日
態
度
の
緩
和
を
目
的
と
す
る
小
村
の
政
策
構

想
に
基
づ
い
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
構
想
で
は
、
小
村
の
勢
力
範
囲
撤
廃
論
な
ど
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
対
米
協
調
の
た
め
に
、
他
の
列

強
「
与
国
」
と
の
関
係
を
あ
る
程
度
犠
牲
に
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
そ
の
根
底
に
は
、「
新
外
交
」
理
念
へ
の
共
鳴
よ

り
も
、
ま
ず
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
訴
え
る
中
国
の
現
状
改
革
が
、
日
本
の
経
済
的
活
動
の
拡
大
に
つ
な
が
り
得
る
と
い
う
冷
徹
な
観
察
が
あ
っ
た
。

ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
主
張
や
中
国
の
国
家
的
要
請
の
道
徳
的
価
値
よ
り
も
、
そ
れ
ら
と
日
本
の
個
別
的
利
益
と
の
一
致
が
重
要
だ
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で
小
村
の
構
想
は
「
新
外
交
」
原
則
の
全
面
的
な
採
用
を
主
張
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
中
国
に
お
け
る
勢
力

範
囲
シ
ス
テ
ム
の
抜
本
的
改
革
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
点
で
は
、
従
来
の
勢
力
圏
外
交
か
ら
の
《
転
換
》
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
筆
者
が
小

村
や
牧
野
の
主
張
を
、「
新
外
交
」
呼
応

0

0

論
と
表
現
す
る
の
は
そ
れ
ゆ
え
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
小
村
の
構
想
は
、
旧
独
権
益
の
獲
得
や
列
強
の
中
国
再
復
帰
に
備
え
て
欧
州
「
与
国
」
と
の
協
調
が
重
視
さ
れ
た
大
戦
中
に

は
、
政
府
首
脳
は
お
ろ
か
、
外
務
省
首
脳
か
ら
も
支
持
さ
れ
な
か
っ
た
。
伊
東
巳
代
治
が
牧
野
の
主
張
を
激
し
く
非
難
し
た
の
も
、
ウ
ィ
ル

ソ
ン
主
義
へ
の
恐
怖
感
と
と
も
に
、
彼
が
重
視
し
て
い
た
列
強
協
調
へ
の
悪
影
響
を
強
く
恐
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
対
米
協

調
に
特
化
し
た
特
長
ゆ
え
に
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
「
新
外
交
」
へ
の
対
応
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
た
講
和
会
議
を
契
機
と
し
て
、
小
村
の
主
張

は
徐
々
に
外
務
省
の
政
策
に
反
映
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
欧
州
「
与
国
」
の
政
治
指
導
者
が
、
程
度
の
差

は
あ
れ
、
国
際
政
治
の
大
幅
な
改
革
を
求
め
る
国
内
外
の
世
論
と
対
米
協
調
の
必
要
性
を
無
視
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ

う
。
牧
野
は
先
述
の
外
交
調
査
会
に
お
い
て
、
大
戦
に
よ
っ
て
欧
米
社
会
の
「
観
念
」
や
「
思
想
」
が
大
き
く
変
貌
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て

　
（
一
五
八
一
）
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い
る（

186
）。

換
言
す
れ
ば
、
伊
東
巳
代
治
が
主
張
し
た
「
旧
外
交
」
的
国
際
協
調
の
有
効
性
の
低
下
が
、
ア
イ
デ
ィ
ア
に
止
ま
っ
て
い
た
小
村
の

政
策
構
想
を
、
政
策
選
択
肢
に
ま
で
昇
格
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
代
表
的
な
「
日
英
同
盟
骨
髄
論
者
」
で
あ
る
内
田
康
哉
外
相
に
し
て
も
、
パ

リ
講
和
会
議
後
の
外
交
調
査
会
で
「
米
国
ト
ハ
互
ニ
胸
襟
ヲ
披
キ
テ
意
見
ノ
交
換
ヲ
為
シ
来
リ
居
ル
モ
、
英
国
ト
ハ
此
ノ
如
キ
関
係
ガ
成
立

シ
居
ラ
ズ
」
と
説
明
し
て
い
る（

187
）。

こ
の
発
言
は
、
政
府
の
政
策
が
対
米
関
係
の
調
整
に
偏
っ
て
い
る
と
の
伊
東
の
批
判
に
答
え
た
も
の
で
あ

る
。

　

以
上
の
国
際
環
境
の
変
容
と
と
も
に
、
一
課
長
に
過
ぎ
な
い
小
村
の
構
想
が
浮
上
す
る
に
あ
た
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
外
務
省
の
組

織
利
益
か
ら
も
支
持
を
受
け
た
こ
と
で
あ
る
。
寺
内
内
閣
期
に
大
幅
な
地
位
の
低
下
と
、
外
交
経
路
の
混
乱
を
経
験
し
た
外
務
省
は
、
自
省

0

0

へ
の

0

0

「
外
交
一
元
化
」
を
強
く
望
む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
情
況
で
、「
軍
国
主
義
」
の
排
斥
を
説
く
「
新
外
交
」
へ
の
呼
応
を

主
張
す
る
こ
と
は
、
従
来
の
政
策
の
み
な
ら
ず
、
軍
人
を
首
班
と
す
る
寺
内
内
閣
の
外
交
指
導
ス
タ
イ
ル
や
、
陸
軍
を
初
め
と
し
た
外
務
省

外
の
組
織
や
人
物
の
外
交
政
策
へ
の
関
与
そ
の
も
の
を
否
定
あ
る
い
は
抑
制
す
る
意
味
を
持
っ
た
。
外
交
の
民
主
的
統
制
の
た
め
に
「
軍
閥

排
斥
」
を
訴
え
た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
主
張
は
、
小
村
に
よ
っ
て
外
務
省
へ
の
外
交
一
元
化
に
読
み
替
え
ら
れ
た
の
で
あ
る（

188
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
大
戦
後
初
の
「
国
際
協
調
」
の
成
果
は
、
国
際
的
孤
立
の
脱
却
と
と
も
に
政
策
過
程
で
の
《
復
権
》
を
目
指
す
外
務
省

首
脳
が
、
小
村
ら
の
主
張
す
る
積
極
的
な
対
米
協
調
策
を
採
用
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
れ
は
大
戦
中
の
大
陸
政
策
か
ら
の

転
換
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
す
る
列
強
協
調
か
ら
ア
メ
リ
カ
中
心
の
国
際
協
調
へ
の
外
務
省
外
交
の
重
要
な
変
化
の
第

一
歩
で
あ
っ
た
。
確
か
に
パ
リ
講
和
会
議
で
は
、
外
務
省
の
指
示
が
外
交
調
査
会
を
迂
回
せ
ざ
る
を
得
ず
、
講
和
会
議
後
も
日
米
間
の
軋
轢

が
続
く
な
ど
、
政
策
《
転
換
》
の
程
度
や
そ
の
効
果
は
限
定
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
も
、
外
務

省
内
が
積
極
的
政
策
転
換
論
と
強
い
警
戒
論
と
に
二
分
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る（

189
）。

大
戦
後
の
世
界
を
英
米
の
現
状
維
持
勢
力
に

よ
る
支
配
と
す
る
認
識
も
、
陸
軍
を
中
心
に
根
強
く
存
在
し
続
け
た（

190
）。

し
か
し
、
新
四
国
借
款
団
加
入
、
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
の
成
立
、
そ
し

　
（
一
五
八
二
）
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て
「
幣
原
外
交
」
と
、
外
務
省
は
「
国
際
協
調
」
の
成
果
を
着
実
に
積
み
重
ね
、
外
交
政
策
を
主
導
す
る
に
至
る
。
同
時
に
こ
の
外
務
省
主

導
の
「
国
際
協
調
」
外
交
は
、
実
際
の
中
国
の
現
状
改
革
や
内
乱
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
大
き
な
困
難
に
直
面
す
る
。
そ
の
最
た
る
例
は
、

中
国
の
関
税
改
訂
問
題
や
、
軍
事
的
な
共
同
措
置
を
も
求
め
る
イ
ギ
リ
ス
と
の
協
調
の
不
調
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
大
戦
後
の
日
本
の

「
国
際
協
調
」
外
交
の
出
発
点
が
、
日
本
の
経
済
的
利
益
の
確
保
と
外
務
省
へ
の
外
交
一
元
化
を
前
提
と
し
た
対
米0

協
調
策
で
あ
っ
た
こ
と

と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
大
戦
中
の
日
本
外
交
が
陸
軍
の
大
陸
政
策
や
寺
内
内
閣
の
外
交
指
導
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
大
き
く
規
定
さ
れ
た

よ
う
に
、
大
戦
後
の
日
本
外
交
は
外
務
省
の
政
策
志
向
と
組
織
的
特
性
に
よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
選
択
肢
を
限
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と

も
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
別
に
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
1
）　

A
rn

o J. M
ayer, P

olitica
l O

rigin
s of th

e N
ew

 D
ip

lom
a

cy
 (N

ew
 H

aven
: Yale U

n
iversity P

ress, 1959); T
h

om
as J. K

n
ock, To E

n
d

 A
ll W

a
rs: 

W
ood

row
 W

ilson
 a

n
d

 th
e Q

u
est for a

 N
ew

 W
orld

 O
rd

er (P
rinceton, N

J: P
rinceton U

niversity P
ress, 1992); 

Ｇ
・
ジ
ョ
ン
・
ア
イ
ケ
ン
ベ
リ
ー
（
鈴
木

康
雄
訳
）『
ア
フ
タ
ー
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー―
戦
後
構
築
の
論
理
と
行
動
』（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）
第
五
章
。
原
著
は
、G

. John Ikenberry, A
fter 

V
ictory: In

stitu
tion

s, S
tra

tegic R
estra

in
t, a

n
d

 th
e R

ebu
ild

in
g of O

rd
er a

fter M
a

jor W
a

rs (P
rinceton, N

.J. : P
rinceton U

niversity P
ress , 2001).

（
2
）　

M
em

orandum
 by V

i K
yuin W

ellingtion K
oo, 26 N

ovem
ber 1918, A

rthur S. L
ink (ed.), T

h
e P

a
p

ers of W
ood

row
 W

ilson
, vol. 57 (P

rinceton, N
J: 

P
rinceton U

niversity P
ress, 1987), pp. 634

‒635

（
以
下P

W
W

と
略
記
）; A

rthur S. L
ink (ed.), T

h
e D

elibera
tion

s of th
e C

ou
n

cil of F
ou

r (M
a

rch
 

24-Ju
n

e 28, 1919): N
ote of th

e O
fficia

l In
terp

reter P
a

u
l M

a
n

tou
x

, vol. I (P
rinceton, N

J: P
rinceton U

niversity P
ress, 1992), V

ol. 1, pp. 250

‒251

（
以
下C

ou
n

cil of F
ou

r

と
略
記
）.

（
3
）　

拙
稿
「
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
日
本―

パ
リ
講
和
会
議
に
お
け
る
山
東
問
題
」（『
同
志
社
法
学
』
五
六
巻
二
号
、
二
〇
〇
四
年
七
月
）
七
九―

一
六
六
頁
。
な
お
、
日

本
代
表
団
の
全
権
は
牧
野
を
含
め
て
五
名
で
あ
る
。
首
席
全
権
は
西
園
寺
公
望
だ
が
、
そ
の
主
な
役
割
は
首
相
経
験
者
と
し
て
全
権
団
に
重
み
を
加
え
る
こ
と
に
あ

っ
た
。
そ
の
他
に
、
珍
田
捨
己
駐
英
大
使
、
松
井
慶
四
郎
駐
仏
大
使
、
伊
集
院
彦
吉
駐
伊
大
使
。
珍
田
は
牧
野
と
と
も
に
交
渉
に
従
事
し
、
松
井
は
日
本
政
府
と
の

連
絡
を
統
括
し
た
。
そ
し
て
伊
集
院
は
主
に
広
報
を
取
り
仕
切
っ
た
。

（
4
）　

筆
者
は
前
掲
拙
稿
に
お
い
て
、
外
交
調
査
会
の
影
響
力
低
下
に
よ
っ
て
二
月
頃
か
ら
は
「
講
和
会
議
政
策
の
具
体
的
な
検
討
は
、
原
首
相
と
内
田
外
相
を
代
表
と

　
（
一
五
八
三
）
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す
る
外
務
省
と
の
間
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
」
と
は
し
て
い
た
も
の
の
、「
お
そ
ら
く
牧
野
が
述
べ
た
ほ
ど
明
確
な
訓
令
や
、
指
示
は
無
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
」
と
記
述
し
て
い
る
。
前
掲
拙
稿
、
一
〇
七―

一
〇
八
頁
、
及
び
一
五
九
頁
の
注
（
154
）。
し
か
し
本
論
で
述
べ
る
よ
う
に
、
筆
者
が
考
え
て
い
た
以

上
に
外
務
省
は
外
交
調
査
会
と
は
別
に
全
権
に
独
自
指
令
を
送
っ
て
お
り
、
牧
野
の
行
動
も
こ
う
し
た
外
務
省
か
ら
の
指
示
を
受
け
て
の
も
の
で
あ
っ
た
と
現
在
で

は
考
え
を
改
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
牧
野
が
外
務
省
の
指
示
を
積
極
的
に
解
釈
し
て
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
説
得
に
あ
た
っ
た
の
は
事
実
で
あ
り
、
そ
の
他
に
も
山
東
問

題
に
関
す
る
「
牧
野
声
明
」
な
ど
、
牧
野
の
行
動
が
パ
リ
講
和
会
議
に
お
け
る
日
米
の
「
妥
結
」
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
と
の
論
旨
に
変
更
は
な
い
。

（
5
）　

加
藤
に
よ
る
外
務
省
へ
の
外
交
一
元
化
は
、
北
岡
、
前
掲
書
、
一
七
一―

一
七
二
頁
。
小
林
道
彦
、
前
掲
論
文
、
二
頁
。
第
二
次
大
隈
内
閣
の
成
立
過
程
に
つ
い

て
は
、
季
武
嘉
也
『
大
正
期
の
政
治
構
造
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）
第
二
部
第
一
章
。
加
藤
高
明
の
政
治
構
想
に
関
し
て
は
、
奈
良
岡
聰
智
に
よ
る
以
下
の

諸
論
分
を
参
照
。「
加
藤
高
明
の
政
治
指
導
と
憲
政
会
の
創
立 

一
九
一
五
〜
一
九
一
九
」（
一
・
二
）（『
法
学
論
叢
』
一
五
一
巻
二
号
、
二
〇
〇
二
年
、
一
五
二
巻
一
号
、

二
〇
〇
二
年
）
一
一
二―
一
三
七
頁
、
一
一
四―

一
三
五
頁
。
同
「
加
藤
高
明
と
イ
ギ
リ
ス
の
立
憲
君
主
制
」（
伊
藤
之
雄
・
川
田
稔
編
著
『
二
〇
世
紀
日
本
の
天
皇

と
君
主
制
』﹇
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
﹈）
六
二―

九
一
頁
。
同
「
加
藤
高
明
の
外
交
構
想
と
憲
政
会―

一
九
一
五
〜
一
九
二
四―

」（『
国
際
政
治
』
第

一
三
九
号
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
）
七
四―

九
〇
頁
。

（
6
）　

島
田
洋
一
「
対
華
二
十
一
ヶ
条
問
題
」（
井
上
光
貞
他
編
『
第
一
次
世
界
大
戦
と
政
党
内
閣
』
日
本
歴
史
大
系
一
六
・
普
及
版
﹇
山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
年
﹈）

四
五―

五
八
頁
。
同
「『
二
十
一
ヶ
条
要
求
』
と
山
県
有
朋―

北
岡
伸
一
、
細
谷
千
博
等
諸
氏
に
対
す
る
批
判
」（『
法
学
論
叢
』
第
一
一
七
巻
・
第
六
号
、

一
九
七
五
年
）
二
二―

三
八
頁
。C
harles E

. N
eu, T

h
e Trou

bled
 E

n
cou

n
ter: T

h
e U

n
ited

 S
ta

tes a
n

d
 Ja

p
a

n
, R

eprint (M
albara, F

lor: R
. E

. K
rieger, 

1979), pp. 78

‒89; 

細
谷
千
博
『
両
大
戦
間
期
の
日
本
外
交
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
）
第
一
章
。
北
岡
伸
一
「
二
十
一
ヶ
条
要
求
再
考―

日
米
外
交
の
相
互

作
用
」（
近
代
日
本
研
究
会
編
『
年
報
・
近
代
日
本
研
究
・
七―
日
本
外
交
の
危
機
認
識
』﹇
山
川
出
版
社
、
一
九
八
五
年
﹈）
一
一
九―

一
五
〇
頁
。 Ian H

. N
ish, 

A
llia

n
ce in

 D
eclin

e: A
 S

tu
d

y in
 A

n
glo-Ja

p
a

n
ese R

ela
tion

s 1908

‒23 (L
ondon: T

he A
thlon P

ress and U
niversity of L

ondon, 1972), pp. 152

‒157; 

村
島
滋
「
二
〇
世
紀
の
開
幕
と
日
英
同
盟―

一
八
九
五
年―

一
九
二
三
年
の
日
英
関
係
」（
細
谷
千
博
他
編
『
日
英
交
流
史 1600

‒2000　

1　

政
治
外
交
Ⅰ
』﹇
東

京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
﹈）
二
三
六
頁
。
大
戦
後
の
国
際
政
治
の
変
容
に
加
藤
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
奈
良
岡
、
前
掲
「
加
藤
高
明
の

外
交
構
想
と
憲
政
会
」
七
八―

八
六
頁
。

（
7
）　

北
岡
、
前
掲
書
、
一
九
二―

一
九
三
頁
。
季
武
、
前
掲
書
、
二
〇
四―

二
一
一
頁
。

（
8
）　

季
武
、
前
掲
書
一
五
一―

一
五
二
頁
。
奈
良
岡
、
前
掲
「
加
藤
高
明
の
外
交
構
想
と
憲
政
会
」
七
八
頁
。

（
9
）　

北
岡
、
前
掲
書
、
一
六
三―

一
七
八
頁
。

　
（
一
五
八
四
）
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（
10
）　

斎
藤
聖
二
「
第
一
次
世
界
大
戦
期
」（
黒
沢
文
貴
・
斎
藤
聖
二
・
櫻
井
良
樹
編
『
海
軍
の
外
交
官　

竹
下
勇
日
記
』﹇
芙
蓉
書
房
、
一
九
九
八
年
﹈）
三
七
頁
。

（
11
）　

波
多
野
勝
『
近
代
東
ア
ジ
ア
の
政
治
変
動
と
日
本
の
外
交
』（
慶
応
通
信
、
一
九
九
五
年
）
二
一
九―

二
三
二
頁
。

（
12
）　

加
藤
は
日
英
同
盟
重
視
と
対
米
協
調
へ
の
配
慮
か
ら
、
山
県
ら
が
唱
え
て
い
た
日
英
露
仏
の
四
国
同
盟
案
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。
櫻
井
良
樹
「
加
藤
高
明
と
英

米
中
三
国
関
係
」（
長
谷
川
雄
一
編
『
大
正
期
日
本
の
ア
メ
リ
カ
認
識
』﹇
慶
應
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
﹈）
九
七―

九
九
頁
。
同
「
第
二
次
大
隈
内
閣
期
に
お
け

る
外
交
政
策
の
諸
相
」（『
国
際
政
治
』
一
三
九
号
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
）
六
三
頁
。
加
藤
辞
任
後
の
政
策
過
程
の
拡
散
に
つ
い
て
は
、
小
林
道
彦
、
前
掲
論
文
、
八

頁
。
季
武
、
前
掲
書
、
一
五
二
頁
。

（
13
）　

小
林
道
彦
、
前
掲
論
文
、
九
、一
五
頁
。

（
14
）　

小
林
道
彦
『
日
本
の
大
陸
政
策1894

‒1914

』（
南
窓
社
、
一
九
九
四
年
）
二
三
九
頁
以
下
。

（
15
）　

内
政
的
に
は
、
対
外
政
策
の
決
定
過
程
に
政
党
党
首
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
る
協
力
取
り
付
け
が
重
視
さ
れ
た
。
外
交
調
査
会
に
つ
い
て
は
、
小
林
龍
夫
「
臨

時
外
交
調
査
委
員
会
の
設
置
」（『
国
際
政
治
』
二
八
号
、
一
九
六
五
年
四
月
）
五
三―

七
一
頁
。
坂
野
正
高
『
現
代
外
交
の
分
析―

情
報
・
政
策
決
定
・
外
交
交
渉
』

（
東
京
大
学
出
版
年
、
一
九
七
一
年
）
一
〇
三―

一
〇
四
頁
。
川
田
稔
『
原
敬 

転
換
期
の
構
想―

国
際
社
会
と
日
本
』（
未
來
社
、
一
九
九
五
年
）
八
〇
頁
。
三
谷

太
一
郎
『
近
代
日
本
の
戦
争
と
政
治
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）
五
二―

五
四
頁
。

（
16
）　

そ
も
そ
も
寺
内
内
閣
は
「
挙
国
一
致
内
閣
」
と
し
て
構
想
さ
れ
た
。
季
武
、
前
掲
書
、
二
〇
四―

二
一
一
頁
。
日
露
戦
争
後
の
国
内
政
治
の
「
多
元
化
」
に
つ
い

て
は
、
三
谷
太
一
郎
『
増
補 

日
本
政
党
政
治
の
形
成―

原
敬
の
政
治
指
導
の
展
開
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
﹇
初
版
は
、
一
九
六
七
年
﹈）
八―

一
一

頁
及
び
第
一
部
。
同
、
前
掲
『
近
代
日
本
の
戦
争
と
政
治
』
三
九―

四
七
頁
。

（
17
）　

小
幡
酉
吉
伝
記
刊
行
会
編
『
小
幡
酉
吉
伝
』（
同
会
、
一
九
五
七
年
）
一
九
六
頁
。
幣
原
喜
重
郎
平
和
財
団
『
幣
原
喜
重
郎
』（
同
財
団
、
一
九
五
五
年
）
九
三
頁
。

引
用
文
中
の
「
…
…
」
は
す
べ
て
筆
者
に
よ
る
省
略
。

（
18
）　

大
正
六
年
一
月
九
日
閣
議
決
定
「
対
華
政
策
に
関
す
る
件
」（
外
務
省
編
『
日
本
外
交
年
表
並
主
要
文
書
』﹇
原
書
房
、
一
九
六
五
年
﹈）
四
二
四―

四
二
七
頁
。
以

下
『
主
要
文
書
』
と
略
記
。
な
お
、
資
料
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
漢
字
は
基
本
的
に
新
字
体
に
置
き
換
え
、
読
み
や
す
い
よ
う
に
適
時
句
読
点
、
濁
音
符
を
加
え

て
い
る
。

（
19
）　

こ
の
た
め
寺
内
内
閣
の
新
中
国
政
策
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、
外
務
省
の
構
想
が
大
幅
に
採
用
さ
れ
た
と
の
評
価
も
あ
る
。
波
多
野
、
前
掲
書
、
二
六
〇―

二
六
五
頁
。

（
20
）　

前
掲
『
小
幡
酉
吉
伝
』
二
〇
〇―

二
〇
二
頁
。

（
21
）　

坂
野
潤
治
『
近
代
日
本
の
外
交
と
政
治
』（
研
文
出
版
、
一
九
八
五
年
）
九
二―

九
三
頁
。「
対
支
方
針
」、
日
付
不
明
、「
寺
内
正
毅
関
係
文
書
」（
国
立
国
会
図
書

　
（
一
五
八
五
）
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二
八
〇

同
志
社
法
学　

五
八
巻
四
号

館
憲
政
資
料
室
）
443-

9
。

（
22
）　
「
対
支
方
針
説
明
書
」、
一
九
一
六
年
一
月
九
日
（『
主
要
文
書
』
上
）
四
二
五
頁
。
な
お
、
閣
議
決
定
前
に
寺
内
や
山
県
に
示
さ
れ
た
文
書
の
同
様
の
部
分
は
、
反

袁
政
策
批
判
と
取
れ
る
内
容
で
あ
り
、
中
国
へ
の
干
渉
を
全
く
否
定
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。「
対
華
方
針
に
関
す
る
本
野
外
相
意
見
書
」、
一
九
一
六
年
一
二
月

三
〇
日
（『
主
要
文
書
』
上
）
四
二
一―

四
二
四
頁
。

（
23
）　

北
岡
、
前
掲
書
、
一
九
六―

一
九
七
頁
。
徳
富
蘇
峰
編
述
『
公
爵
松
方
正
義
伝
』（
同
伝
記
編
纂
会
、
一
九
三
五
年
）
坤
の
巻
、
九
二
三―

九
三
〇
頁
。

（
24
）　

山
県
有
朋
「
日
露
同
盟
論
」（
大
山
梓
編
『
山
県
有
朋
意
見
書
』﹇
原
書
房
、
一
九
六
六
年
﹈）
三
四
五―

三
四
七
頁
。「
元
老
一
致
の
意
見
と
し
て
大
隈
総
理
大
臣

へ
提
出
」。
同
書
、
三
四
八
頁
の
註
記
。

（
25
）　

内
閲
し
た
寺
内
や
山
県
は
同
意
を
与
え
、全
閣
僚
も
賛
同
し
て
い
る
。
前
掲
「
対
華
方
針
に
関
す
る
本
野
外
相
意
見
書
」（『
主
要
文
書
』
上
）
四
二
一―

四
二
四
頁
。

前
掲
「
対
支
方
針
説
明
書
」（『
主
要
文
書
』
上
）
四
二
五
頁
。
前
掲
『
小
幡
酉
吉
伝
』
二
〇
一―

二
〇
二
頁
。
本
野
は
「
聯
合
国
経
済
会
議
」（
一
九
一
六
年
六
月
）

に
関
す
る
枢
密
院
審
議
で
も
、
同
様
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。「
聯
合
国
経
済
会
議
決
議
承
認
ニ
関
ス
ル
件　

第
二
回
委
員
会
録
」、
一
九
一
六
年
一
二
月
九
日
（
原

田
三
喜
雄
編
『
第
一
次
大
戦
期
通
商
・
産
業
政
策
資
料
集 

第
一
巻 

聯
合
国
経
済
会
議
資
料
、
聯
合
国
経
済
会
議
関
係
資
料
』﹇
柏
書
房
、
一
九
八
七
年
﹈）
一
七
九
頁
。

（
26
）　

林
権
助
述
『
我
が
七
十
年
を
語
る
』（
第
一
書
房
、
一
九
三
五
年
）
三
〇
四―

三
一
二
頁
。

（
27
）　

長
岡
新
治
郎
「
林
権
助
」（
外
務
省
外
交
史
料
館
・
日
本
外
交
史
辞
典
編
纂
委
員
会
編
『
新
版 

日
本
外
交
史
辞
典
』﹇
山
川
出
版
社
、
一
九
九
二
年
﹈）
八
四
一
頁
。

麻
田
貞
雄
『
両
大
戦
間
の
日
米
関
係―

海
軍
と
政
策
決
定
過
程
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
）
一
一
〇
頁
。

（
28
）　

前
掲
「
対
支
方
針
説
明
書
」（『
主
要
文
書
』
上
）
四
二
六
頁
。
同
説
明
書
は
、
一
月
九
日
の
閣
議
決
定
の
細
目
と
し
て
、
同
時
に
承
認
さ
れ
た
。

（
29
）　

イ
ギ
リ
ス
の
グ
レ
イ
（E

dw
ard G

rey

）
外
相
や
グ
リ
ー
ン
（W

illiam
 C

uhyngham
 G

reen

）
駐
日
大
使
は
、
駐
英
日
本
大
使
や
日
本
外
務
省
に
対
し
て
、
日
本

の
中
国
に
お
け
る
「
特
殊
地
位
」
を
認
め
る
旨
の
発
言
を
度
々
行
っ
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
が
大
戦
後
に
そ
れ
を
調
査
し
て
覚
書
に
ま
と
め
て
い
る
。C

. H
. 

B
entinck, F

oreign O
ffice, R

ecognition by H
is M

ajesty ’s G
overnm

ent of Japan
’s Special P

osition in C
hina, 22 O

ctorber 1920, A
nn T

rotter (eds.), 

B
ritish

 D
ocu

m
en

ts on
 F

oreign
 A

ffa
irs: R

ep
orts a

n
d

 P
a

p
ers from

 th
e F

oreign
 O

ffice C
on

fid
en

tia
l P

rin
t, P

a
rt II, F

rom
 th

e F
irst to th

e 

S
econ

d
 W

orld
 W

a
r, S

eries E
, A

S
IA

, 1914

‒1939, V
olum

e 3, Japan, January 1920

‒1921 (B
ethesda?: U

niversity P
ublications of A

m
eirca, 1991), pp. 

121

‒125.

（
30
）　

第
一
次
大
戦
中
の
政
務
局
第
一
課
の
政
策
構
想
に
注
目
し
た
優
れ
た
先
行
研
究
と
し
て
は
、
熊
本
史
雄
「
外
務
省
『
対
支
文
化
事
業
』
の
創
出
経
緯―

『
精
神

的
帝
国
主
義
』
論
の
起
源
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
一
七
三
号
、
二
〇
〇
一
年
）
二
三
一―

二
五
六
頁
。
同
「
第
一
次
大
戦
期
に
お
け
る
外
務
省
の
対
中
政
策―

『
経

　
（
一
五
八
六
）
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二
八
一

同
志
社
法
学　

五
八
巻
四
号

済
提
携
』
か
ら
『
文
化
提
携
』
へ
の
転
換
」（『
史
境
』
四
五
号
、
二
〇
〇
二
年
）
一―

一
九
頁
が
あ
る
。
熊
本
は
義
和
団
事
件
賠
償
金
の
還
附
問
題
を
中
心
に
、
第

一
課
の
中
国
政
策
構
想
と
そ
の
変
遷
を
論
じ
て
い
る
。

（
31
）　

前
掲
『
小
幡
酉
吉
伝
』
一
九
七
頁
。
な
お
、
外
務
省
組
織
に
注
目
し
た
数
少
な
い
研
究
で
あ
る
、
坂
野
正
高
、
前
掲
書
、
九
四―

九
六
頁
、
細
谷
千
博
「
対
外
政

策
決
定
過
程
に
お
け
る
日
米
の
特
質
」（
細
谷
・
綿
貫
譲
治
編
『
対
外
政
策
決
定
過
程
の
日
米
比
較
』﹇
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
七
年
﹈）
一―

四
頁
、
麻
田
、
前

掲
書
、
第
二
章
を
適
時
参
照
し
た
。

（
32
）　

当
該
期
の
外
務
省
内
の
「
文
書
処
理
」
過
程
に
つ
い
て
は
、
熊
本
、
前
掲
「
外
務
省
『
対
支
文
化
事
業
』
の
創
出
経
緯
」
二
五
〇
頁
の
注
（
11
）
及
び
二
五
一
頁

の
「
図
」
に
詳
し
い
。
小
池
聖
一
「
外
務
省
文
書
・
外
務
省
記
録
の
生
成
過
程―

外
務
省
文
書
の
文
書
学
的
一
試
論
」（『
日
本
歴
史
』
第
五
八
四
号
、
一
九
九
七

年
一
月
）
一―

一
五
頁
も
参
照
。
外
務
省
機
構
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、井
上
勇
一
「
外
務
省
地
域
局
の
成
立
に
か
か
わ
る
一
考
察
」（『
法
学
研
究
』
第
七
三
巻
第
一
号
、

二
〇
〇
〇
年
一
月
）
三
七
八―

四
二
〇
頁
。

（
33
）　

も
っ
と
も
小
村
〝
侯
爵
家
〞
は
貧
窮
に
喘
い
で
お
り
、
欣
一
は
「
平
民
の
子
同
様
の
辛
酸
を
嘗
め
て
育
つ
た
」。
当
時
の
あ
る
記
者
は
、
欣
一
が
「
侯
爵
の
肩
書
き

に
は
自
分
に
独
立
独
行
の
自
信
が
あ
る
だ
け
、並
な
ら
ぬ
煩
悶
を
味
つ
て
き
て
ゐ
る
ら
し
い
」
と
そ
の
複
雑
な
性
格
を
伝
え
て
い
る
。
白
面
人
『
働
き
盛
り
の
男
』（
大

和
新
聞
社
、
一
九
二
五
年
）
二
六
九
頁
。

（
34
）　

前
掲
『
小
幡
酉
吉
』
一
九
七
頁
。
な
お
、
木
村
は
当
時
の
職
員
録
で
は
第
二
課
（
欧
米
）
所
属
と
な
っ
て
い
る
。
内
閣
印
刷
局
『
職
員
録
』
大
正
五
年
版
及
び
六

年
版
。

（
35
）　

小
幡
の
本
省
勤
務
は
外
務
省
入
省
後
の
数
ヶ
月
の
「
見
習
い
」
を
の
ぞ
け
ば
、
ほ
ぼ
初
め
て
で
あ
り
、「
表
面
的
に
は
頗
る
絢
爛
た
る
政
務
局
長
の
栄
任
で
は
あ
つ

た
け
れ
ど
も
、
そ
の
政
治
的
背
景
や
外
交
的
環
境
は
前
項
に
述
べ
た
や
う
に
種
々
な
る
点
か
ら
非
常
な
制
約
を
受
け
、
自
由
に
そ
の
手
腕
を
振
ひ
得
な
い
嫌
い
が
あ
り
、

小
幡
に
と
つ
て
も
必
ず
し
も
特
異
の
時
期
で
は
な
か
つ
た
」。
前
掲
『
小
幡
酉
吉
伝
』
一
九
八―

一
九
九
頁
。
政
務
局
長
職
に
つ
い
て
は
、
同
書
一
九
三
頁
及
び
芳
澤

謙
吉
『
外
交
六
〇
年
』（
自
由
ア
ジ
ア
社
、
一
九
五
八
年
）
六
四―
六
六
頁
。

（
36
）　

前
掲
『
幣
原
喜
重
郎
』
九
四
頁
。

（
37
）　

前
掲
『
小
幡
酉
吉
伝
』
一
九
七
頁
。
安
東
県
（
満
州
）
領
事
兼
朝
鮮
総
督
府
書
記
官
と
し
て
寺
内
と
関
係
が
深
か
っ
た
吉
田
茂
も
、
首
相
秘
書
官
へ
の
就
任
を
持

ち
か
け
ら
れ
て
い
る
（
吉
田
は
固
辞
）。
原
彬
久
『
吉
田
茂―

尊
皇
の
政
治
家
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
五
年
）
三
八―

三
九
頁
。

（
38
）　

政
務
局
第
一
課
立
案
「
支
那
問
題
ヲ
中
心
ト
シ
テ
観
タ
ル
日
米
関
係
処
分
案
」、
一
九
一
六
年
一
〇
月
一
六
日
（『
日
本
外
交
文
書
』
大
正
六
年
第
二
冊
﹇
外
務
省
、

一
九
六
八
年
﹈）
四
一
四―

四
一
九
頁
（
四
四
二
文
書
）。
以
下
、『
外
文
』
⑥―

二
と
略
記
し
、
他
の
巻
冊
も
こ
れ
に
則
っ
て
記
す
。「
支
那
政
見
雑
纂
」
第
三
巻
（
外

　
（
一
五
八
七
）
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二
八
二

同
志
社
法
学　

五
八
巻
四
号

務
省
史
料
﹇R

ef. B0300279300

﹈）
お
よ
び
「
対
支
経
済
関
係
日
本
提
携
雑
件
」（
外
務
省
史
料
、3. 4. 1-21

）。
鈴
木
武
雄
監
修
『
西
原
借
款
研
究
資
料
』（
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
七
二
年
）
九
二―

九
六
頁
に
も
所
収
。
外
務
省
史
料
の
「R

ef.

」
以
下
の
数
字
は
、
国
立
公
文
書
館
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
割
り
振
っ
た
参

照
番
号
（
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ド
）
で
あ
り
、
同
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
は
同
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ッ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.jacar.go.jp/

）
を
通
じ
て
閲
覧
し

た
。

（
39
）　

三
谷
、
前
掲
『
増
補　

日
本
政
党
政
治
の
形
成
』
三
二
二―

三
二
三
頁
。
北
岡
、
前
掲
書
、
二
〇
七
頁
。
最
近
の
研
究
で
は
、
高
橋
勝
浩
「
中
国
借
款
と
日
米
提

携―

大
運
河
改
修
を
め
ぐ
っ
て
」（『
東
洋
学
報
』
第
八
一
巻
第
三
号
、
一
九
九
九
年
一
二
月
）
六
三―

六
九
頁
。
熊
本
、
前
掲
「
第
一
次
大
戦
期
に
お
け
る
外
務

省
の
対
中
政
策
」
三―
六
頁
。
西
田
敏
宏
「
幣
原
喜
重
郎
の
国
際
認
識―

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
転
換
期
を
中
心
と
し
て
」（『
国
際
政
治
』
第
一
三
九
号
、

二
〇
〇
四
年
一
〇
月
）
九
六
頁
な
ど
。

（
40
）　

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
は
、
一
〇
月
の
時
点
で
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
苦
戦
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
。『
外
交
時
報
』
第
二
四
巻
第
一
二
号
（
一
九
一
六
年
一
〇
月
一
日
）

八
三―

八
四
頁
。
同
誌
、
第
二
四
巻
第
八
号
（
一
九
一
六
年
一
〇
月
一
五
日
）
九
〇―

九
一
頁
。

（
41
）　

W
arren I. C

ohen, A
m

erica
’s R

esp
on

se to C
h

in
a

: A
n

 In
tera

tive H
istory of S

in
o-A

m
eica

n
 R

ela
tion

s, 4th ed. (N
ew

 York: C
olum

bia U
niversity 

P
ress, 2000), pp. 66

‒67

（
42
）　

明
石
岩
雄
「
石
井
・
ラ
ン
シ
ン
グ
交
渉
の
前
提
」（『
奈
良
史
学
』
第
四
号
、
一
九
八
六
年
）
八―

一
一
頁
。
渋
澤
清
渊
記
念
財
団
竜
門
社
編
『
渋
澤
栄
一
伝
記
資
料
』

第
四
九
巻
（
同
財
団
、
一
九
六
三
年
）
四
八
五―
五
一
四
頁
。

（
43
）　

Sadao A
sada, “Japan and the U

nited States, ” 1915

‒25 (P
h. D

. diss., Yale U
niversity, 1962), pp. 26

‒27;  

高
橋
、
前
掲
論
文
、
五
九―

六
三
頁
に
詳
し
い
。

明
石
、
前
掲
論
文
、
八―

九
頁
も
参
照
。

（
44
）　

A
sada, op. cit., p. 27; R

obert A
lbert D

ayer, B
a

n
kers a

n
d

 D
; p

lom
a

ts in
 C

h
in

a
 1917

‒1925 (L
ondon: F

rank C
ass, 1981), pp. 44

‒45.

（
45
）　

阪
谷
宛
渋
澤
書
簡
、
一
九
一
六
年
八
月
二
七
日
（
前
掲
『
渋
澤
栄
一
伝
記
資
料
』
別
巻
三
﹇
一
九
六
七
年
﹈）
四
六
六
頁
。
明
石
、
前
掲
論
文
、
八
頁
も
参
照
。

（
46
）　

高
橋
、
前
掲
論
文
、
六
二―

六
三
頁
。

（
47
）　

そ
の
後
に
も
、
佐
藤
愛
麿
駐
米
大
使
が
、
ゲ
ア
リ
ー
の
「
日
支
共
同
支
那
開
発
論
」
が
現
地
の
一
流
紙
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

日
米
経
済
提
携
へ
の
外
務
省
関
係
者
の
高
い
関
心
が
伺
え
よ
う
。
在
米
佐
藤
愛
麿
大
使
よ
り
寺
内
正
毅
兼
摂
外
相
、
一
九
一
六
年
一
〇
月
二
四
日
（『
外
文
』
⑥―

二
）

四
一
二―

四
一
四
頁
（
四
四
二
文
書
）。

（
48
）　

N
ish, op

. cit., chapter V
I;  

村
島
、
前
掲
論
文
、
二
三
三―

二
三
四
頁
。
小
林
、
前
掲
書
、
二
六
四―

二
七
四
頁
。

　
（
一
五
八
八
）



対
列
強
協
調
か
ら
対
米
協
調
へ

 

二
八
三

同
志
社
法
学　

五
八
巻
四
号

（
49
）　

王
平
「
加
藤
高
明
像
の
再
構
築―

政
党
政
治
家
と
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て
の
視
点
か
ら
」（『
一
橋
法
学
』
第
一
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
二
年
一
一
月
）
七
八
五―

七
九
七
頁
。

（
50
）　

加
藤
高
明
「
欧
州
戦
後
に
於
け
る
世
界
の
変
局―

日
英
同
盟
に
対
す
る
妄
説
を
排
す
」（『
同
志
』
一
巻
三
号
四―

七
頁
、
一
九
一
六
年
六
月
）。
加
藤
の
政
策
に

対
す
る
イ
ギ
リ
ス
側
の
反
発
に
つ
い
て
は
、
王
、
前
掲
論
文
、
七
八
六
、七
八
七
、七
九
三―

七
九
六
頁
。
加
藤
の
日
英
経
済
摩
擦
と
日
英
同
盟
に
関
す
る
認
識
は
、
櫻

井
、
前
掲
「
加
藤
高
明
と
英
米
中
三
国
関
係
」
一
〇
一―

一
〇
二
頁
、
同
、
前
掲
「
第
二
次
大
隈
内
閣
期
に
お
け
る
外
交
政
策
の
諸
相
」
六
三―

六
四
頁
に
詳
し
い
。

（
51
）　

本
稿
と
は
視
角
が
異
な
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
へ
の
戦
時
経
済
協
力
と
通
商
・
産
業
利
益
の
狭
間
で
、
日
本
外
務
省
が
後
者
を
優
先
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
研
究
と
し
て
、
森
川
正
則
「
一
九
一
六
年
の
イ
ギ
リ
ス
輸
出
禁
止
政
策
と
日
本
外
交
」（『
阪
大
法
学
』
第
五
五
号
第
三
・
四
号
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
）

四
六
三―

四
八
七
頁
。

（
52
）　

作
成
者
不
明
「
対
支
政
策
覚
書
」、一
九
一
六
年
一
二
月
五
日
、「
対
外
政
策
並
態
度
関
係
雑
纂
／
対
支
那
之
部
／
本
野
大
臣
（
極
秘
）
松
本
記
録
」（
外
務
省
史
料
﹇R

ef. 

B03030012900

﹈）。
作
成
者
不
明
「
対
支
策
実
行
要
目
」、
一
九
一
六
年
一
一
月
五
日
、
同
右
フ
ァ
イ
ル
（
外
務
省
史
料
﹇R

ef. B03030013000

﹈）。

（
53
）　

作
成
者
不
明
「
対
支
投
資
方
針
案
」、
一
九
一
七
年
春
、「
対
支
借
款
善
後
策
一
件
」
第
一
巻
（
外
務
省
史
料
、R

ef. B04010876300

﹈）。「
政
務
局
長
ニ
大
正
六
年

春
提
出
」
の
書
き
込
み
あ
り
。

（
54
）　

作
成
者
不
明
「
第
二　

極
東
ニ
対
ス
ル
方
針
」、日
付
不
明
、「
対
外
政
策
並
態
度
関
係
雑
纂
／
対
支
那
之
部
／
本
野
大
臣
（
極
秘
）
松
本
記
録
」（
外
務
省
史
料
﹇R

ef. 

B03030013900

﹈）。
引
用
文
中
の
〔　

〕
内
は
す
べ
て
筆
者
に
よ
る
。

（
55
）　

作
成
者
不
明
「
対
支
政
策
」
未
定
稿
、〔
一
九
一
六
年
〕
一
二
月
二
〇
日
「
対
外
政
策
並
態
度
関
係
雑
纂
／
対
支
那
之
部
／
本
野
大
臣
（
極
秘
）
松
本
記
録
」（
外

務
省
史
料
、﹇R

ef. B03030012900

﹈）。
但
し
、
前
掲
の
「
極
東
ニ
対
ス
ル
方
針
」
を
見
る
限
り
、
か
な
り
イ
ギ
リ
ス
の
足
下
を
見
た
日
英
協
調
の
主
張
で
あ
る
。
注

（
54
）
参
照
。

（
56
）　

明
石
、
前
掲
論
文
、
一
五
頁
。
な
お
熊
本
は
林
が
第
一
課
の
政
策
構
想
を
主
導
し
て
い
た
と
分
析
し
て
い
る
。
熊
本
、
前
掲
「
第
一
次
大
戦
期
に
お
け
る
外
務
省

の
対
中
政
策
」
八
頁
。

（
57
）　

平
野
健
一
郎
「
西
原
借
款
か
ら
新
四
国
借
款
団
へ
」（
細
谷
千
博
・
斎
藤
真
編
『
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
と
日
米
関
係
』﹇
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
年
﹈）
二
九
三

―

二
九
四
頁
。
波
多
野
、
前
掲
書
、
二
七
五
頁
。

（
58
）　

注
（
52
）
を
参
照
。

（
59
）　

在
華
林
権
助
公
使
よ
り
本
野
外
相
、
一
九
一
七
年
一
月
五
日
（『
外
文
』
⑥―

二
）
四
一
〇―
四
一
一
頁
（
四
四
二
文
書
）。

　
（
一
五
八
九
）



対
列
強
協
調
か
ら
対
米
協
調
へ

 

二
八
四

同
志
社
法
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五
八
巻
四
号

（
60
）　

直
隷
・
山
東
運
河
改
修
工
事
に
関
す
る
日
本
の
対
米
政
策
に
関
し
て
は
、
高
橋
、
前
掲
論
文
が
詳
細
な
研
究
で
あ
る
。
本
野
一
郎
外
相
よ
り
在
英
国
珍
田
捨
己
大
使
、

一
九
一
七
年
一
月
二
五
日
（『
外
文
』
⑥―

二
）
一
四
四―

一
四
五
頁
（
一
九
七
文
書
）。
林
公
使
よ
り
本
野
外
相
、
一
九
一
七
年
七
月
二
一
日
（
同
右
）
一
八
三―

一
八
四
頁
（
二
二
五
文
書
）。

（
61
）　

石
井
・
ラ
ン
シ
ン
グ
交
渉
・
協
定
に
関
し
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
。
長
岡
新
治
郎
「
石
井
ラ
ン
シ
ン
グ
協
定
の
成
立
」（『
国
際
政
治
』
第
三
七
号
、
一
九
六
七
年
）。

B
urton F. B

eers, V
a

in
 E

n
d

ea
vor: R

obert L
a

n
sin

g’s A
ttem

p
ts to E

n
d

 th
e A

m
erica

n
-Ja

p
a

n
ese R

iva
lry (D

urham
, N

. C
.: D

uke U
niversity P

ress, 

1962), C
hapter 9; A

sada, op. cit., pp. 24

‒53;  

三
谷
太
一
郎
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制 

一
九
一
五―

一
九
三
〇
」（
細
谷
千
博
編
『
日
米
関
係
通

史
』﹇
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
﹈）
八
六―

八
七
頁
。
最
新
の
研
究
成
果
と
し
て
は
、
高
原
秀
介
『
ウ
ィ
ル
ソ
ン
外
交
と
日
本―

理
想
と
現
実
の

間 

一
九
一
三―

一
九
二
一
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
六
年
）
第
二
章
。

（
62
）　

B
eers, op

. cit., pp. 109, 111

‒113; A
sada, op. cit., pp. 36

‒37.

（
63
）　

M
adeleine C

hi, C
h

in
a

 D
ip

lom
a

cy 1914

‒1918 (C
am

bridge, M
ass: E

ast A
sian R

esearch C
enter, H

arvard U
niveristy, 1970), p. 111;  

高
原
、前
掲
書
、

六
五―

六
九
頁
。
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
攻
勢
と
、
対
日
接
近
に
つ
い
て
は
、F

rank W
. Ikle, “Japanese-G

erm
an P

eace N
egotiation during W

orld W
ar I, ” 

T
h

e A
m

erica
n

 H
istorica

l R
eview

, V
ol. 71, N

o. 1 (O
ctober 1965), pp. 62

‒76.

（
64
）　

B
eers, op

. cit., pp. 102

‒103.

（
65
）　

閣
議
決
定
「
戦
争
中
帝
国
ノ
執
ル
ベ
キ
外
交
方
針
」、
一
九
一
七
年
一
月
一
二
日
（『
外
文
』
⑥―

三
）
六
三
五―

六
三
八
頁
（
六
六
七
文
書
）。

（
66
）　
「
講
和
会
議
の
際
日
本
の
要
求
支
持
を
承
諾
の
英
国
覚
書
」、
一
九
一
七
年
二
月
一
六
日
（『
主
要
文
書
』
上
）
四
三
一―

四
三
二
頁
。
珍
田
捨
己
駐
英
大
使
よ
り
本

野
外
相
、一
九
一
七
年
二
月
一
五
日
、一
六
日
（『
外
文
』
⑥―
三
）
六
四
二―

六
四
四
頁
（
六
七
一
、六
七
三
文
書
）。
閣
議
決
定
、一
九
一
七
年
二
月
二
〇
日
（
同
右
）

六
五
四―

六
五
五
頁
（
六
七
八
文
書
）。
在
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
よ
り
日
本
外
務
省
、
一
九
一
七
年
三
月
一
日
（
同
右
）
六
五
六―

六
五
七
頁
（
六
八
二
文
書
）。
在

日
ロ
シ
ア
大
使
館
よ
り
日
本
外
務
省
、
一
九
一
七
年
三
月
五
日
（
同
右
）
六
五
七
頁
（
六
八
三
文
書
）。
閣
議
決
定
、
一
九
一
七
年
三
月
六
日
（
同
右
）
六
五
七―

六
五
八
頁
（
六
八
四
文
書
）。

（
67
）　

在
米
佐
藤
愛
麿
大
使
よ
り
本
野
外
相
、
一
九
一
七
年
三
月
九
日
（『
外
文
』
⑥―
二
）
一
五
九―

一
六
五
頁
（
二
〇
七
文
書
）。

（
68
）　

A
sada, op. cit., pp. 28

‒29, 31

‒32.

（
69
）　

故
目
賀
田
男
爵
伝
記
編
纂
会
『
男
爵
目
賀
田
種
太
郎
』（
同
会
、一
九
三
八
年
）
六
〇
三―
六
四
九
頁
。
森
川
正
則
「
寺
内
内
閣
期
に
お
け
る
西
原
亀
三
の
対
中
国
『
援

助
』
政
策
構
想
」（『
阪
大
法
学
』
第
五
〇
巻
第
五
号
、
二
〇
〇
一
年
一
月
）
一
三
四―

一
三
五
頁
。
な
お
こ
の
構
想
は
、
先
述
し
た
「
日
米
関
係
処
分
案
」
に
も
み

　
（
一
五
九
〇
）



対
列
強
協
調
か
ら
対
米
協
調
へ

 

二
八
五

同
志
社
法
学　

五
八
巻
四
号

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
注
（
38
）
参
照
。
日
本
の
財
界
が
経
済
的
観
点
か
ら
対
米
協
調
を
志
向
し
つ
つ
あ
る
と
の
情
報
が
、
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使
館
な
ど
か
ら
ラ
ン

シ
ン
グ
に
も
伝
わ
っ
て
い
る
。B

eers, op
. cit., p. 104.

（
70
）　

赤
道
以
北
旧
ド
イ
ツ
領
南
洋
諸
島
の
日
本
領
有
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
回
は
直
ち
に
「
同
意
ヲ
求
ム
ル
」
は
「
得
策
ナ
ラ
ズ
」
と
さ
れ
、
機
会
が
あ
れ
ば
、
日
本

に
よ
る
同
諸
島
領
有
の
必
要
性
を
「
暗
示
ス
ル
」
と
さ
れ
た
。
よ
り
紛
糾
が
予
想
さ
れ
る
山
東
権
益
に
い
た
っ
て
は
指
示
さ
え
見
あ
た
ら
な
い
。
本
野
外
相
よ
り
石

井
特
派
大
使
「
訓
令
」
及
び
「
内
訓
」、
一
九
一
七
年
六
月
一
三
日
、
七
月
二
四
日
（『
主
要
文
書
』
上
）
四
三
四―

四
三
七
頁
。
石
井
菊
次
郎
『
外
交
余
録
』（
岩
波

書
店
、
一
九
三
〇
年
）
一
三
六
頁
。
原
圭
一
郎
編
『
原
敬
日
記
』
第
四
巻
（
福
村
出
版
、
一
九
八
一
年
）、
一
九
一
七
年
九
月
一
三
日
、
三
一
六
頁
。

（
71
）　

ラ
ン
シ
ン
グ
の
当
初
の
要
求
は
議
定
書
よ
り
公
式
性
の
高
い
「
秘
密
覚
書
」
で
あ
っ
た
。
以
上
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
高
原
、
前
掲
書
、
九
三―

九
八
頁
に
詳
し
い
。

本
文
は
、『
主
要
文
書
』
四
四
〇
頁
。
佐
藤
大
使
よ
り
本
野
外
相
、
一
九
一
七
年
一
一
月
二
日
（『
外
文
』
⑥―

三
）
八
一
七
頁
（
八
三
七
文
書
）。
門
戸
開
放
主
義
と

勢
力
範
囲
の
関
係
に
つ
い
て
は
、Jam

es C
. T

hom
son, Jr., P

eter W
. Stanley, and John C

urtis P
erry, S

en
tim

en
ta

l Im
p

eria
lists: T

h
e A

m
erica

n
 

E
x

p
erien

ce in
 E

a
st A

sia
 (N

ew
 York: H

arper Torchbooks, 1981) C
hapter. 9; C

ohen, op
. cit., chapter. 2 

を
主
に
参
照
。

（
72
）　

佐
藤
大
使
よ
り
本
野
外
相
、
一
九
一
七
年
一
一
月
二
日
（『
外
文
』
⑥―

三
）
八
一
三―

八
一
七
頁
（
八
三
七
文
書
）。
当
初
、
日
本
側
は
ラ
ン
シ
ン
グ
に
対
し
て
、

政
治
的
・
経
済
的
な
「
卓
絶
し
た
利
益
」（param

ount interests

）
を
有
し
て
い
る
と
主
張
し
て
い
た
。
本
野
外
相
よ
り
佐
藤
大
使
、
一
九
一
七
年
六
月
一
三
日
（
同

右
）
七
三
一
頁
（
七
四
五
文
書
）。Sato to L

ansing, 15 June 1917, F
oreign

 R
ela

tion
s of th

e U
n

ited
s S

ta
tes, 1917 (W

ashington: G
overnm

ent P
rinting 

O
ffice, 1926), p. 259

（
以
下F

R
U

S

と
略
記
）.

（
73
）　

原
敬
は
石
井
・
ラ
ン
シ
ン
グ
協
定
の
成
立
を
「
毒
に
も
薬
に
も
な
ら
ざ
る
案
」
と
評
価
し
て
い
る
。
前
掲
『
原
敬
日
記
』
④
、
一
九
一
七
年
一
〇
月
二
〇
日
、

三
二
七
頁
。

（
74
）　

C
hi, op

. cit., pp. 113

‒114.

（
75
）　

M
am

orandum
 by L

ansing, 6 Septem
ber 1917, F

R
U

S
, T

h
e L

a
n

sin
g P

a
p

ers 1914

‒1920, V
ol. II, pp. 433

‒434

（
以
下
、La

n
sin

g P
a

p
ers

と
の
み
表
記
）

; B
eers, op

. cit., p. 113.

（
76
）　

先
に
引
い
た
外
務
省
の
「
対
支
政
策
」
は
、
日
本
に
よ
る
門
戸
開
放
主
義
の
確
認
の
例
と
し
て
、
第
二
次
日
英
同
盟
協
約
（
一
九
〇
五
年
八
月
）
お
よ
び
第
三
次

日
英
同
盟
協
約
（
一
九
一
一
年
）
の
各
前
文
、
日
仏
協
約
（
一
九
〇
五
年
六
月
）
第
二
条
、
高
平
・
ル
ー
ト
協
定
（
一
九
〇
八
年
一
一
月
）
第
四
項
な
ど
を
上
げ
て

い
る
。
注
（
55
）
参
照
。

（
77
）　

佐
藤
大
使
よ
り
本
野
外
相
、
一
九
一
七
年
九
月
八
日
（『
外
文
』
⑥―

三
）
七
六
一―
七
六
二
頁
（
七
七
九
文
書
）。
調
書
「
遣
米
石
井
特
派
大
使
ノ
行
程
及
米
国

　
（
一
五
九
一
）



対
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調
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二
八
六

同
志
社
法
学　

五
八
巻
四
号

政
府
ト
ノ
交
渉
経
過
概
要
」、
一
九
一
七
年
九
月
一
五
日
（
同
右
）
七
六
九―

七
七
〇
頁
（
七
八
六
文
書
）。

（
78
）　

前
掲
『
原
敬
日
記
』
④
、
一
九
一
七
年
九
月
一
三
日
、
三
一
六
頁
。
調
書
「
遣
米
石
井
特
派
大
使
ノ
行
程
及
米
国
政
府
ト
ノ
交
渉
経
過
概
要
」、
一
九
一
七
年
九
月

一
五
日
（『
外
文
』
⑥―

三
）
七
六
九
頁
（
七
八
六
文
書
）。

（
79
）　

本
野
外
相
よ
り
佐
藤
愛
麿
駐
米
大
使
、
一
九
一
七
年
九
月
一
八
日
（『
外
文
』
⑥―

三
）
七
七
三
頁
（
七
八
九
文
書
）。

（
80
）　

明
石
、
前
掲
論
文
、
一
四―

一
九
頁
。
酒
井
一
臣
「
中
国
共
同
管
理
論
の
展
開
」（
浅
野
豊
美
、
松
田
利
彦
編
『
植
民
地
帝
国
日
本
の
法
的
展
開
』﹇
信
山
社
、

二
〇
〇
四
年
﹈）
一
四
九―

一
五
〇
頁
も
参
照
。

（
81
）　

B
eers, op

. cit., pp. 40

‒41, 109;  

Ｂ
・
Ｆ
・
ビ
ヤ
ー
ズ
、
入
江
昭
「
ラ
ン
シ
ン
グ
の
対
日
政
策
」（『
国
際
政
治
』
第
一
七
号
、
一
九
六
一
年
）
六
一―

六
四
頁
も

参
照
。

（
82
）　

A
sada, op. cit. pp. 34

‒36.

（
83
）　

B
eers, op

. cit., pp. 111, 113.

（
84
）　

G
ordon N

. L
evin, Jr., W

ood
row

 W
ilson

 a
n

d
 W

orld
 P

olitics: A
m

erica
's R

esp
on

se to W
a

r a
n

d
 R

evolu
tion

  (N
ew

 York: O
xford U

niversity P
ress, 

1968). 

麻
田
、
前
掲
書
、
九
六
頁
。

（
85
）　

N
oel P

ugach, “M
aking the O

pen D
oor W

ork: P
aul S. R

einsch in C
hina, 1913

‒1919, ” P
a

cific H
istorica

l R
eview

, V
ol. 38 (M

ay 1969), pp. 157

‒175; 

C
ohen, op

. cit., pp. 71

‒81.

（
86
）　

ロ
ン
・
チ
ャ
ー
ナ
ウ
（
青
木
榮
一
訳
）『
モ
ル
ガ
ン
家―
金
融
帝
国
の
盛
衰
』
上
（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
九
三
年
）
第
一
〇
章
。

（
87
）　

P
ugach, op. cit., pp. 161

‒164, 170, 173

‒174.

（
88
）　

佐
藤
大
使
よ
り
本
野
外
相
、
一
九
一
七
年
九
月
八
日
（『
外
文
』
⑥―
三
）
七
六
一
頁
（
七
七
九
文
書
）。
石
井
、
前
掲
書
、
一
三
八―

一
三
九
頁
。

（
89
）　

M
em

orandum
 by L

ansing, 22 Septem
ber 1917, L

a
n

sin
g P

a
p

ers, II, pp. 435

‒436.

（
90
）　

石
井
菊
次
郎
『
外
交
余
録
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
〇
年
）
一
三
五
頁
。

（
91
）　

石
井
、
前
掲
書
、
一
三
七
頁
。
な
お
、
石
井
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
の
会
談
後
、
す
ぐ
に
勢
力
範
囲
撤
廃
案
を
含
む
日
米
協
定
案
を
本
国
に
打
電
し
た
と
回
想
し
て
い

る
が
、
実
際
の
発
信
日
は
九
月
八
日
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
記
憶
違
い
で
は
な
か
ろ
う
か
。
注
（
89
）
を
参
照
。

（
92
）　

ラ
ン
シ
ン
グ
も
一
月
に
佐
藤
大
使
と
会
談
し
た
際
に
、
日
米
企
業
の
共
同
事
業
に
前
向
き
な
姿
勢
を
示
し
な
が
ら
も
、
六
国
借
款
団
の
よ
う
な
中
国
の
主
権
に
干

渉
す
る
「
政
治
的
提
携
」（political com

bination

）
に
は
賛
同
し
か
ね
る
と
し
て
、
中
国
に
お
け
る
国
際
協
力
は
「
政
治
的
動
機
」
と
は
無
縁
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
（
一
五
九
二
）
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い
と
強
調
し
て
い
る
。M

em
orandum

, 25 January 1917, F
R

U
S

, 1917, pp. 117

‒118.
（
93
）　

小
村
欣
一
「
支
那
ニ
於
ケ
ル
勢
力
範
囲
撤
廃
ニ
付
テ
」、
一
九
一
七
年
九
月
、「
支
那
政
見
雑
纂
」
第
三
巻
（
外
務
省
史
料
﹇R

ef. B03030276900

﹈）。

（
94
）　

も
っ
と
も
小
村
は
、
石
井
案
の “Speicail P

osition ”  

よ
り
強
い
表
現
が
必
要
で
あ
る
と
こ
の
意
見
書
中
で
主
張
し
て
い
る
。

（
95
）　
「
雲
南
省
方
面
ニ
於
ケ
ル
仏
国
ノ
特
殊
地
位
ニ
関
ス
ル
仏
国
政
府
ノ
提
議
ニ
対
ス
ル
日
本
政
府
ノ
態
度
試
案
」、
一
九
一
七
年
三
月
？
（『
外
文
』
⑥―

三
）
七
〇
三

―

七
〇
四
頁
（
七
二
四
文
書
）。F

R
U

S
, 1917, pp. 117, 169.

（
96
）　

こ
の
考
え
は
、
外
務
省
の
公
式
見
解
で
も
あ
っ
た
。
注
（
96
）
の
『
外
文
』
七
二
四
文
書
、
七
〇
三―

七
〇
四
頁
。

（
97
）　

ラ
ン
シ
ン
グ
は
一
月
の
佐
藤
大
使
と
の
会
談
で
、
満
蒙
と
山
東
の
違
い
を
特
に
強
調
し
、
ア
メ
リ
カ
は
こ
れ
ま
で
山
東
に
お
け
る
「
特
殊
権
益
」（special 

interests

）
の
存
在
を
認
め
た
こ
と
は
な
い
と
、
ド
イ
ツ
権
益
の
継
承
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
側
の
態
度
を
探
ろ
う
と
す
る
佐
藤
に
釘
を
刺
し
て
い
る
。M

em
orandum

, 

25 January 1917, F
R

U
S

, 1917, pp. 117

‒118; A
sada, op. cit., pp. 30

‒31, 36

‒37.

（
98
）　

注
（
65
）
を
参
照
。

（
99
）　

M
em

orandum
 by L

ansing, 22 Septem
ber 1917,  L

a
n

sin
g P

a
p

ers, II, p. 435.

（
100
）　

注
（
78
）
の
『
原
敬
日
記
』。

（
101
）　

閣
議
決
定
、
一
九
一
七
年
七
月
二
〇
日
（『
主
要
文
書
』
上
）
四
三
七―

四
三
八
頁
。

（
102
）　

林
公
使
よ
り
本
野
外
相
、
一
九
一
七
年
七
月
二
〇
日
（『
外
文
』
⑥―

二
）
九
七―

九
九
頁
（
一
四
二
文
書
）。

（
103
）　

林
公
使
よ
り
本
野
外
相
、
一
九
一
七
年
四
月
一
三
日
（『
外
文
』
⑥―

二
）
三
五
二―

三
五
三
頁
（
四
〇
五
文
書
）。
同
、
同
年
五
月
一
一
日
（『
外
文
』
⑥―

三
）

七
〇
五―

七
〇
六
頁
（
七
二
五
文
書
）。

（
104
）　

北
岡
、
前
掲
書
、
一
九
六―

二
〇
六
頁
。
坂
野
潤
治
、
前
掲
書
、
九
四―

九
五
頁
。
平
野
、
前
掲
論
文
、
二
九
一―

二
九
二
頁
。
斎
藤
聖
二
「
寺
内
内
閣
と
西
原

亀
三
」（『
国
際
政
治
』
第
七
五
号
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
）
一
二―
二
九
頁
。
波
多
野
、
前
掲
書
、
二
八
四
頁
。

（
105
）　

前
掲
『
幣
原
喜
重
郎
』
九
四
頁
。
前
掲
『
小
幡
酉
吉
伝
』
二
〇
五―
二
〇
七
頁
。

（
106
）　
「
支
那
に
関
す
る
外
交
政
策
の
綱
領
」、
一
九
一
三
年
（『
主
要
文
書
』
上
）
三
七
五―

三
七
六
頁
。
林
、
前
掲
書
、
三
一
三―

三
二
二
頁
。
参
戦
直
後
の
山
東
占
領

過
程
で
も
、
外
務
省
と
陸
軍
の
対
立
が
起
こ
っ
て
い
る
。
大
山
梓
『
日
本
外
交
史
話
』（
鳳
書
房
、
一
九
八
九
年
）
二
〇
二―

二
一
三
頁
。

（
107
）　

作
成
者
不
明
「
対
支
方
針
大
綱
決
定
ニ
伴
ヒ
施
設
ス
ベ
キ
綱
目
」、
一
九
一
七
年
一
月
六
日
、「
対
外
政
策
並
態
度
関
係
雑
纂
／
対
支
那
之
部
／
本
野
大
臣
（
極
秘
）

松
本
記
録
」（
外
務
省
史
料
﹇R

ef. B03030013200

﹈）。

　
（
一
五
九
三
）
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（
108
）　

当
該
期
の
日
中
関
係
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
臼
井
勝
美
『
日
本
と
中
国―

大
正
時
代
』（
原
書
房
、
一
九
七
二
年
）
が
最
も
良
く
ま
と
ま
っ
た
研
究
で
あ
る
。

一
九
一
七
年
の
援
段
政
策
は
、
斎
藤
聖
二
「
寺
内
内
閣
に
お
け
る
援
段
政
策
の
確
立
経
緯
」（『
国
際
政
治
』
第
八
三
号
、
一
九
八
六
年
一
〇
月
）
一
四
三―

一
六
一

頁
に
詳
し
い
。

（
109
）　

本
野
外
相
よ
り
林
公
使
、
一
九
一
七
年
七
月
二
七
日
、
八
月
二
二
日
（『
外
文
』
⑥―

二
）
一
八
五
、二
〇
四―

二
〇
五
頁
（
二
二
七
、二
四
一
文
書
）。
林
公
使
よ

り
本
野
外
相
、
同
年
八
月
一
七
日
、
一
九
日
（
同
右
）
二
〇
三―

二
〇
四
頁
（
二
三
九
、二
四
〇
文
書
）。
政
治
借
款
の
債
券
発
行
は
、
日
本
唯
一
の
借
款
団
加
盟
銀

行
で
あ
る
横
浜
正
金
銀
行
が
あ
た
っ
て
い
た
。

（
110
）　

当
時
の
中
国
の
政
治
状
況
に
つ
い
て
、
最
近
の
研
究
を
踏
ま
え
た
簡
潔
な
説
明
は
、
菊
池
秀
明
『
ラ
ス
ト
エ
ン
ペ
ラ
ー
と
近
代
中
国―

清
末 

中
華
民
国
』（
講
談

社
、
二
〇
〇
五
年
）
第
五
章
、
特
に
一
九
六―

二
〇
〇
頁
。

（
111
）　

斎
藤
、
前
掲
「
寺
内
内
閣
と
西
原
亀
三―

対
中
国
政
策
の
初
期
段
階
」
一
三―

一
四
頁
。
勝
田
龍
夫
『
中
国
借
款
と
勝
田
主
計
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、

一
九
七
二
年
）
三
三―

三
五
頁
。Yoshihisa T

ak M
atsusaka, T

h
e M

a
kin

g of Ja
p

a
n

ese M
a

n
ch

u
ria

, 1904

‒1932 (C
am

bridge, M
ass. and L

ondon: 

H
arvard U

niversity A
sia C

enter, 2001), pp. 198

‒207.  

寺
内
内
閣
の
「
実
業
借
款
」
は
、
朝
鮮
、
台
湾
、
日
本
興
業
の
三
行
が
引
き
受
け
手
で
あ
っ
た
。

（
112
）　

前
掲
『
原
敬
日
記
』
④
、
一
九
一
六
年
一
一
月
九
日
、
二
三
一
頁
。
斎
藤
、
前
掲
「
寺
内
内
閣
と
西
原
亀
三
」
一
五―

一
六
頁
。

（
113
）　

西
原
の
構
想
と
使
命
感
に
つ
い
て
は
、
森
川
、
前
掲
「
寺
内
内
閣
期
に
お
け
る
西
原
亀
三
の
対
中
国
『
援
助
』
政
策
構
想
」
に
詳
し
い
。

（
114
）　

ア
メ
リ
カ
に
よ
る
中
国
へ
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、
中
国
が
対
独
断
行
、
参
戦
に
至
る
ま
で
の
経
緯
は
、C

hi, op
. cit., C

hapter V.

（
115
）　

西
原
に
よ
る
参
戦
問
題
交
渉
と
そ
の
時
の
条
件
提
示
に
つ
い
て
は
、
斎
藤
、
前
掲
「
寺
内
内
閣
と
西
原
亀
三
」
一
九―

二
三
頁
、
同
、
前
掲
「
寺
内
内
閣
に
お
け

る
援
段
政
策
の
確
立
経
緯
」
一
四
四―

一
四
七
頁
。

（
116
）　

林
公
使
よ
り
本
野
外
相
、
一
九
一
七
年
三
月
二
五
日
（『
外
文
』
⑥―

二
）
二
六
〇―

二
六
一
頁
（
二
九
三
文
書
）。
菊
池
、
前
掲
書
、
一
九
八
頁
。
在
英
珍
田
大

使
よ
り
本
野
外
相
、
同
年
年
一
月
二
七
日
、
二
月
二
日
（
同
右
）
一
四
五―
一
四
六
、一
四
八―

一
五
〇
頁
頁
（
一
九
八
、二
〇
一
文
書
）。

（
117
）　

森
川
、
前
掲
「
寺
内
内
閣
期
に
お
け
る
西
原
亀
三
の
対
中
国
『
援
助
』
政
策
構
想
」、
一
二
七―

一
三
〇
頁
。
斎
藤
、
前
掲
「
寺
内
内
閣
に
お
け
る
援
段
政
策
の
確

立
経
緯
」
一
四
七―

一
四
九
頁
。

（
118
）　

林
公
使
よ
り
本
野
外
相
、
一
九
一
七
年
三
月
一
七
日
（『
外
文
』
⑥―

三
）
三
八
七―
三
八
九
頁
（
三
八
〇
文
書
）。

（
119
）　

林
公
使
よ
り
本
野
外
相
、
一
九
一
七
年
八
月
一
七
日
（『
外
文
』
⑥―

二
）
二
七
二―
二
七
三
頁
（
三
一
一
文
書
）。

（
120
）　

本
野
外
相
よ
り
林
公
使
、
一
九
一
七
年
八
月
二
五
日
、
九
月
二
三
日
（『
外
文
』
⑥―

二
）
二
七
三―

二
七
六
頁
（
三
一
二
、三
一
六
文
書
）。

　
（
一
五
九
四
）
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（
121
）　

林
公
使
よ
り
本
野
外
相
、
一
九
一
七
年
九
月
二
九
日
（『
外
文
』
⑥―

二
）
二
七
七
頁
（
三
一
九
文
書
）。
勝
田
蔵
相
よ
り
本
野
外
相
、
同
年
一
〇
月
三
日
（
同
右
）

二
七
七―

二
七
八
頁
（
三
二
二
文
書
）。
本
野
外
相
よ
り
林
公
使
、
同
年
一
〇
月
四
日
（
同
右
）
二
七
八
頁
（
三
二
三
文
書
）。

（
122
）　

林
は
、
中
国
銀
行
に
対
す
る
資
金
供
与
自
体
に
は
か
な
り
前
向
き
で
あ
っ
た
が
、「
大
借
款
」
の
「
前
貸
」
と
し
て
、
借
款
団
で
の
手
続
き
を
経
た
上
で
実
施
す
べ

き
こ
と
を
本
国
に
主
張
し
て
い
る
。
林
公
使
よ
り
本
野
外
相
、
一
九
一
七
年
九
月
一
五
日
、
二
七
日
（『
外
文
』
⑥―

二
）
二
二
二―

二
二
四
頁
（
二
四
九
、二
五
〇

文
書
）。
本
野
外
相
よ
り
林
公
使
、
同
年
九
月
二
九
日
（
同
右
）
二
二
四
頁
（
二
五
一
文
書
）。
な
お
林
は
北
京
政
府
が
借
款
団
に
申
請
書
を
送
る
際
に
、
円
表
記
だ

っ
た
希
望
金
額
を
、
ポ
ン
ド
に
変
更
さ
せ
る
な
ど
、
周
到
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
。
林
公
使
よ
り
本
野
外
相
、
同
年
一
〇
月
一
一
日
（
同
右
）
二
二
五―

二
二
六
頁

（
二
五
四
文
書
）。

（
123
）　

北
岡
、
前
掲
書
、
二
一
七―

二
一
八
頁
。
林
公
使
ニ
対
ス
ル
内
訓
覚
書
、
一
九
一
八
年
三
月
八
日
閣
議
報
告
済
（『
外
文
』
⑦―

二―

上
）
二―

三
頁
（
一
文
書
）。

（
124
）　

林
よ
り
本
野
外
相
、
一
九
一
八
年
四
月
一
二
日
、
二
一
日
（『
外
文
』
⑦―

二―

上
）
四―

七
頁
（
三
、五
文
書
）。
二
月
の
第
一
課
の
覚
書
は
、「
大
正
七
年
二
月

二
二
日
在
京
林
公
使
ノ
依
頼
ニ
ヨ
リ
起
草　

寺
内
首
相
本
野
外
相
ヘ
提
出
ノ
筈
」、
一
九
一
八
年
二
月
二
二
日
、「
支
那
政
見
雑
纂
」
第
三
巻
（
外
務
省
史
料
﹇R

ef. 

B03030277500

﹈）。
南
方
派
へ
の
配
慮
の
他
に
、「
対
支
軍
隊
的
施
設
ヲ
根
本
的
ニ
変
更
」、「
勢
力
範
囲
ノ
撤
退
、
租
借
地
の
返
還
」
等
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
同
覚

書
に
つ
い
て
は
義
和
団
事
件
賠
償
金
還
附
問
題
を
中
心
に
、
熊
本
、
前
掲
「
外
務
省
『
対
支
文
化
事
業
』
の
創
出
経
緯
」
二
四
一―

二
四
五
頁
が
詳
細
な
検
討
を
加

え
て
い
る
。

（
125
）　

西
原
借
款
の
全
容
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
武
雄
「
解
題
」（
同
監
修
『
西
原
借
款
資
料
研
究
』﹇
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
年
﹈）
五―

五
七
頁
。

（
126
）　

ア
メ
リ
カ
の
鉄
輸
出
禁
止
に
対
す
る
、日
本
の
特
に
経
済
界
の
反
応
に
つ
い
て
は
、木
村
昌
人
『
財
界
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
日
米
外
交
』（
山
川
出
版
社
、一
九
九
七
年
）

六
九―

七
二
頁
。

（
127
）　

以
上
は
、
西
原
が
北
京
で
陸
宗
輿
と
結
ん
だ
覚
書
を
元
に
、
寺
内
、
勝
田
、
後
藤
新
平
（
四
月
よ
り
外
相
に
就
任
）
の
協
議
を
経
て
作
成
さ
れ
た
「
指
示
事
項
」
に

よ
っ
て
、
西
原
に
実
施
が
命
じ
ら
れ
た
。
臼
井
、
前
掲
書
、
一
二
三―
一
二
七
頁
。
北
岡
伸
一
、
前
掲
書
、
二
二
〇―

二
二
一
頁
。
勝
田
主
計
蔵
相
よ
り
後
藤
新
平

外
相
、
一
九
一
八
年
五
月
二
三
日
、
附
属
書
「
西
原
ニ
対
ス
ル
指
示
事
項
」（『
外
文
』
⑦―

二―

下
）
七
九
八―

八
〇
一
頁
（
七
六
七
文
書
）。

（
128
）　
「
勝
田
蔵
相
ヨ
リ
西
原
ニ
対
ス
ル
指
示
事
項
中
注
意
ヲ
要
ス
ル
点
ニ
関
ス
ル
外
務
省
調
書
」、
日
付
不
明
（『
外
文
』
⑦―

二―

下
）
八
〇
一―

八
〇
六
頁
（
七
六
七

文
書
）。

（
129
）　

前
掲
『
幣
原
喜
重
郎
』
一
一
四―

一
一
五
頁
。
前
掲
『
小
幡
酉
吉
伝
』
二
〇
九
頁
。
鈴
木
、
前
掲
論
文
、
七―

八
頁
。

（
130
）　

後
藤
外
相
よ
り
林
公
使
、
一
九
一
八
年
五
月
二
九
日
（『
外
文
』
⑦―

二―

下
）
八
〇
七―
八
〇
八
頁
（
七
七
一
文
書
）。

　
（
一
五
九
五
）
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（
131
）　

林
公
使
よ
り
後
藤
外
相
、
一
九
一
八
年
五
月
三
〇
日
、
三
一
日
（『
外
文
』
⑦―

二―

下
）
八
一
〇―

八
一
三
頁
（
七
七
五
、七
七
六
文
書
）。

（
132
）　

西
原
よ
り
大
蔵
省
秘
書
官
、
同
年
六
月
一
日
（『
外
文
』
⑦―

二―

下
）
八
一
五―

八
一
六
頁
（
七
七
八
文
書
）。

（
133
）　

林
公
使
よ
り
後
藤
外
相
、
一
九
一
八
年
六
月
二
日
（『
外
文
』
⑦―

二―

下
）
八
一
六―

八
一
七
頁
（
七
七
九
文
書
）。
西
原
は
、
曹
汝
霖
が
烟
酒
借
款
断
行
の
覚

悟
を
要
し
て
い
る
と
、
本
国
に
強
調
し
て
い
る
。
西
原
よ
り
大
蔵
省
秘
書
官
、
同
日
（
同
右
）
八
一
八
頁
（
七
八
〇
文
書
）。

（
134
）　

注
（
一
三
三
）（
七
七
九
文
書
）
及
び
林
公
使
よ
り
後
藤
外
相
、
一
九
一
八
年
六
月
五
日
（『
外
文
』
⑦―

二―

下
）
八
二
四―

八
二
六
頁
（
七
八
六
文
書
）。

（
135
）　

林
公
使
よ
り
後
藤
外
相
、
一
九
一
八
年
六
月
一
一
日
（『
外
文
』
⑦―

二―

下
）
八
三
六―

八
三
七
頁
（
七
九
九
文
書
）。

（
136
）　

外
務
省
意
見
「
吉
黒
両
省
森
林
鉱
山
」、
一
九
一
八
年
六
月
八
日
（『
外
文
』
⑦―

二―

下
）
八
三
三
頁
（
七
九
三
文
書
）。「
大
正
七
年
六
月
八
日
浄
書
ノ
上
大
臣

ニ
提
出
」。
な
お
、
中
国
の
金
鉱
は
、
建
前
上
は
す
べ
て
国
有
で
あ
っ
た
。

（
137
）　

林
公
使
よ
り
後
藤
外
相
、
一
九
一
八
年
六
月
一
二
日
（『
外
文
』
⑦―

二―

下
）
八
三
七―

八
三
九
頁
（
八
〇
一
文
書
）。

（
138
）　
「
右
外
務
省
意
見
ニ
対
ス
ル
大
蔵
大
臣
ノ
見
解
」、
一
九
一
八
年
六
月
？
（『
外
文
』
⑦―

二―

下
）
八
三
四
頁
（
七
九
三
文
書
）。
勝
田
蔵
相
よ
り
在
北
京
小
林
財

務
官
、
同
年
年
六
月
八
日
（
同
右
）
八
三
四
頁
（
七
九
四
文
書
）。

（
139
）　

杉
大
蔵
省
秘
書
官
よ
り
西
原
、
一
九
一
八
年
六
月
八
日
、
一
二
日
（『
外
文
』
⑦―

二―

下
）
八
二
一―

八
二
二
、八
三
七
頁
（
七
八
四
、八
〇
〇
文
書
）。

（
140
）　

西
原
よ
り
勝
田
蔵
相
、
一
九
一
八
年
六
月
六
日
、
一
五
日
（『
外
文
』
⑦―

二―

下
）
八
三
〇
、八
四
三―

八
四
四
頁
（
七
九
〇
、八
〇
四
文
書
）。

（
141
）　

西
原
よ
り
勝
田
蔵
相
、
一
九
一
八
年
六
月
一
八
日
（『
外
文
』
⑦―

二―

下
）
八
五
六―

八
五
七
頁
（
八
一
七
文
書
）。

（
142
）　

西
原
よ
り
杉
大
蔵
省
秘
書
官
、
一
九
一
八
年
六
月
一
七
日
（『
外
文
』
⑦―

二―

下
）
八
五
〇
頁
（
八
一
〇
文
書
）。
西
原
よ
り
勝
田
蔵
相
、
同
年
六
月
二
〇
日
（
同

右
）
八
六
〇―

八
六
一
頁
（
八
二
一
文
書
）。

（
143
）　

西
原
よ
り
杉
大
蔵
省
秘
書
官
、
一
九
一
八
年
六
月
一
七
日
（『
外
文
』
⑦―

二―

下
）
八
五
〇
頁
（
八
一
〇
文
書
）。

（
144
）　

西
原
よ
り
杉
大
蔵
省
秘
書
官
、
一
九
一
八
年
六
月
七
日
（『
外
文
』
⑦―
二―

下
）
八
三
一
頁
（
七
九
二
文
書
）。
西
原
よ
り
勝
田
蔵
相
、
同
年
六
月
一
九
日
（
同
右
）

八
五
八
頁
（
八
一
八
文
書
）。
西
原
よ
り
杉
大
蔵
省
秘
書
官
、
同
年
六
月
一
九
日
（
同
右
）
八
五
八―

八
五
九
頁
（
八
一
九
文
書
）。
林
公
使
よ
り
後
藤
外
相
、
同
年

七
月
四
日
（
同
右
）
八
六
九―

八
七
〇
頁
（
八
四
二
文
書
）。
西
原
よ
り
杉
大
蔵
省
秘
書
官
、
同
年
七
月
二
日
（
同
右
）
八
六
八
頁
（
八
三
八
文
書
）。

（
145
）　

西
原
よ
り
杉
大
蔵
省
秘
書
官
、
一
九
一
八
年
七
月
二
日
、
四
日
（『
外
文
』
⑦―
二―
下
）
八
六
八
、八
七
〇―

八
七
一
頁
（
八
三
八
、八
四
四
文
書
）。

（
146
）　

西
原
よ
り
勝
田
、
一
九
一
八
年
七
月
九
日
（『
外
文
』
⑦―

二―

下
）
八
七
七―

八
七
八
頁
（
八
五
二
文
書
）
に
引
用
の
西
原
宛
勝
田
電
報
（
七
月
六
日
発
）。
な

お
同
時
期
、
勝
田
・
大
蔵
省
と
西
原
の
関
係
自
体
も
、
中
国
の
幣
制
改
革
（
金
券
問
題
）
を
め
ぐ
っ
て
悪
化
し
て
い
た
。
勝
田
、
前
掲
書
、
一
五
一―

一
六
五
頁
。
森

　
（
一
五
九
六
）
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川
、
前
掲
「
寺
内
内
閣
期
に
お
け
る
西
原
亀
三
の
対
中
国
『
援
助
』
政
策
構
想
」
一
三
一―

一
三
六
頁
。

（
147
）　

林
公
使
よ
り
後
藤
外
相
、
一
九
一
八
年
八
月
二
二
日
（『
外
文
』
⑦―

二―

下
）
九
一
一―

九
一
三
頁
（
八
九
八
文
書
）。
後
藤
は
外
交
問
題
や
外
務
省
内
を
あ
ま

り
掌
握
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
幣
原
喜
重
郎
『
外
交
五
十
年
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、一
九
九
八
年
）
二
九
一
頁
。
底
本
は
読
売
新
聞
社
、一
九
五
一
年
刊
。

（
148
）　

前
掲
『
原
敬
日
記
』
④
、
四
一
三
頁
。
勝
田
、
前
掲
書
、
一
一
八
頁
。
幣
原
、
前
掲
書
、
二
九
五
頁
。

（
149
）　

林
公
使
よ
り
後
藤
外
相
、
一
九
一
八
年
八
月
二
八
日
（『
外
文
』
⑦―

二―

下
）
九
一
三―

九
一
四
頁
（
九
〇
一
文
書
）。

（
150
）　
「
製
鉄
廠
借
款
等
ニ
対
ス
ル
外
務
省
意
見
」、
一
九
一
八
年
九
月
一
三
日
（『
外
文
』
⑦―

二―

下
）
九
二
三―

九
二
五
頁
（
九
〇
五
文
書
）。「
後
藤
大
臣
ノ
命
ニ
ヨ

リ
起
草
提
出
」、「
本
意
見
ニ
基
キ
林
公
使
（
一
四
日
帰
京
）
ト
協
議
ノ
上
、
首
相
蔵
相
ニ
会
談
ノ
筈
（
小
村
）」。

（
151
）　
「
支
那
ニ
於
ケ
ル
治
外
法
権
撤
廃
ノ
必
要
性
並
ビ
ニ
其
帝
国
ニ
及
ボ
ス
利
益
及
右
撤
廃
ニ
関
ス
ル
措
置
」、
一
九
一
八
年
八
月
一
〇
日
、「
支
那
政
見
雑
纂
」
第
三
巻

（
外
務
省
史
料
﹇R

ef. B03030276800

﹈）。

（
152
）　

ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
構
想
が
講
和
会
議
に
む
け
て
具
体
化
す
る
過
程
に
つ
い
て
は
、K

nock, op
. cit., C

hapter 9.  

ア
ー
サ
ー
・
Ｓ
・
リ
ン
ク
（
松
延
慶
二
、
菅
英
輝
訳
）

『
地
球
時
代
の
先
駆
者―

外
政
家
ウ
ィ
ル
ソ
ン
』（
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
七
九
年
）
第
三
、四
章
も
参
照
。
原
著
はA

rthur S. L
ink, W

ilson
 th

e D
ip

lom
a

tist 

(B
altim

ore, M
d: T

he Johns H
opkins U

niversity P
ress, 1957). 

ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
ロ
シ
ア
革
命
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
は
、M

ayer, op
. cit., pp. 245

‒393; 

L
evin, op

. cit., chapter I-III. 

イ
ギ
リ
ス
の
講
和
に
向
け
た
動
き
に
つ
い
て
は
、M

ichael L
. D

ockrill and J. D
ouglas G

oold, P
ea

ce w
ith

ou
t P

rom
ise: 

B
rita

in
 a

n
d

 th
e P

ea
ce C

on
feren

ces 1919

‒23 (H
am

den, C
onnecticut: A

rchon B
ooks, 1980), chapter 1.

（
153
）　

ウ
ィ
ル
ソ
ン
や
イ
ギ
リ
ス
の
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
の
理
念
が
、
戦
後
構
想
に
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
た
思
想
的
・
社
会
的
背
景
に
つ
い
て
は
、M

ayer, op
. cit., pp. 22

‒

58; G
eorge W

. E
gerton,  “Ideology, D

iplom
acy, and International O

rganization: W
ilsonism

 and the L
ague of N

ations in A
nglo-A

m
erican R

elations, 

1918

‒1920, ” In
: B

. J. C
. M

ckerch
er (ed

.), A
n

glo-A
m

erica
n

 R
ela

tion
s in

 th
e 1

9
2

0
s: T

h
e S

tru
ggle for S

u
p

rem
a

cy
 (A

lberta, C
an

ad
a: T

h
e 

U
niversity of A

lberta P
ress, 1990), pp. 19

‒20.

（
154
）　

鈴
木
、
前
掲
論
文
、
三
一―

三
三
頁
。

（
155
）　

細
谷
千
博
『
シ
ベ
リ
ア
出
兵
の
史
的
研
究
』（
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
）。
底
本
は
有
斐
閣
、
一
九
五
五
年
刊
。
同
『
両
大
戦
間
の
日
本
外
交
』（
岩
波
書
店
、

一
九
八
八
）
第
二
章
。
高
原
、
前
掲
書
、
第
三
章
。L

evin,  op
. cit., C

hapter V
II; A

 M
em

orandum
 

﹇D
raft M

inutes of Im
perial W

ar C
abinet 47

﹈, 30 

D
ecem

ber 1918, P
W

W
, V

ol.  53, p. 560.

（
156
）　
「
講
和
ノ
基
礎
条
件
ノ
東
洋
ニ
於
ケ
ル
帝
国
ノ
地
位
ニ
及
ボ
ス
影
響
ニ
就
テ
」、
日
付
不
明
、「
支
那
政
見
雑
纂
」
第
三
巻
（
外
務
省
史
料
﹇R

ef. B03030277800

﹈）。

　
（
一
五
九
七
）



対
列
強
協
調
か
ら
対
米
協
調
へ

 

二
九
二

同
志
社
法
学　

五
八
巻
四
号

小
村
の
印
あ
り
。
武
者
小
路
第
二
課
長
の
閲
了
印
あ
り
。
一
九
一
八
年
九
月
二
七
日
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
演
説
に
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
一
〇
月
に
起

草
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
157
）　

A
n A

ddress to a Joint Session of C
ongress

﹇
一
四
ヶ
条
演
説
﹈, 8 January 1918, P

W
W

, V
ol. 45, pp. 534

‒539; A
n A

ddress at M
ount V

eron

﹇
四
原
則
演

説
﹈, 4 July 1918, P

W
W

, V
ol. 48, pp. 514

‒517.

（
158
）　

山
東
問
題
を
除
い
て
、
信
託
委
任
統
治
と
い
う
形
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
結
果
的
に
は
小
村
の
予
想
通
り
旧
独
殖
民
地
問
題
は
処
理
さ
れ
る
。
高
原
、
前
掲
書
、
第

四
章
第
三
節
。
も
っ
と
も
山
東
の
処
理
に
関
し
て
は
、
小
村
は
中
国
問
題
の
枠
内
で
捉
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
159
）　

こ
の
点
は
、
内
田
外
相
や
林
権
助
も
中
国
要
人
に
強
調
し
て
い
る
。『
翠
雨
荘
日
記
』
三
四
九
頁
。
林
公
使
よ
り
内
田
外
相
、
一
九
一
八
年
一
一
月
二
六
日
（『
外
文
』

⑦―

三
）
六
三
七
頁
（
五
一
八
文
書
）。
さ
ら
に
小
村
は
中
国
側
に
実
施
を
迫
る
べ
き
事
項
を
別
に
ま
と
め
て
い
る
。
小
村
欣
一
「
講
和
ニ
際
シ
支
那
其
他
ニ
於
ケ

ル
排
外
的
施
設
撤
廃
ニ
関
ス
ル
件
」、
日
付
不
明
、「
支
那
政
見
雑
纂
」
第
三
巻
（
外
務
省
史
料
﹇R

ef. B03030277900

﹈）。「
排
外
的
施
設
」
と
は
中
国
が

0

0

0

外
国
人
の

経
済
・
社
会
活
動
に
課
し
て
い
る
制
限
の
こ
と
で
あ
る
。
小
村
は
日
本
が
「
公
正
ナ
ル
方
針
」
を
採
用
す
る
と
同
時
に
、「
支
那
ニ
対
シ
正
当
ニ
反
省
ヲ
求
メ
得
ベ
キ

事
項
ハ
手
段
尽
シ
テ
其
匡
正
ヲ
図
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
帝
国
ノ
対
支
経
済
的
発
展
ノ
為
ニ
必
要
ニ
シ
テ
、
又
帝
国
ト
シ
テ
モ
之
ヲ
支
那
ニ
促
ス
ニ
何
等
躊
躇
ス
ベ
キ
謂
レ

ナ
シ
」
と
主
張
し
て
い
る
。
小
村
の
「
新
外
交
」
呼
応
論
が
単
な
る
理
想
主
義
で
な
か
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
よ
う
。「
大
臣
」
の
サ
イ
ン
あ
り
。

（
160
）　

原
敬
に
よ
る
外
交
政
策
の
「
転
換
」
に
つ
い
て
は
、
三
谷
、
前
掲
『
増
補 

日
本
政
党
政
治
の
形
成
』
第
二
部
。
外
交
・
内
政
両
面
に
わ
た
っ
て
原
の
国
家
構
想
を

統
一
的
に
説
明
し
た
研
究
と
し
て
は
、
川
田
、
前
掲
書
。

（
161
）　

前
掲
『
原
敬
日
記
』
⑤
、
一
九
一
八
年
九
月
二
九
日
、
一
七
頁
。
内
田
康
哉
伝
記
編
纂
委
員
会
・
鹿
島
平
和
研
究
所
『
内
田
康
哉
』（
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、

一
九
六
九
年
）
二
三
〇
頁
。

（
162
）　

三
谷
、
前
掲
『
増
補 

日
本
政
党
政
治
の
形
成
』
三
〇
九―

三
一
一
頁
。

（
163
）　

そ
の
他
の
出
席
者
に
、
高
橋
是
清
蔵
相
、
大
塚
農
商
務
省
、
広
田
弘
毅
外
相
秘
書
官
。「
対
華
借
款
問
題
会
議
議
事
」、
一
九
一
八
年
一
一
月
一
一
日
（『
主
要
文
書
』）

四
七
二
頁
。

（
164
）　

服
部
龍
二
『
東
ア
ジ
ア
国
際
環
境
の
変
動
と
日
本
外
交 

一
九
一
八―

一
九
三
一
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
一
年
）
二
三―

二
四
頁
。

（
165
）　

関
静
雄
『
日
本
外
交
の
基
軸
と
展
開
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
〇
年
）
二
二
八―
二
二
九
頁
。

（
166
）　

波
多
野
、
前
掲
書
、
二
七
八
頁
。

（
167
）　

前
掲
『
幣
原
喜
重
郎
』
一
三
六―

一
三
七
頁
。
西
田
、
前
掲
論
文
、
九
六―

九
七
頁
。
林
権
助
は
日
本
の
経
済
的
利
益
か
ら
い
っ
て
も
「
勢
力
範
囲
ノ
裁
撤
事
態

　
（
一
五
九
八
）



対
列
強
協
調
か
ら
対
米
協
調
へ

 

二
九
三

同
志
社
法
学　

五
八
巻
四
号

ハ
主
義
上
結
構
ナ
ル
儀
」
と
内
田
に
進
言
し
て
い
た
。
林
公
使
よ
り
内
田
外
相
、一
九
一
八
年
一
二
月
一
日
（『
外
文
』
⑦―

三
）
六
四
四―

六
四
五
頁
（
五
二
二
文
書
）。

（
168
）　

牧
野
の
外
交
意
見
書
は
、
小
林
龍
夫
編
『
翠
雨
荘
日
記―

伊
東
家
文
書 

臨
時
外
交
調
査
委
員
会
会
議
筆
記
等
』（
原
書
房
、
一
九
六
六
年
）
三
三
三―

三
三
四
頁

（
一
九
一
八
年
一
二
月
八
日
の
外
交
調
査
会
）。
小
村
起
草
の
文
書
は
、「
講
和
会
議
の
大
勢
が
日
本
の
将
来
に
及
ぼ
す
影
響
及
び
之
に
処
す
る
の
方
策
」、
一
九
一
八

年
一
一
月
三
〇
日
、
牧
野
伸
顕
文
書
322
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
）。
牧
野
も
外
務
省
出
身
で
、
ま
た
内
田
の
前
に
外
相
就
任
を
要
請
さ
れ
る
な
ど
原
と
は
す

こ
ぶ
る
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。
注
（
161
）
参
照
。

（
169
）　

外
務
省
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
外
務
省
の
百
年
』
上
（
原
書
房
、
一
九
六
九
年
）
六
九
七―

七
〇
一
頁
。「『
ウ
ヰ
ル
ソ
ン
』
一
四
箇
条
ニ
対
ス
ル
意
見
案
」、

一
九
一
八
年
一
一
月
一
三
日
、
外
務
省
政
務
局
「
講
和
条
約
ニ
規
定
セ
ラ
ル
ベ
キ
帝
国
ノ
要
求
条
件
」、
一
九
一
八
年
一
一
月
一
八
日
（
前
掲
『
翠
雨
荘
日
記
』）

二
八
五―

二
八
六
、三
一
〇―

三
一
四
頁
。

（
170
）　

一
二
月
二
日
の
外
交
調
査
会
で
も
牧
野
は
、
従
来
の
日
本
外
交
が
「『
霞
ヶ
関
外
交
』『
私
人
ノ
外
交
』『
軍
人
ノ
外
交
』」
の
「
三
方
鼎
立
」
と
諸
外
国
か
ら
み
な

さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
前
掲
『
翠
雨
荘
日
記
』
三
二
七
頁
。「
私
人
ノ
外
交
」
は
、
主
に
西
原
に
よ
る
日
中
交
渉
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
171
）　

内
田
康
哉
外
相
よ
り
珍
田
大
使
、
一
九
一
八
年
一
二
月
二
六
日
（『
外
文
』
⑦―

三
）
六
六
五―

六
七
八
頁
（
五
三
八
文
書
）。
日
本
の
講
和
会
議
方
針
の
策
定
過

程
の
詳
細
に
関
し
て
は
、
前
掲
拙
稿
、
八
七―

九
五
頁
。

（
172
）　
「
講
和
会
議
ニ
関
ス
ル
意
見
書
」、
牧
野
文
書 
331‒

2
。
前
掲
『
原
敬
日
記
』
⑤
、
一
九
一
八
年
一
二
月
八
日
、
四
八
頁
。

（
173
）　
「
一
二
月
三
〇
日
松
井
大
使
ヘ
ノ
回
訓
参
考
並
追
加
ト
シ
テ
政
務
局
長
ヘ
提
出
」、
一
九
一
八
年
一
二
月
三
〇
日
、「
支
那
政
見
雑
纂
」
第
三
巻
（
外
務
省
史
料
﹇R

ef. 

B03030278700

﹈）。

（
174
）　
「
一
二
月
三
〇
日
松
井
大
使
ヘ
ノ
回
訓
参
考
並
追
加
ト
シ
テ
政
務
局
長
ヘ
提
出
」、
日
付
不
明
、「
支
那
政
見
雑
纂
」
第
三
巻
（
外
務
省
史
料
、﹇R

ef. 

B03030278700

﹈）。
注
（
173
）
を
清
書
し
た
も
の
。
大
臣
閲
了
の
サ
イ
ン
あ
り
。

（
175
）　
「
帝
国
ニ
於
テ
今
回
ノ
国
際
連
盟
案
ニ
賛
同
ス
ル
ニ
先
立
チ

0

0

0

0

0

0

0

0

国
際
連
盟
ノ
本
旨
タ
ル
永
久
平
和
確
立
ノ
見
地
ヨ
リ
此
ノ
機
会
ニ
於
テ
主
張
附
加

0

0

0

0

シ
又
ハ
留
意

0

0

ス
ベ
キ

主
タ
ル
事
項
」、
日
付
不
明
、「
支
那
政
見
雑
纂
」
第
三
巻
（
外
務
省
史
料
﹇B03030278700

﹈）。
幣
原
の
他
に
、
埴
原
政
務
局
長
や
武
者
小
路
政
務
局
第
二
課
長
な

ど
が
署
名
（
花
押
）
あ
る
い
は
捺
印
し
て
い
る
。

（
176
）　
「
一
般
講
和
問
題
に
関
〔
聯
〕
し
考
慮
を
要
す
べ
き
事
項
」、
牧
野
文
書
292
。
全
体
の
内
容
か
ら
し
て
小
村
欣
一
の
起
草
と
思
わ
れ
る
。

（
177
）　
「
牧
野
男
ヨ
リ
請
訓
文
」、
一
九
一
九
年
二
月
（
前
掲
『
翠
雨
荘
日
記
』）
三
八
六―
三
八
七
頁
。

（
178
）　

同
右
、
三
九
三―

三
九
七
頁
。

　
（
一
五
九
九
）



対
列
強
協
調
か
ら
対
米
協
調
へ

 

二
九
四

同
志
社
法
学　

五
八
巻
四
号

（
179
）　
「
牧
野
全
権
宛
内
田
大
臣
訓
電
」
二
月
六
日
（
講
第
二
六
号
）、
牧
野
文
書 

291‒

2
。
内
田
外
相
よ
り
在
仏
松
井
慶
四
郎
大
使
、
一
九
一
九
年
二
月
四
日
（『
外
文
』

⑧―

三―

上
）
一
二
五
頁
（
一
〇
四
文
書
）。
外
交
調
査
会
了
承
の
回
訓
案
は
、
前
掲
『
翠
雨
荘
日
記
』
三
九
九―

四
〇
〇
頁
。
前
掲
『
原
敬
日
記
』
⑤
、
一
九
一
九

年
二
月
三
日
、
六
六
頁
。
外
交
調
査
会
の
影
響
力
低
下
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
、
一
〇
五―

一
〇
九
頁
。

（
180
）　
「
支
那
問
題
ニ
関
ス
ル
講
和
会
議
全
権
ヘ
ノ
回
訓
急
速
取
運
ノ
件
」、
一
九
一
九
年
三
月
下
旬
？
、「
支
那
政
見
雑
纂
」
第
三
巻
（
外
務
省
史
料
﹇R

ef. 

B03030278200

﹈）。「
大
臣
」、「
次
官
」、「
第
二
課
」
の
印
あ
り
。「
三
月
二
七
八
日
」
と
の
書
き
込
み
が
あ
る
が
、
当
時
の
も
の
か
は
不
明
。「『
ウ
ィ
ル
ソ
ン
』
氏

十
四
ヶ
条
ノ
件
ニ
関
ス
ル
先
例
」
と
は
、
お
そ
ら
く
注
（
175
）（
176
）
の
両
者
、
す
く
な
く
と
も
一
方
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
日
本
全
権
か
ら
の
報
告
・
請
訓
は
、
松

井
大
使
よ
り
内
田
外
相
、
一
九
一
九
年
三
月
五
日
（『
外
文
』
⑦―

三―

上
）
一
八
四
頁
、
一
八
七
頁
（
一
七
九
文
書
、
一
八
〇
文
書
、
一
八
二
文
書
）。

（
181
）　

内
田
外
相
よ
り
松
井
大
使
、
一
九
一
九
年
三
月
二
八
日
（『
外
文
』
⑧―

三―

上
）
二
〇
四―

二
〇
五
頁
（
一
九
七
文
書
）。
こ
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
西
田
、
前

掲
論
文
、
九
七
頁
に
教
え
ら
れ
た
。「
日
中
協
調
」
の
破
綻
と
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
強
硬
な
対
日
態
度
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
、
一
〇
三―

一
〇
五
頁
。

（
182
）　

関
、
前
掲
書
、
二
三
〇―

二
三
一
頁
。

（
183
）　

松
井
大
使
よ
り
内
田
外
相
、
一
九
一
九
年
四
月
二
二
日
（『
外
文
』
⑧―

三―

上
）
二
四
四―

二
四
七
頁
（
二
一
八
文
書
）。

（
184
）　

松
井
大
使
よ
り
内
田
外
相
、
一
九
一
九
年
四
月
二
三
日
（『
外
文
』
⑧―

三―

上
）
二
四
九―

二
五
〇
頁
（
二
二
〇
文
書
）。H

ankey's N
otes of a M

eeting of the 

C
ouncil of F

our, 22 A
pril 1919, P

W
W

, V
ol. 57, pp. 607

‒608; C
ou

n
cil of F

ou
r, V

ol. I, pp. 325

‒326.

（
185
）　

も
っ
と
も
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
が
牧
野
の
発
言
を
激
し
く
非
難
し
た
の
は
四
月
二
五
日
の
四
首
脳
会
談
で
あ
り
、
招
待
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
牧
野
ら
日
本
全
権
は

そ
の
事
実
を
知
ら
な
い
。
牧
野
の
発
言
を
め
ぐ
る
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
論
争
は
、C

ou
n

cil of F
ou

r, V
ol. 1, p. 379

‒380. 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
前

掲
拙
稿
、一
二
三―

一
二
四
頁
を
参
照
。
な
お
、  “the C

ouncil ’s official secretary ”  

で
、イ
ギ
リ
ス
代
表
団
の
事
務
局
の
責
任
者
で
も
あ
っ
た
ハ
ン
キ
ー
（M

aurice 

H
ankey

）
英
内
閣
官
房
長
官
が
作
成
し
た
議
事
録
に
は
、「
極
東
の
プ
ロ
シ
ア
」
に
関
す
る
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
発
言
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。P

W
W

, V
ol. 58, p. 

131.

（
186
）　

前
掲
『
翠
雨
荘
日
記
』
三
二
六
、三
三
四―

三
三
五
頁
。

（
187
）　

前
掲
『
翠
雨
荘
日
記
』
五
三
五
頁
。

（
188
）　
《
大
衆
政
治
家
》
で
あ
る
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
個
人
外
交
へ
の
反
発
か
ら
、大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
が
「
旧
外
交
」
へ
の
回
帰
を
主
張
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

陸
軍
を
中
心
と
し
た
大
陸
政
策
に
よ
っ
て
地
盤
沈
下
を
経
験
し
た
日
本
外
務
省
は
「
新
外
交
」
に
呼
応
、
も
し
く
は
「
接
近
」
し
た
と
も
言
え
よ
う
。
イ
ギ
リ
ス
外

務
省
の
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
外
交
ス
タ
イ
ル
へ
の
反
発
と
、
大
戦
後
の
古
典
的
外
交
ス
タ
イ
ル
へ
の
回
帰
は
、B

. J. C
. M

cK
ercher, “O

ld D
iplom

acy and N
ew

: 

　
（
一
六
〇
〇
）



対
列
強
協
調
か
ら
対
米
協
調
へ

 

二
九
五

同
志
社
法
学　

五
八
巻
四
号

T
he F

oreign O
ffice and F

oreign P
olicy, 1919

‒1939, ” in: M
. D

ockrill and B
. M

ckercher (eds.), D
ip

lom
a

cy a
n

d
 W

orld
 P

ow
er: S

tu
d

ies in
 B

ritish
 

F
oreign

 P
olicy, 1890

‒1950 (C
am

bridge, U
K

: C
am

bridge U
niversity P

ress, 1996), pp. 79

‒114.  

細
谷
雄
一
『
大
英
帝
国
の
外
交
官
』（
筑
摩
書
房
、

二
〇
〇
五
年
）
第
二
章
、
特
に
八
一―

八
四
も
参
照
。
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
に
お
け
る
日
本
の
「
新
外
交
」
へ
の
接
近
は Sadao A

sada, “B
etw

een the O
ld 

D
iplom

acy and the N
ew

, 1918

‒1922: T
he W

ashington System
 and the O

rigins of Japanese-A
m

erican R
approchem

ent ” D
ip

lom
a

tic H
istory, V

ol. 30, 

N
o. 2 （A

pril 2006

）, pp. 211

‒230.

（
189
）　

麻
田
、
前
掲
書
、
一
一
二―

一
一
九
頁
。

（
190
）　

黒
沢
文
貴
「
序
論　

日
本
外
交
の
構
想
力
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（『
国
際
政
治
』
第
一
三
九
号
、
二
〇
〇
四
年
一
一
月
）
五―

七
頁
。
酒
井
一
臣
「
幻
の
『
ハ
ー

グ
平
和
』―

戦
間
期
国
際
協
調
主
義
の
原
型
」（『
人
文
学
報
』
第
九
一
号
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
）
一
八
五―

一
八
七
頁
。

　
（
一
六
〇
一
）




